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! 安全上のご注意　―安全にお使いいただくため―

安全にお使いいただくため、ご使用の前にこの「安全上のご注意」をよくお読みください。
またお読みになったあと、いつでも見られるところに必ず保存してください。

絵表示　この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全
に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をして
います。
内容をよく理解してから本文をお読みください。

絵表示の例

：注意（危険・警告を含む）を促す事項

：決しておこなってはいけない禁止事項

プラグをコンセント�
から抜け�

：必ずおこなっていただく強制事項

設置されるとき
● この機器はAC100V専用です。それ以外の電

源(AC200V、船舶の直流電源など)では使用
しないでください。火災・感電の原因となり
ます。

● この機器に水が入ったり、機器がぬれたりし
ないようご注意ください。火災・感電の原因
となります。雨天・降雪時や海岸・水辺での
使用はとくにご注意ください。

● 電源コードの上に重い物をのせないでくださ
い。コードに傷が付くと、火災・感電の原因
となります。とくに、敷物などで覆われた
コードに気付かずに重い物を載せたり、コー
ドが本機の下敷きになることのないよう、十
分にご注意ください。

ご使用になるとき
● この機器の上に水などの入った容器や小さな

金属物を置かないでください。こぼれたり、
中に入ったりすると、火災・感電の原因にな
ります。

● 電源コードを傷つけたり、加工したり、無理
に曲げたり、ねじったり、引っ張ったり、加
熱したりしないでください。コードが破損し
て、火災・感電の原因になります。

● この機器の裏ぶたやカバーは絶対に外さない
でください。感電の原因になります。
内部の点検・整備・修理が必要と思われると
きは、販売店にご依頼ください。

● この機器を改造しないでください。火災・感
電の原因となります。

● 雷が鳴りだしたら、早めに機器本体の電源ス
イッチを切り、電源プラグをコンセントから
抜いてください。

● 落雷のおそれがあるとき、電源プラグが接続
されたままならば、電源プラグには触れない
でください。感電の原因となります。

使用中に異常が発生したとき
● 断線･芯線の露出など、電源コードが傷んだ

ら、販売店に交換をご依頼ください。そのま
まで使用すると、火災・感電の原因となりま
す。

● 万一、この機器を落としたり、キャビネット
を破損した場合は、電源スイッチを切り電源
プラグをコンセントから抜いて販売店にご連
絡ください。そのまま使用すると、火災・感
電の原因となります。

● 煙が出る、変なにおいや音がするなどの異常
がみとめられたときや、内部に水などの異物
が入った場合は、すぐに電源スイッチを切
り、電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。そのあと、販売店にご連絡ください。
異常状態のままで使用すると、火災･感電の原
因となります。

この欄に記載されている事項を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
あります。警告�

分解禁止�

プラグをコンセント�
から抜け�

接触禁止�

プラグをコンセント�
から抜け�

プラグをコンセント�
から抜け�



電池交換
◆ この機器に電源を入れたとき、“Warning Low Battery”と

いうメッセージが出たら、なるべく早く、お買い上げ販売
店へ電池の交換を依頼してください。この機器に内蔵の
バックアップ電池が劣化しました。電池が古くなっても、
機器は正常に動作しますが、やがて、コンフィグレーショ
ンのデータが消えてしまいます。
電池交換の依頼の際には、データをPCまたはメモリー
カードに保存することをおすすめします。

設置されるとき
● 電源プラグを抜くときは、電源コードを引っ

張らないでください。必ずプラグを持ってく
ださい。コードを引っ張ると、電源コードが
傷ついて、火災・感電の原因となることがあ
ります。

● 濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでく
ださい。感電の原因となることがあります。

● この機器の通風孔をふさがないでください。
内部の温度上昇を防ぐため、この機器のケー
スの上および底部には通風孔があけてありま
す。通風孔がふさがると内部に熱がこもり、
火災の原因となることがあります。
とくに次のような使い方は避けてください。
・機器をあお向けや横倒し、逆さまにする。
・本箱や押し入れなど、専用ラック以外の風通
しの悪い狭いところに押し込める。

・テーブルクロスを掛けたり、じゅうたんや布
団の上に置いて使用する。

● オーディオラックなどに入れるときは、放熱
をよくするために、壁や他の機器との間に隙
間をとってください。隙間の大きさは、側面
では10cm、背面では15cm、天面では30cm以
上必要です。
さらにラックの背面を開放するか、もしくは
ラックの背面に相当の通風孔を開けてくださ
い。
放熱が不十分だと内部に熱がこもり、火災の
原因となることがあります。

● 本機には感電防止のため、専用のアース端子
が設けられています。
電源プラグをコンセントに挿入する前に確実
に大地アースを施してください。
3芯電源コードの場合にはコンセント側のアー
ス端子が大地と接地されていれば上記と同じ
効果があります。

この欄に記載されている事項を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負ったり、物的
損害が発生したりする可能性があります。注意�

! 使用上のご注意　―正しくお使いいただくため―

アース線を接続する�
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はじめに�

各部の名称�
と機能�

コンフィグ�
レーション�
の構築�
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PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

はじめに
このたびはヤマハデジタルミキシングエンジンDME32をお買い求めいただきまして
ありがとうございます。

DME32本体およびソフトウェアDME Managerは設備音響システム構築時の様々な条
件に対応するオーディオシステムをカスタムメイドすることができます。ソフトウェ
アDME Managerを使い、入力から出力までシステム全体を構築でき、またそのシステ
ムデータをDME32本体に転送すればDME32本体を単独のプロセッサーとして使用で
きます。設備音響、サブミキシング、スピーカーシステムコントローラー、マトリック
ス／ルーティング、マルチエフェクト処理など幅広い用途にお使いいただけます。

DME32とは？

DME
Manager

32入力� 32出力�

コントロール�
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XXXXXYAMAHAXDME3288

DME32でのオーディオシステムは本機専用の用語で「コンフィグレーション」と呼び
ます。付属の専用ソフトウェアDME Managerを使用し、PCのモニター上にオーディオ
システムを「ブロック図」の形で構築します。必要なコンポーネントの追加、各コン
ポーネント間の配線、コンフィグレーションのコンパイル作業を経てオーディオシス
テム構築後、RS232/RS422あるいは、USB（ユニバーサルシリアルバス）接続、またはPC
カードのいずれかでDME32本体へオーディオシステムを転送します。

一旦プログラムすればDME32本体をPCから切り離して単独のプロセッサーとして扱
えます。あるいは常時PCと接続してDME Managerからリアルタイムでコントロール
することも可能です。この場合、何かのアクシデントなどでPCから本体が切り離され
ても本体だけで操作は続けられます。

コンフィグレーションとはコンポーネントで構成されたブロックのことです。コン
ポーネントにはミキサー、コンプレッサー、エフェクト、クロスオーバーなどのオー
ディオプロセッサーや、フェーダー、スイッチ、パン、メーターなどの個々のパーツが
あります。システム設計者はユーザーモジュールを使えばコンポーネントをカスタム
メイドできます。
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付 録�

PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

DME ManagerにはEdit、Cable、Runの3種類の動作モードがあります。
Editモードではコンフィグレーションの構築、編集、シーンのオフライン編集とプレ
ビュー（確認）を行います。
Cableモードではコンポーネント間の配線をします。
RunモードではDME32システムをリアルタイムでコントロールします。
コンポーネントパラメーターの編集、シーンの保存／呼び出し、コンフィグレーショ
ンの呼び出しなどが可能です。RunモードでのDME Managerの操作はDME32本体に反
映され、逆にDME32本体での操作もDME Managerに反映されます。

DME32本体にはA、B 2種類のコンフィグレーションが保存できます。またPCカード
にもコンフィグレーションを追加／保存できます。
各コンフィグレーションにはそれぞれ最大で99個のシーンメモリーがあり、それぞれ
のメモリーにコンフィグレーションのコンポーネントパラメーター設定がメモリー
されます。コンフィグレーションとシーンはDME32本体のフロントパネル、ソフト
ウェアDME Manager、MIDI、GPIインターフェースから呼び出します。コンフィグレー
ションとシーンのタイトルは接続PCのキーボードから入力できます。

DME32本体を単独のプロセッサーとして使うときは、コンポーネントパラメーター
の編集、シーンの保存／呼び出し、コンフィグレーションの呼び出しなど数々の機能
をフロントパネルから操作します。またフロントパネルの［USER DEFINE］キーに特
定のパラメーターを割り当てて簡単にアクセスすることもできます。2桁のシーン番
号がディスプレイに表示され現在のシーンがひと目で確認でき、48文字のLCDはコン
フィグレーション／シーンのタイトル、コンポーネントとパラメーター名、パラメー
ター値などを表示します。パスワードでプロテクトを設定し、無許可の操作を制限で
きます。

DME32本体には4つのデジタル／アナログI/Oカード用スロットがあり、32系統の入出
力が得られます。別売のmini YGDAI（Yamaha General Digital Audio Interface）カード
は様々なアナログ／デジタルI/Oを可能にし、AES/EBU、ADAT、Tascam TDIF-1など一
般的なデジタルオーディオフォーマットに対応します。またDME32の複数台カスケー
ド接続で32の倍数で入出力を拡張できます。最高4台のDME32をカスケード接続でき、
合計で最高128系統の入出力が得られます。カスケード接続されたコンポーネントを
複数台システムでバスなどの信号を分配したり、各DME32機器間でDSPパワーを共有
したりします。

32ビットの内蔵信号処理と48kHzの内蔵サンプリングレートで高音質を実現してい
ます。外部サンプリングレートも39.69kHz～50.88kHzをサポートし、各コンフィグ
レーションごとに設定可能です。

MIDIやGPIの端子を使用してDME32をカスタムメイドのコントローラーや外部機器
からのリモート操作が可能です。GPI端子は16系統の割り当て可能な入出力を装備し
ています。シーン／コンフィグレーションはMIDIプログラムチェンジメッセージや
GPI接続でも呼び出せます。またMIDIコントロールチェンジメッセージ、システムエ
クスクルーシブメッセージ、GPI接続したカスタムメイドのコントローラーでコン
ポーネントパラメーターのコントロールもできます。

DME32本体の特長は4ページを、ソフトウェア“DME Manager”の特長は6ページをご
参照ください。

DME32とは？
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DME32の特長

音質性能

･ 32ビット内部信号処理

･ 48kHz内蔵サンプリングレート

･ 外部ワードクロック39.69kHz～50.88kHz

メモリー、保存機能

･ 2種類のコンフィグレーションメモリー（A、B）

･ 各コンフィグレーションごとに最大で99個のシーンメモリー

･ コンフィグレーション／シーンのタイトルを接続コンピューターのキーボードから
入力可能

･ コンフィグレーションをPCカードに保存、転送

幅広く対応するI/O

･ 4つのmini YGDAIスロットで32系統の入出力

･ 別売のmini YGDAI（Yamaha General Digital Audio Interface）カードによる様々なアナ
ログ／デジタルI/O：AES/EBU、ADAT、Tascam TDIF-1など一般的なデジタルオーディ
オ接続フォーマットに対応

･ ヤマハ8チャンネル24ビットA/DコンバーターAD824、8チャンネル24ビットD/Aコン
バーターDA824が別売

コントロール端子

･ PC接続用RS232/RS422切り替え式シリアル端子

･ RS422はケーブル長1kmまで使用可能（RS232では15m）

･ フロントパネルに便利なPC接続用USB端子を装備

･ AD824ヘッドアンプのゲインコントロール用COMポート装備

複数台のDME32システム

･ 最高4台のDME32システム用カスケード端子

･ 最高4台までのDME32接続で、32の倍数で合計128系統まで入出力を拡張可能

･ 32系統のカスケードバスにより各DME32機器間での信号分配とDSPパワーの共有可
能
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リモートコントロール

･ シーンとコンフィグレーションはMIDIプログラムチェンジメッセージで呼び出し可
能

･ MIDIコントロールチェンジメッセージ、システムエクスクルーシブメッセージでコ
ンポーネントパラメーターのコントロール可能

･ 16系統の割り当て可能な入出力GPI端子

･ EMERGENCY（緊急）モードが割り当て可能なGPI入力端子

DME32本体の単独操作

･ プログラム後、DME32をDME Managerから切り離し本体のみで操作が可能

･ シーンメモリーの保存／呼び出し専用キーパッド

･ コンポーネントパラメーター編集用DATAホイールと［INC］/［DEC］キー

･［USER DEFINE］キーの割り当てでパラメーターへの迅速なアクセスが可能

その他の機能

･ 2桁の大型シーン番号表示

･ 48文字のLCDディスプレイ

･ パスワードによるプロテクト

･ マスター／スレーブ動作対応のワードクロックI/Oと切り替え式ターミネーション

･ 3Uのラックスペース

DME32の特長
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ソフトウェア“DME Manager”の特長

コンポーネント

･ クロスオーバー、ダイナミクス、フィルター、GEQ、PEQ、エフェクトなどの各種プロ
セッサーを装備

･ パーツのコンポーネントとしてフェーダー、メーター、スイッチ、パンなどを装備

･ カスタムメイドのユーザーモジュールコンポーネントが作成可能

･ 使用頻度の高いコントロール類をカスタムのコントロール画面にコピー可能

･ 回転ノブ、スライダーのサイズ調整可能

Editモード

･ コンポーネントをコンフィグレーション画面に簡単にドラッグ＆ドロップ可能

･ カット、コピー、ペーストコマンドを使ってコンポーネントを編集可能

･ コンポーネントのタイトル、サイズ、色などコンポーネントの外観を調整可能

･ DSPパワーメーターでプロセッサーのおよその使用度が視認可能

･ 可変グリッドを使ってコンポーネントの位置揃え

･ ズームイン（コンポーネントの詳細表示）、ズームアウト（コンフィグレーションデー
タ表示を縮小）

Cableモード

･ ワイヤーをドラッグするだけでコンポーネントの入出力ノード間を配線

･ コンポーネントのノードを個別にまたは複数まとめて配線

Runモード

･ DME Managerを使ったリアルタイムコントロール

･ コンポーネントパラメーターの編集、シーンの呼び出し／保存、コンフィグレーショ
ンの呼び出し

･ DME Manager上での操作がDME32本体に反映され、逆にDME32本体での操作もDME
Managerに反映

オフライン操作

･ どこでもコンフィグレーションの構築と編集が可能

･ オフラインでのシーンの編集、タイトル入力、削除

･ オフラインでシーンをプレビュー（表示確認）
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コンフィグレーション&シーン

･ コンフィグレーション／シーンのタイトルを接続PCキーボードから入力

･ PCカードなどWindowsで使用可能な任意のメディアにコンフィグレーションを保存

･ 複数のコンフィグレーションを同時に開くことが可能

簡単な操作性

･ 回転ノブ、スライダーをドラッグ

･ PEQパラメーターはEQ曲線上でポイントをドラッグして設定

･ ショートカットのコンテクストメニューでは使用頻度の高いコマンドを表示

･ ツールパレット、「Alt」メニューでモードを素早く切り替え

その他の機能

･ 複数スピーカーシステムではフェーダーグループ、ステレオ信号コントロール、クロ
スオーバー周波数コントロール用に最高32のパラメーターリンクグループ作成可能

･ カスケード接続のDME32機器間でパラメーターアクセスをリンク可能

･ 3レベルのパスワードによるプロテクト（完全アクセス、部分アクセス、アクセス禁止）

･ 図、コンポーネントリスト、パラメーターリストなどのコンフィグレーション情報を
印刷可能

本書について
本書にはデジタルミキシングエンジンDME32およびソフトウェアDME Managerの操
作に必要な情報が記載されています。まず目次をご覧になり本書の構成や各情報の記
載ページなどを確認してください。また索引は特定の内容を探す際にご利用くださ
い。DME32本体関連の用語集は286ページにあります。

本書ではデジタルミキシングエンジンDME32を「DME32」、ソフトウェアDME
Managerを「DME Manager」と称しています。「PC」はWindows搭載IBM PC互換コン
ピューターを指します。

DME32の設置
本機をラックマウントする場合、まず足を外し周囲に充分な通風用スペース（背後に
15cmの間隙）を空けてください。ポータブルのラックケースにマウントする場合、使
用中に空気の流れを塞がないようケースの背面を開けてください。パワーアンプなど
熱を大量に発生する機材のすぐ上には設置しないでください。

本書について
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PCへの接続 ...........................................................................................................11
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電源オン／オフ ....................................................................................................12

ソフトウェアDME Managerのインストール....................................................13
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基本セットアップ
DME32システムを簡単に立ち上げる手順です。

1 DME32の「各部の名称と機能」をお読みになり基礎知識を得ます。

17ページ「各部の名称と機能」をご参照ください。

2 必要なmini YGDAI I/Oカードを取り付けます。

253ページ「I/Oオプション」をご参照ください。

3 オーディオソース、その他の機器を入出力端子に接続します。

4 DME32本体をPCに接続します。

11ページ「PCへの接続」をご参照ください。

5 電源コードを接続してDME32に電源を入れます。

12ページ「電源コードの接続」および「電源オン／オフ」をご参照ください。

6 DME Managerをインストールします。

13ページ「ソフトウェアDME Managerのインストール」をご参照ください。

7 DME Managerを起動します。

14ページ「DME Managerの起動」をご参照ください。

8 DME Managerの操作を覚えます。

23ページ「DME Managerの概要」をご参照ください。

9 コンフィグレーションを作成します。

45ページ「コンフィグレーションの構築」をご参照ください。

10 コンフィグレーションをコンパイルします。

63ページ「コンフィグレーションのコンパイル」をご参照ください。

11 コンフィグレーションをDME32本体に転送します。

64ページ「DME32へのコンフィグレーションの送信」をご参照ください。

12 コンフィグレーションを選んでシステムを動かします。

67ページ「Runモード」をご参照ください。
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PCへの接続
標準のRS232/RS422シリアル接続またはUSB（ユニバーサルシリアルバス）接続で
DME32をPCに接続します。DME32がシリアル端子でコマンドを受信すると、DME32
はそのシリアル端子にのみ応答データを送信します。同様にUSB端子でコマンドを受
信するとUSB端子にのみ応答を送信します。

PC CONTROL端子

DME32のPC CONTROL端子はRS232/RS422の切り
替えスイッチがあります。2種類のシリアル端子規
格は実質的には同一ですが、RS422はバランス式な
ので長いケーブルにも対応します。RS232は最大
15mのケーブル長に、そしてRS422は最大1kmの
ケーブル長に対応します。PCのシリアル端子に合致
したものを選びます。

シリアルケーブル�

COM端子�

PC CONTROL端子�

12345678

12345678

910111213141516

910111213141516

SLOT
2

SLOT
4

SLOT
1

SLOT
3

CASCADE INCASCADE OUTCOMPC CONTROLMIDI

AC IN

WORD CLOCK
IN

OFFON

75Ω
OUT OUT IN

IN +V

OUT GND

GND

IN +V

OUT

RS
232C

RS
422

ソフトウェアDME Managerをインストールして、DME Manager上でPCのCOM端子を
設定できます。詳細は13ページ「ソフトウェアDME Managerのインストール」をご参
照ください。テキストエディターを使用してDMEフォルダ内の“setup.ini”ファイルを
開きます。使用するCOM端子の番号と同じにCOMパラメーターを設定します。たとえ
ばCOM端子2を使用するにはCOM2を設定します。

USB端子

フロントパネルのUSB端子を使いPCとDME32を手軽に接続できます。
DME32のリアパネルが使いづらいシステムでは便利です。

SCENE NO. CONFIGURATION

48kHz

LOCK

EMERGENCY

44.1kHz

SCENE

COMPONENT PARAMETER

UTILITY

VALUE

CARD

USER DEFINE

PROTECT

INC

DEC

DIGITAL MIXING ENGINE

POWER
ON OFF

7 8 9

4 5 6

1 2

0STORE RECALL

3

SCENE  RECALLDATA

XDigitalXMixingXEngine

XXXXXYAMAHAXDME3288

USBケーブル�

USB端子�
USB端子�

PC CONTROL

RS
232C

RS
422

PCへの接続
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電源コードの接続

注意： 電源を接続する前に必ずすべての機器の電源をオフにしてください。

付属の電源コードのソケット側をDME32リアパネルのAC INソ
ケットに接続し、プラグ側をコンセントに接続します。DME32
リアパネルに記載されている電源条件にあったコンセントを必
ずご使用ください。

電源オン／オフ
電源を入れるときにスピーカーから大きなノイズが出ないよう、音
源、ミキサーまたはレコーダー（02R、DME32、D24など）、パワーアン
プの順に電源を入れてください。電源を切るときはこの逆の順序で
行ってください。

1 ［POWER］スイッチを押してDME32の電源をオンにします。

メッセージが表示されます。

XDigitalXMixingXEngine

XXXXXYAMAHAXDME32

DME32にコンフィグレーションデータがあると、現在のコンフィグレーションとシー
ンの番号、タイトルがディスプレイに表示され、最初のコンポーネントの最初のパラ
メーターが選択されます。ただし［USER DEFINE］キーにパラメーターが割り当てら
れている場合は、そのパラメーターが選択されUSER DEFINEインジケーターが点灯
します。

DME32の最初の電源投入時や初期化後最初の電源投入時は、ディスプレイに“Mtrx16”
と表示されます。これはDME32本体のコンフィグレーションメモリーAに保存されて
いるタイトルで、DME Managerから別のコンフィグレーションを転送したときには
上書きされます。

2 ［POWER］スイッチをもう一度押すと電源がオフになります。

AC IN

POWER
ON OFF
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ソフトウェアDME Managerのインストール

システム環境

･ 200MHz以上のIntel Pentium MMXプロセッサー、または同等のプロセッサーを搭載し
たコンピューター

･ RAMメモリー最低32MB（64MB以上を推奨）

･ 空き容量最低20MBのハードディスク

･ CD-ROMドライブまたはDVD-ROMドライブ（インストール時のみ）

･ VGA以上のディスプレイ（640×480ドット、最低256色）

･ RS232またはRS422シリアル端子またはUSB端子

･ Windows 95/98

ソフトウェアDME Managerのインストール手順

DME Managerをインストールする前に、お使いのPCが前述のシステム環境に合って
いるか確認してください。

1 PCに電源を入れ、Windowsを起動します。

DME Managerのインストール時はPCがDME32に接続していなくても構いません。

2 DME32 CD-ROMをCD-ROMドライブまたはDVD-ROMドライブに挿入しま
す。

3 「スタート」をクリックし、「設定」の「コントロールパネル」をダブルクリック
します。

コントロールパネル」画面が開きます。

4 「アプリケーションの追加と削除」をダブルクリックします。

「アプリケーションの追加と削除のプロパティ」画面が開きます。

5 「セットアップ」をクリックします。

「フロッピーディスクまたはCD-ROMからのセットアップ」画面が開きます。

6 「次へ」をクリックします。

「セットアッププログラムの実行」画面が開きます。

7 「参照」をクリックします。

「ファイルの参照」画面が開きます。

8 CD-ROMドライブの「Dme Manager」の「Setup」を選択し、「開く」をクリック
します。

9 「セットアッププログラムの実行」画面の「完了」をクリックします。

インストール開始画面が表示されます。

10 画面の指示に従ってインストールを続行します。

ソフトウェアDME Managerのインストール
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ソフトウェアDME Managerのアップグレードと
再インストール時の注意

DME Managerのアップグレードや再インストールをする前に必ずインストールして
ある前のバージョンのDME Managerを以下の手順で削除してください。

1 コントロールパネルの「アプリケーションの追加と削除」を使ってDME
Managerをアンインストールします。

2 “DME”フォルダのすぐ下にあるファイルをすべて削除してください。

通常“DME”フォルダは“C:¥Program Files”にあります。
“Lib”、“Add In”、“Midi”、“Module”のフォルダにあるファイルは削除しないでくださ
い。

DME Managerの起動
1 Windowsの［スタート］をクリックし［プログラム］、［DME32］と選択します。

DME Managerは起動時にアクティブな（接続され電源がオンの）DME32が接続されて
いるかどうかチェックします。コンフィグレーションデータのあるアクティブな
DME32が検出されるとそのコンフィグレーションデータを取り込むかどうかを尋ね
るメッセージが表示されます。データを取り込むよう選択すると、DME32本体内のす
べてのコンフィグレーションデータはDME Managerに転送され、新しいコンフィグ
レーション画面に表示されます。またDME ManagerはRunモードに切り替わります

（Runモードについては67ページをご参照ください）。データを取り込まない選択をし
た場合、DME ManagerはEditモードで立ち上がります。

アクティブなDME32が検出されない場合、“DME32 not found!”と表示されます。この
場合は［OK］をクリックすれば、DME ManagerをEdit モードでオフラインで操作を続
けられます。DME Managerの起動後にDME32が見つかると、そのコンフィグレーショ
ンデータを取り込むかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。データを取り込む
よう選択すると、DME32本体内のすべてのコンフィグレーションデータはDME
Managerに転送され新しいコンフィグレーション画面に表示されます。またDME
ManagerはRunモードに切り替わります。データを取り込まない選択をした場合、DME
ManagerはEditモードで立ち上がります。

コンフィグレーションデータはデータ転送画面でDME32から取り込みます。詳細は
65ページ「DME32からのコンフィグレーションの受信」をご参照ください。

DME Managerの終了
1 「File」メニューから［Exit］を選択します。

コンフィグレーション画面に未保存のデータが何もない場合は、すべてのコンフィグ
レーション画面が閉じDME Managerが終了します。

コンフィグレーション画面に未保存のデータがあると、その内容を保存するかどう
か、というメッセージが表示されます。［はい］をクリックして保存し終了するか、

［キャンセル］をクリックして操作を中止します。

メイン画面の右上隅にある×印のボタンをクリックしてもDME Managerを終
了できます。
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DME ManagerとWindows 98
DME ManagerをWindows 98で使用するとコントロール画面の動きがおかしくなると
きがあります。このような場合はWindows 98のコントロールパネルの「画面」を開い
て「効果」をクリックし、「ドラッグ中にウィンドウの内容を表示する」のタブをオフに
してください。

コンポーネントと配線にずれがある場合

OSがWindows 95の場合
「コントロールパネル」－「画面」－「ディスプレイの詳細」タブにある「フォントサイ
ズ」を「小さいフォント」に変更してください。

OSがWindows 98の場合
「コントロールパネル」－「画面」－「設定」タブ－「詳細」ボタン－「全般」タブにある
「フォントサイズ」を「小さいフォント」に変更してください。

USBドライバのインストール
ドライバのインストールにはDME32 CD-ROMが必要です。またインストール中に
Windows CD-ROMを挿入するようメッセージが表示されることもありますので、手
元に準備しておいてください。

1 PCを起動します。

2 DME32の電源がオフの状態で、PCとDME32をUSBケーブルで接続します。

3 DME32の電源を入れます。

しばらくして「新しいハードウェアの追加ウィザード」が表示されます。（表示されな
い場合はUSBケーブルを外しもう一度接続し直してください。）

4 「次へ」をクリックします。

検索方法を選択する画面が表示されます。

5 「使用中のデバイスに最適なドライバを検索する（推奨）」の左側にあるラジオ
ボタンにチェックを入れて「次へ」をクリックします。

ドライバのある位置を指定する画面が表示されます。

6 DME32 CD-ROMをCD-ROM/DVDドライブに挿入します。

7 「検索場所の指定」にチェックを入れ、「参照」ボタンをクリックします。

8 DME3 2  CD - ROMをW i n d ow s 9 8、あるいはMeでご使用の場合は
「¥USBdrv_¥Win9x」フォルダを、Windows  2000でご使用の場合は
「¥USBdrv_¥Win2k」フォルダを指定し「OK」をクリックします。

9 「次へ」をクリックします。

WindowsがCD-ROMの中のドライバを検出し、インストールの準備ができます。
「YAMAHA USB MIDI Driver」が表示されていることを確認してください。

DME Managerの終了
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10「次へ」をクリックします。

Windowsがインストールを始めます。
インストールが完了するとその旨を知らせるウインドウが表示されます。

11「完了」をクリックします。

これでドライバのインストールが完了しました。

インストールの確認
以下の手順で、ドライバが正しくインストールされたか確認します。

1 「マイコンピュータ」を右ク
リックし「プロパティ」を左ク
リックします。

「システムプロパティ」ウインドウ
が表示されます。

2 「デバイスマネージャ」タブを
クリックします。

デバイスのリストが表示されま
す。

3 下記の「YAMAHA USB MIDI
Driver」の表示を確認します。

4 「キャンセル」をクリックして「プロパティ」ウインドウを閉めます。

USBに関するご注意

以下の状態でDME32の電源オン／オフまたはUSBケーブルの抜き差しをすると、コ
ンピュータがハングアップしたりDME32の機能が停止したりする恐れがあります。

･ WindowsがDME32を検出中またはドライバロード中

･ Windows起動途中または終了途中

･ コンピュータがスタンバイ（スリープ）中

･ オーディオ／MIDIアプリケーションが起動している状態

また以下の操作をすると同様にコンピュータがハングアップしたりDME32の機能が
停止したりする恐れがあります。

･ 電源のオン／オフやケーブルの抜き差しを頻繁にする

･ オーディオ／MIDIデータ転送中のスタンバイ（スリープ）モードへの移行、レジューム

･ DME32の電源がオンの状態でのUSBケーブルの抜き差し

･ 大量のデータを転送中にDME32の電源オン／オフ、コンピュータの起動、またはドラ
イバのインストール

･ Windowsを終了できない場合はDME32からUSBケーブルを外してみてください。

･ Windowsを起動できない場合は、コンピュータの電源をオフにしUSBケーブルを外し
てからコンピュータの電源をオンにしてUSBケーブルを再接続してください。
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フロントパネル

SCENE NO. CONFIGURATION

48kHz

LOCK

EMERGENCY

44.1kHz

SCENE

COMPONENT PARAMETER

UTILITY

VALUE

CARD

USER DEFINE

PROTECT

INC

DEC

DIGITAL MIXING ENGINE

POWER
ON OFF

7 8 9

4 5 6

1 2

0STORE RECALL

3

SCENE  RECALLDATA

XDigitalXMixingXEngine

XXXXXYAMAHAXDME3288

4 5 76 81

L P Q U VON S TM RKJ9

32

A SCENE NO.インジケーター

現在のシーンメモリー番号を表示します。別のシーンメモリー選択時はその番号が点
滅し、シーンメモリーの呼び出し／保存時は番号が点灯します。

B シーン編集ドット

現在の設定が最後に呼び出したシーンメモリーの設定と同一かどうかを表示します。
シーン呼び出し時は2つのドットとも消灯していますが、パラメーターを編集すると
両方のドットとも点灯し、シーンを呼び出してからパラメーターが編集されたことを
表します。

C ディスプレイ

コンフィグレーション／シーン名、コンポーネント／パラメーター名、パラメーター
値、機能、メッセージなどを表示する2行で48文字のLCDディスプレイです。ディスプ
レイは5つの内容：CONFIGURATION（コンフィグレーション）、SCENE（シーン）、
COMPONENT（コンポーネント）、PARAMETER（パラメーター）、VALUE（バリュー）
を表示します。

CONFIGURATION�
（コンフィグレーション）�

SCENE�
（シーン）�

COMPONENT�
（コンポーネント）�

PARAMETER�
（パラメーター）�

VALUE�
（バリュー）�

OscillaXXWaveforXXXXXX100Hz

SetupXXAXDefaultXXScene

D DATAホイール

コンフィグレーション、コンポーネント、パラメーター、設定値を選択したり、他の設
定を行うときに使用します。右に回すと値が増加し、左に回すと値が減少します。
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E INC/DECキー

DATAホイールと併用しコンフィグレーション、コンポーネント、パラメーター、設定
値を選択したり、他の設定を行うときに使用します。［INC］キーを押すと値が増加し、

［DEC］キーを押すと値が減少します。

F STOREキー

シーンの保存に使用します。詳細は201ぺージ「シーンの保存」をご参照ください。

G SCENE RECALLテンキー

シーンメモリー番号（1～99）の入力に使用します。

H RECALLキー

シーンを呼び出すときに使用します。詳細は202ページ「シーンの呼び出し」をご参照
ください。

I 48kHz/44.1kHzインジケーター

選択されているワードクロックの周波数（48kHzまたは44.1kHz）を示します。詳細は
231ページ「ワードクロックソースの選択」をご参照ください。

J LOCKインジケーター

DME32が選択しているワードクロックソースにロックしているかどうかを示します。
ロックしていると点灯します。詳細は231ページ「ワードクロックソースの選択」をご
参照ください。

K EMERGENCYインジケーター

EMERGENCY（緊急）モード用に割り当てているGPI入力端子が作動すると点灯しま
す。EMERGENCY（緊急）モードは解除するまでDME32の出力をすべてミュートしま
す。詳細は222ページ「EMERGENCY（緊急）モード」をご参照ください。

L USB端子

Windows搭載PCにDME32をUSBケーブルで接続する端子です。リアパネルのPC
CONTROL端子が使いにくい場合などに便利な端子です。詳細は11ページ「PCへの接
続」をご参照ください。

M COMPONENTキー／インジケーター

ディスプレイ内のCOMPONENT部を選択します。このキーを押すとカーソルが
COMPONENT部に移動し、インジケーターが点灯します。ユーティリティ機能でも使
われます。

また、DME32本体のディスプレイに表示されるコンポーネント名を見るときにも使
います。通常コンポーネント名は始めの7文字が表示されますが、このキーを押すとコ
ンポーネント名が全文字で表示されます。もう一度押すと通常の表示に戻ります。

N PARAMETERキー／インジケーター

ディスプレイ内のPARAMETER部を選択します。このキーを押すとカーソルが
PARAMETER部に移動し、インジケーターが点灯します。ユーティリティ機能やプロ
テクト機能でも使われます。

O PROTECTキー／インジケーター

DME32へのアクセスを制限するプロテクト機能を選択します。選ばれるとインジケー
ターが点灯します。詳細は205ページ「DME32へのアクセスの制限」をご参照ください。

フロントパネル
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P CARDスロット

別売のPCメモリーカードを挿入してコンフィグレーションやシーンを保存します。
詳細は223ページ「PCカード」をご参照ください。

Q CARDイジェクトボタン

PCカードを取り出すときに押します。詳細は224ページ「PCカードの挿入、取り出し」
をご参照ください。

R UTILITYキー／インジケーター

ユーティリティー機能にアクセスします。このキーを押すとインジケーターが点灯し
ます。

S VALUEキー／インジケーター

ディスプレイ内のVALUE部を選択します。このキーを押すとカーソルがVALUE部に
移動しインジケーターが点灯します。

T USER DEFINEキー／インジケーター

特定のパラメーターに直接アクセスできるようプログラムするキーです。アクセスす
るとインジケーターが点灯します。詳細は203ページ「パラメーター編集と［USER
DEFINE］キー」をご参照ください。

U カーソルキー（  / ）

ディスプレイ内でカーソルを移動します。［ ］キーはカーソルを左に、［ ］キーは
カーソルを右に移動します。

V POWERスイッチ

電源スイッチです。詳細は12ページ「電源オン／オフ」をご参照ください。

POWERスイッチにカバーをかけてスイッチを保護できるようカバー取り付け用のネ
ジ穴が2カ所あります。ヤマハからはこのためのカバーは発売されていませんが、お客
様が自作したカバーを取付けられます。ネジサイズはM3で間隔は34mmです。
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リアパネル

MLK

J986 752 41 3

910111213141516

910111213141516

12345678

12345678

SLOT
2

SLOT
4

SLOT
1

SLOT
3

CASCADE INCASCADE OUTCOMPC CONTROLMIDI

AC IN

WORD CLOCK
IN

OFFON

75Ω
OUT OUT IN

IN +V

OUT GND

GND

IN +V

OUT

RS
232C

RS
422

A AC INソケット

付属の電源コードでDME32をACコンセントに接続します。詳細は12ページ「電源コー
ドの接続」をご参照ください。

B WORD CLOCK OUT端子

内部ワードクロック信号、または外部ワードクロックソース選択時にWORD CLOCK
IN端子で受信したワードクロック信号を出力するBNC端子です。詳細は231ページ

「ワードクロックの接続」をご参照ください。

C WORD CLOCK 75Ω ON/OFFスイッチ

WORD CLOCK INで入力したワードクロック信号をターミネートします。詳細は231
ページ「ワードクロックの接続」をご参照ください。

D WORD CLOCK IN端子

外部ワードクロック信号を入力するBNC端子です。詳細は231ページ「ワードクロック
の接続」をご参照ください。

E MIDI IN/OUT端子

標準のMIDI IN、MIDI OUT端子でDME32を他のMIDI機器と接続し、MIDIプログラム
チェンジ、コントロールチェンジ、パラメーターチェンジを使用してリモート操作を
行います。詳細は244ページ「MIDIとDME32」をご参照ください。

F PC CONTROL RS232C/RS422スイッチ

PC CONTROL端子のフォーマットを選択します。詳細は11ページ「PCへの接続」をご
参照ください。

G PC CONTROL端子

Windows搭載PCのシリアルポートにDME32を接続する9ピンD-sub端子です。詳細は
11ページ「PCへの接続」をご参照ください。

リアパネル
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H COM端子

ヤマハADコンバーターAD824をDME32に接続する9ピンD-sub端子です。詳細は258
ページ「AD824/DA824コンバーター」をご参照ください。

I CASCADE OUT端子

複数台のDME32をカスケード接続する50ピン・ハーフピッチ端子です。詳細は237ペー
ジ「複数台のDME32システム」をご参照ください。

J CASCADE IN端子

複数台のDME32をカスケード接続する50ピン・ハーフピッチ端子です。詳細は237ペー
ジ「複数台のDME32システム」をご参照ください。

K アース端子

感電防止のため、電源プラグをコンセントに挿入する前に確実に大地アースを施して
ください。
本機には3芯電源コードを付属しています。この場合にはコンセント側のアース端子
が大地と接地されていれば上記と同じ効果があります。ハムや雑音防止のためにも有
効です。

L GPI端子

DME32のGPI（General Purpose Interface―汎用インターフェース）端子は4つのユーロ
ブロックコネクターをもち、カスタムメイドのコントローラーや他の機器からDME32
の機能をリモート操作することができます。詳細は213ページ「GPIインターフェース」
をご参照ください。

M SLOT（スロット）1－4

別売のヤマハmini YGDAIカードを装着して各種アナログ／デジタルI/Oを可能にす
る4つのスロットです。詳細は253ページ「I/Oオプション」をご参照ください。
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モード
DME Managerには“Edit”、“Cable”、“Run”の3つの操作モードがあります。モードは

「Mode」メニュー（37ページ参照）、ショートカットメニュー（41ページ参照）、ツール
バー（26ページ参照）、Tool Palette（43ページ参照）、または「Alt」メニュー（43ページ参
照）から選択します。現在のモードはステータスバーに表示されます。詳細は27ページ

「ステータスバー」をご参照ください。

Editモード

Editモードではコンフィグレーションの構築、編集を行います。オフラインでシーン
を編集するときもEditモードを使用します。

詳細は45ページ「コンフィグレーションの構築」をご参照ください。

Cableモード

Cableモードではコンポーネント間の配線を行います。

詳細は53ページ「配線の追加」をご参照ください。

Runモード

RunモードではDME32のシステムをリアルタイムでコントロールします。つまりコン
ポーネントパラメーターの編集、シーンの保存／呼び出し、コンフィグレーションの
呼び出しなどを行います。DME Managerでの操作がDME32本体上に反映され、逆に
DME32本体上での操作もDME Managerに反映されます。このモードではコンポーネ
ントと配線の変更はできません。

詳細は67ページ「Runモード」をご参照ください。

Editモード、Cableモードのどちらでもコンフィグレーションはコンパイルでき、コン
フィグレーションのデータはDME32本体とソフトウェアDME Manager間で転送でき
ます。
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メイン画面
メイン画面はDME Managerを起動すると表示されます。通常DME Managerはコンフィ
グレーション画面が開いた状態で起動します。コンフィグレーション画面をすべて閉
じた場合は下のような画面が表示されます。

メイン画面は右上隅にあるWindows標準のボタンをクリックして最小化、最大化、リ
ストアができます。×印のボタンをクリックするとDME Managerが終了します。メイ
ン画面は下右隅へドラッグすればサイズ変更できます。左上隅にあるソフトウェアの
アイコンをクリックして開くコントロールメニューのコマンドを使ってもコント
ロールできます。

タイトルバー

メイン画面タイトルバーは現在のタイトル、シーン番号／タイトルを含むコンフィグ
レーション画面情報を表示します。

コンフィグレーション画面が開いていないときのタイトルバー表示です。

未セーブのコンフィグレーション画面が選択されているときのタイトルバー表示です。

DME32に保存されているコンフィグレーション画面が選択されているとき、コンフィ
グレーションタイトルの頭に“A”あるいは“B”が表示されます。

現在動作中のコンフィグレーション画面が選択されているとき、コンフィグレーショ
ンタイトルの頭に“Running”が表示されます。

コンフィグレーション画面がフルサイズでないとき、上の例のような表示はメイン画
面でなくコンフィグレーション画面のタイトルバーに表示されます。

メイン画面
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ツールバー

ツールバーからRun、Edit、Cableの各モードやコンパイル、ズーム、位置揃え機能に簡
単にアクセスできます。

1 2 3 4 5 6

A Runモード
Runモードを選択します。詳細は67ページ「Runモード」をご参照ください。

B Editモード
Editモードを選択します。詳細は47ページ「Editモードの選択」をご参照ください。

C Cableモード
Cableモードを選択します。詳細は53ページ「Cableモードの選択」をご参照ください。

D コンパイル
現在のコンフィグレーションをコンパイルします。詳細は63ページ「コンフィグレー
ションのコンパイル」をご参照ください。

E ズーム
ズーム設定を25%、50%、75%、100%、150%の中から選択します。詳細は52ページ「コン
フィグレーション画面のズーム」をご参照ください。

F 位置揃え
すべてのコンポーネントの位置をグリッドに揃えます。詳細は50ページ「コンポーネ
ントのグリッドへの位置揃え」をご参照ください。
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ステータスバー

ステータスバーは現在のモード、現在のコンポーネント、コンパイル状況、プロテクト
状態を表示します。

1 2 3 4 5

A 現在のモード
現在のモード（Edit、Cable、Run）を表示します。詳細は24ページ「モード」をご参照くだ
さい。

B 現在のコンポーネント
現在のコンポーネントのタイトルを表示します。

C コンパイル状況
現在のコンフィグレーションのコンパイル状況（Uncompiled、Compiled、Compile
Failure）を表示します。詳細は63ページ「コンフィグレーションのコンパイル」をご参
照ください。

D プロテクト状態
現在のコンフィグレーションのプロテクト状態（Off、Component、Operation）を表示し
ます。詳細は85ページ「パスワードによるプロテクト」をご参照ください。

5 DME32本体の状態
接続されているDME32本体のコンフィグレーションがAまたはBのどちらであるかを
表示します。“Config A”あるいは“Config B”と表示します。DME32と接続されていな
いときは“Offline”と表示します。

メイン画面
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コンフィグレーション画面
コンフィグレーション画面でコンフィグレーションを作成、配線、コントロールしま
す。詳細は46ページ「コンフィグレーションの構築と編集」をご参照ください。

次のコンフィグレーション画面はコンフィグレーションの一例です。

コンフィグレーション画面は右上隅にあるWindows標準のボタンをクリックして最
小化、最大化、そして元のサイズに戻すことができます。×印のボタンをクリックする
とコンフィグレーション画面が閉じます。コンフィグレーション画面は下右隅をド
ラッグすることでサイズ変更できます。また 、 、 、  を使ってスクロールでき
ます。左上隅にあるソフトウェアのアイコンをクリックして開くコントロールメ
ニューのコマンドを使ってもコントロールできます。
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最小化されたコンフィグレーション画面がメイン画面下に以下のように表示されま
す。

リストアボタン、最大化ボタンは最小化されたコンフィグレーション画面を元のサイ
ズに戻します。あるいはコンフィグレーション画面のタイトルバーのどこでもクリッ
クすればアクセスできるコントロールメニューのコメンドを使ってもリストアでき
ます。

DSPパワーメーター

DSPパワーメーターはコンフィグレーションが使用するDSP処理パワー
のおおよその量を表示します。画面の各セクションごとに1つ、各DME32
につき1つのメーターがあります。0%が最低で、コンポーネントを追加す
るごとにメーターが上がります。100%に達するとDSP処理パワーを最大
限に使用するのでこれ以上コンポーネントを追加することはできません。

コンフィグレーション画面
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グリッド

コンポーネントは以下のように設定を調節できるなグリッド（縦横の罫線）に位置を
揃えることができます。詳細は50ページ「コンポーネントのグリッドへの位置揃え」を
ご参照ください。

ズーム

ズームコマンドを使ってコンフィグレーション画面をズームすることができます。
ズームインしてコンポーネントを詳しく見ることもズームアウトしてコンフィグ
レーションの他の部分を見ることもできます。以下の例は150%のズームです。詳細は
52ページ「コンフィグレーション画面のズーム」をご参照ください。
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画面内の各セクション

コンフィグレーション画面は各DME32ごとに4つのセクションに分かれます。このセ
クションのサイズは以下のように境界線をドラッグすることで変更できます。詳細は
60ページ「複数台のコンフィグレーションを使用した作業」をご参照ください。

境界線�

コンフィグレーション画面
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コンポーネント
コンポーネントはDME32オーディオシステムを構築するためのブロックです。ミキ
サー、コンプレッサー、エフェクト、クロスオーバーなど完全なオーディオプロセッ
サーから構成されるコンポーネントもあれば、フェーダー、スイッチ、パンコントロー
ル、メーターなどパーツとして使用するコンポーネントもあります。

次のコンポーネントが選択できます。

コンフィグレーションには重要な2種類のコンポーネント、入力コンポーネントと出
力コンポーネントがあります。これはDME32の物理的な入出力を表します。

コンポーネントは「Component」メニューから選択するか、コンポーネントリストから
ドラッグします。コンポーネントの位置はドラッグして決めます。詳細は48ページ「コ
ンポーネントの追加」をご参照ください。

コンポーネントは様々な編集コマンドを使ってカット、コピー、ペースト、複製、位置
揃え、削除ができます。詳細は48ページ「コンポーネントの追加」をご参照ください。
ほとんどのコンポーネントには以下のような入出力ノードがあります。

入力ノード�

出力ノード�

これらのノードを使って次のように各コンポーネントを配線します。詳細は53ページ
「配線の追加」をご参照ください。

コンポーネントはマウスをクリックして選択します。選択すると以下のようにハイラ
イト表示されます。

複数のコンポーネントを選択するには、対象コンポーネントの横の空白部分をクリッ
クしたまま選択コンポーネントがすべて入るようにドラッグします。
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どのコンポーネントにも名前が付いています。同じコンポーネントを複数追加する
と、新しく追加したコンポーネント名の末尾に番号が付きます。たとえば2つ目のコン
プレッサーを追加すると「Compressor（2）」、3つ目のコンプレッサーは「Compressor（3）」
などとなります。

コンポーネントの外観、サイズ、色、タイトルなどは自由に変更できます。詳細は82
ページ「コンポーネントプロパティのカスタム化」をご参照ください。

コンポーネントをダブルクリックするとそのコントロール画面が開きます。

コンポーネントのコントロール画面
コンポーネントパラメーターはコントロール画面で調整します。通常この画面には回
転ノブ、スライダー、ボタン、ポップアップメニューがあります。コンポーネントをダ
ブルクリックしてコントロール画面を開きます。以下は典型的なコントロール画面で
す。

×印のボタンをクリックするとコントロール画面が閉じます。画面は左上隅にあるソ
フトウェアのアイコンをクリックして開くコントロールメニューのコマンドを使っ
てもコントロールできます。

コントロール画面のないコンポーネントもあります。たとえば出力コンポーネントは
調整可能なパラメーターがないのでコントロール画面がありません。

典型的なコントロール画面で使用するインターフェースはほとんどが一般的な
Windows用ソフトウェアと同じなので説明は省略します。これ以降はDME Manager特
有の操作について説明します。

カーソル

コントロール画面の項目はマウスを使って操作します。回転ノブやスライダーはこの
ままドラッグして調整します。またボタンやポップアップメニューはクリックしま
す。

Cableモードを選択するとカーソルがケーブルツールの形になります。

コンポーネントのコントロール画面
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回転ノブ

ゲインや周波数などの連続可変パラメーターは回転ノブで調整しま
す。通常パラメーター値はノブの下に表示されています。

回転ノブの調整は左または右のマウスボタンでドラッグします。下または左へドラッ
グすると値が減少し、右または上へドラッグすると値が増加します。

上�

値増加�

値減少�

右�

リバーブの初期反射ディレイなど解像度が1,000ステップ以上の精密な回転ノブでは
右マウスボタンを使ってドラッグすると100ステップ単位で調整できます。

スライダー

チャンネルレベル、グラフィックイコライザーのゲインなどの連続可変パラ
メーターはスライダーで調整します。パラメーターの値は通常スライダーの
下に表示されています。

スライダーの調整は左または右のマウスボタンでドラッグします。下または
左へドラッグすると値が減少し、右または上へドラッグすると値が増加しま
す。

上�

値増加�

値減少�

右�

ボタン

通常のソフトウェアと同様、DME Managerにも［Save］、［OK］、［Cancel］、［Enter］などの
操作実行、確定用のボタンがあります。これに加えて機能やパラメーターをオン／オ
フするボタンもあります。
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機能やパラメーターのオン／オフが切
り替わると、右図の［OFF］/［ON］ボタン
のように表示が変わるボタンもありま
す。あるいは、オンになると右図の

［SIDECHAIN］ボタンのように名称は変
わらなくてもボタンが押された状態の
表示になるものもあります。

ポップアップメニュー

右図の例のようにポップアップメニューはWindowsソフ
トウェアで一般的に見られるものなので、説明は省略し
ます。

テキスト入力欄

テキスト入力欄にはコンフィグ
レーションやシーンのタイトル、
あるいは［USER DEFINE］キーのタ
イトルなど、テキスト（半角アル
ファベット、数字のみ）を入力します。

マウスカーソルをテキスト入力欄に移動すると、カーソル
が図のように「I」の形になるので、キーボードから入力し
たり、別の場所からコピー／ペーストします。

「Run Mode Controller」画面
「Run Mode Controller」画面はRunモードを選択すると表示されます。これはDME32の
コンフィグレーションの呼び出しやシーンの保存／呼び出しに使用します。詳細は69
ページ「Run Mode Controller」をご参照ください。

「Run Mode Controller」画面
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その他の画面
DME Managerにはコントロール画面だ
けでなく、右図の「MIDI」画面など様々な
画面があります。この画面ではパラメー
ターは3画面に分かれ、それぞれの画面
は「Setup」、「Program Change」、「Control
Change」の各タブをクリックしてアクセ
スします。

画面を閉じるには右上隅の×印ボタン
をクリックするか、［Cancel］をクリック
します。これらの画面は左上隅にあるソ
フトウェアのアイコンをクリックして
開くコントロールメニューのコマンド
を使ってもコントロールできます。

メニューの概要

「File」メニュー

「File」メニューにはコンフィグレーション画面に関するコマンド、印刷コマンド、コン
フィグレーション関連のコマンド、オフライン編集のコマンド、コンパイルコマンド、
ソフトウェアを終了するコマンドがあります。

コマンド 機能 参照ページ

New 新しいコンフィグレーション画面を作成します。 47

Open すでに保存されているコンフィグレーションを開きます。 47

Save 現在のコンフィグレーションを保存します。 62

Save As 現在のコンフィグレーションを別名で保存します。 62

Close 現在のコンフィグレーションを閉じます。 62

Print 現在のコンフィグレーションを印刷します。 89

Printer Setup プリンターをセットアップします。 89

Data Transfer DME32シーンを送信、受信します。 64, 65

Offline Edit シーン作成画面を開きます。 78

Compile 現在のコンフィグレーションをコンパイルします。 63

Exit DME Managerを終了します。 15
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「Edit」メニュー

「Edit」メニューにはコンポーネントや配線を編集するさまざまなコマンドがありま
す。

コマンド 機能 参照ページ

Undo
最後に行ったコンポーネントや配線の編集内容をアンドゥし
ます（元に戻します）。

50, 54

Cut 選択コンポーネントをカットしクリップボードに入れます。 50

Copy 選択コンポーネントをコピーしクリップボードに入れます。 50

Paste クリップボードのコンポーネントをペーストします。 50

Duplicate 選択コンポーネントを複製します。 50

Align すべてのコンポーネントをグリッドに位置揃えします。 50

Delete 選択コンポーネントまたは配線を削除します。 50, 58

Properties 選択コンポーネントの属性画面を開きます。 82

Module モジュール画面を開きます。 195

「Mode」メニュー

「Mode」メニューではRunモード、Editモード、Cableモードを選択します。

コマンド 機能 参照ページ

Run Runモードを選択します。 68

Edit Editモードを選択します。 47

Cable Cableモードを選択します。 53

メニューの概要
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「View」メニュー

「View」メニューにはズームコマンドとグリッドコマンドがあります。

コマンド 機能 参照ページ

Zoom
コンフィグレーション画面を次の倍率にズームします。
150%, 100%, 75%, 50%, 25%

52

Grid グリッド画面を開きます。 51

「Tool」メニュー

「Tool」メニューには［User Define］ボタン、MIDI、プロテクト、ツールパレットへのア
クセスなどシステム関連のコマンドがあります。

コマンド 機能 参照ページ

User Define Button 「User Define」画面を開きます。 88

GPI 「GPI」画面を開きます。 213

MIDI 「MIDI」画面を開きます。 243

Word Clock 「Word Clock」画面を開きます。 229

Tool Palette 「Tool Palette」画面を開きます。 43

Protection 「Protection」画面を開きます。 86
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「Component」メニュー

「Component」メニューからコンポーネントリスト画面、パラメーターリンク画面にア
クセスします。また使用可能なコンポーネントのリストが表示されます。

コマンド 機能 参照ページ

Component List コンポーネントリストを開きます。 42

Parameter Link 「Parameter Link」画面を開きます。 80

上記コマンドの下には使用可能なコンポーネントがすべてリスト表示されています。
このメニューからコンポーネントを選択してコンフィグレーションに追加すること
もできます。コンポーネントについての詳細は91ページ「コンポーネントガイド―第
1部」および143ページ「コンポーネントガイド―第2部」をご参照ください。

メニューの概要
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「Window」メニュー

「Window」メニューにはコンフィグレーション画面を管理するコマンドがあります。

コマンド 機能 参照ページ

Cascade 開いている各コンフィグレーション画面を重ねて表示します。 48

Tile 開いている各コンフィグレーション画面を順に並べて表示します。 48

「Window」メニューの上記コマンドの下には、開いているコンフィグレーション画面
のタイトルが表示されています。このリストから画面を選択できます。現在のコン
フィグレーション画面のタイトルには上図のようにチェックが付いています。DME32
のコンフィグレーションに概当するコンフィグレーション画面は、AあるいはBの文
字が付いています。また現在動作しているコンフィグレーションには“Running”と記
され、タイトルと現在のシーン、タイトルが表示されます。詳細は48ページ「開いてい
るコンフィグレーション画面の選択」をご参照ください。

「Help」メニュー

「Help」メニューには「About」コマンドがあります。

このコマンドはDME Managerについての情報を表示します。
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ショートカットメニュー

ショートカットメニューは複数のメニューの中から一般的によく使用するコマンド
を1つのメニューにまとめたもので、右クリックするとメニューが開きます。これはコ
ンテキストセンシティブ、つまり右クリックした時点でカーソルの位置にある項目の
種類（例：コンポーネント、配線など）によって、使用できるコマンドが変わるメニュー
です。

コマンド 機能 参照ページ

Component List コンポーネントリストを開きます。 42

Run Runモードを選択します。 68

Edit Editモードを選択します。 47

Cable Cableモードを選択します。 53

Compile 現在のコンフィグレーションをコンパイルします。 63

Undo
最後に行ったコンポーネントや配線の編集内容をアンドゥし
ます（元に戻します）。

50, 54

Cut 選択コンポーネントをカットしクリップボードに入れます。 50

Copy 選択コンポーネントをコピーしクリップボードに入れます。 50

Paste クリップボードのコンポーネントをペーストします。 50

Duplicate 選択コンポーネントを複製します。 50

Align すべてのコンポーネントをグリッドに位置揃えします。 50

Delete 選択コンポーネントまたは配線を削除します。 50, 58

Properties 選択コンポーネントの属性画面を開きます。 82

Module モジュール画面を開きます。 195

メニューの概要
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コンポーネントリスト
コンポーネントリストは使用可能なコンポーネントをすべてツリー表示したもので
す。このリストから各コンポーネントをドラッグしてコンフィグレーションに追加で
きます。コンポーネントはグループごとに整理されています。

1 リストを開くには「Component」メニューから［Component List］を選択します。

「Component List（コンポーネントリスト）」画面が開きます。

2 コンポーネントをコンフィグレーションに追加するには、任意のコンポーネ
ントを選択し、これをコンフィグレーション画面にドラッグします。

3 グループ内のコンポーネントをすべて表示させるには、グループ名の横にあ
るプラス（＋）の記号をクリックします。

グループ内の各コンポーネントが表示され、プラス（＋）の記号がマイナス（－）の記号
に変わります。

4 各コンポーネントの表示を隠すにはマイナス（－）の記号をクリックします。

グループ内のコンポーネント表示が隠れマイナス（－）の記号がプラス（＋）の記号に
戻ります。

5 「Component List」を閉じるには、右上隅の×印ボタンをクリックします。

「Component List」が閉じます。
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Tool Palette（ツールパレット）
「Tool Palette」からRunモード、Editモード、Cableモード、コンパイル機能に簡単にアク
セスできます。「Tool Palette」は画面上どこでも自由に移動できます。

1 「Tool」メニューから［Tool Palette］を選択します。

「Tool Palette」画面が表示されます。

2 必要に応じて任意の場所に「Tool Palette」をドラッグします。

3 任意のモードまたはコンパイル機能の項目を適宜クリックします。

コマンド 機能 参照ページ

Run Runモードを選択します。 68

Edit Editモードを選択します。 47

Cable Cableモードを選択します。 53

Compile 現在のコンフィグレーションをコンパイルします。 63

4 「Tool Palette」を閉じるには右上隅の×印ボタンをクリックします。

「Tool Palette」が閉じます。

「Alt」メニュー
「Alt」メニューからRunモード、Editモード、Cableモードを簡単に選択できます。

1 ［Alt］キーを押します。

以下の「Alt」メニューが表示されます。

2 任意のモードを選択しクリックします。

コマンド 機能 参照ページ

Run Runモードを選択します。 68

Edit Editモードを選択します。 47

Cable Cableモードを選択します。 53

Tool Palette（ツールパレット）
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キーボードのショートカット

「File」メニュー

New Ctrl+N

Open Ctrl+O

Save Ctrl+S

Print Ctrl+P

「Edit」メニュー

Undo Ctrl+Z

Cut Ctrl+X

Copy Ctrl+C

Paste Ctrl+V

Duplicate Ctrl+D
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コンフィグレーションの構築と編集
以下はコンフィグレーションの構築と編集手順の概要です。

1 Editモードを選択します。

詳細は47ページ「Editモードの選択」をご参照ください。

2 新規または保存済コンフィグレーションを開きます。

詳細は47ページ「新規コンフィグレーション画面の開き方」または47ページ「保存済コ
ンフィグレーションの開き方」をご参照ください。DME Managerが起動すると新しい
コンフィグレーション画面が開きます。

3 必要に応じてコンポーネントを追加します。

詳細は48ページ「コンポーネントの追加」をご参照ください。

位置揃え機能とズーム機能もご利用ください。詳細は50ページ「コンポーネントのグ
リッドへの位置揃え」および52ページ「コンフィグレーション画面のズーム」をご参照
ください。

4 必要に応じてコンポーネントを編集します。

詳細は50ページ「コンポーネントの編集」をご参照ください。

5 コンポーネントを配線します。

詳細は53ページ「配線の追加」および58ページ「配線の削除」をご参照ください。

6 コンフィグレーションをコンパイルします。

詳細は63ページ「コンフィグレーションのコンパイル」をご参照ください。

7 コンフィグレーションを保存します。

詳細は62ページ「コンフィグレーションの保存」をご参照ください。

8 コンフィグレーションをDME32本体に転送します。

詳細は64ページ「DME32へのコンフィグレーションの送信」をご参照ください。

9 システムを動かし必要に応じてシーンを作成します。

詳細は67ページ「Runモード」をご参照ください。
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Editモードの選択
Editモードではコンフィグレーションを構築、編集します。またオフラインでもシー
ンの編集ができます。詳細は78ページ「シーンのオフライン編集」をご参照ください。

1 「Mode」メニューから［Edit］を選択しEditモードにします。

またはショートカットメニュー、ツールバー、「Alt」メニューからも選択できます。

ステータスバーに“Edit”と表示されます。

Editモードではアクティブな（つまり接続され電源の入っている）DME32は“EDIT
CONTROL”とディスプレイに表示します。

2 別のモード（CableまたはRun）を選択するとEditモードは終了します。

ステータスバーには選択した別のモード名が表示されます。

新規コンフィグレーション画面の開き方

1 「File」メニューから［New］を選択します。

新しいコンフィグレーション画面が開きます。

新しいコンフィグレーション画面には自動的に「Configuration1」、「Configuration2」な
どと順にタイトルが付けられます。コンフィグレーションを保存するとそのタイトル
が指定した名前に変わります。

保存済コンフィグレーションの開き方
既に保存してあるコンフィグレーションを開く手順です。PCカードが使えるPCなら
PCカードに保存してあるコンフィグレーションも開くことができます。

1 「File」メニューから［Open］を選択します。

Windowsの「Open」画面が開きます。

ファイル拡張子“dme”の付いたファイルのみが表示されます。

2 開きたいコンフィグレーションを選択します。

3 ［Open］をクリックしてコンフィグレーションを開きます。

コンフィグレーションが開きます。

中止するときは［Cancel］をクリックします。

Editモードの選択
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開いているコンフィグレーション画面の選択

1 「Window」メニューからコンフィグレーション画面を選択します。

選択した画面が現在の画面となります。

「Window」メニューでは現在のコンフィグレーション画面のタイトルにチェックマー
クが付いています。DME32のコンフィグレーションに概当するコンフィグレーショ
ン画面は、AあるいはBの文字が付いています。また現在動作しているコンフィグレー
ションには“Running”が付いています。

開いているコンフィグレーション画面をすべて整頓するには、「Window」メニューの
「Tile」、「Cascade」コマンドを使用します。

コンフィグレーション画面の右上隅にある各ボタンで画面を最小化、最大化、元のサ
イズへ戻す、をします。×印のボタンをクリックすると画面が閉じます。画面のサイズ
は右下隅をドラッグして変更します。また縦横のスクロールバーでスクロールしま
す。詳細は28ページ「コンフィグレーション画面」をご参照ください。

コンポーネントの追加
コンフィグレーションにコンポーネントを追加する手順です。

新しいコンフィグレーションを構築するときは、最初に入出力コンポーネントを追加
してください。

1 Editモードを選択します。

詳細は47ページ「Editモードの選択」をご参照ください。

2 以下の「Component」メニューからコンポーネントを選択します。
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コンポーネントが次のように点線で表示されます。

3 画面内のコンポーネントの位置を調整しクリックします。

以下のようにコンポーネントがコンフィグレーションに追加されます。

4 必要に応じて他のコンポーネントを追加しコンフィグレーションを完成させ
ます。

「Component」メニューからの追加以外に、コンポーネントリストから直接コンポーネ
ントをドラッグして追加できます。詳細は42ページ「コンポーネントリスト」をご参照
ください。

コンポーネントがコンフィグレーションに追加されるとDSPパワーメーターが上が
ります。未使用のコンポーネントがあるとDSP処理パワーを無駄に消費することにな
りますので削除してください。DSPパワーを節約するもう1つの手段として、用途に応
じた最も簡単なコンポーネントを使う方法があります。たとえば信号レベルの調整に
はフェーダーコンポーネントで十分なのでミキサーコンポーネントは使用しません。

コンフィグレーション内のコンポーネントはドラッグして位置調整します。配線され
たコンポーネントを移動するとワイヤーも移動し再配線する必要はありません。移動
は個別でも複数まとめてでも可能です。複数コンポーネントの選択は、シフトキーを
押したままマウスで選択するか、選択したいコンポーネントの横の空いた領域でク
リックしたまま複数のコンポーネントを囲むようにドラッグします。

コンポーネントの追加



50 第5章　コンフィグレーションの構築

DME32―取扱説明書

はじめに�

各部の名称�
と機能�

コンフィグ�
レーション�
の構築�

Runモード�

ソフトウェア�
"DME Manager"�
のその他の機能�

コンポーネント�
ガイド―第1部�

コンポーネント�
ガイド―第2部�

フロント�
パネルの�
操作�

GPI�
インター�
フェース�

ワード�
クロック�

複数台の�
DME32�
システム�

I/O�
オプション�

MIDI

付 録�

PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

「Align」コマンドを使用してコンポーネントをグリッドに位置揃えします。詳細は50
ページ「コンポーネントのグリッドへの位置揃え」をご参照ください。また「Zoom」コ
マンドを使用しズームインして詳細を確認したりズームアウトして表示領域を広げ
たりします。詳細は52ページ「コンフィグレーション画面のズーム」をご参照くださ
い。

「Undo」コマンドを使用すれば最後に追加したコンポーネントを取り消すことができ
ます。このコマンドは「Edit」メニューとショートカットメニューにあります。

同じコンポーネントを最大160個まで任意の1つのコンフィグレーションに追加でき
ます。（たとえば160個の“Fader 4”のコンポーネント）コンポーネントを削除すると削
除した数は分からなくなります。たとえば160個追加してあとで10個削除して、実際に
は150個でも更に10個追加することはできません。

コンポーネントの編集
以下はコンポーネント編集に使える編集機能です。編集するコンポーネントはクリッ
クして選択します。複数のコンポーネントを同時選択するには、シフトキーを押した
ままマウスで選択するか、選択したいコンポーネントの横の空いた領域でクリックし
たまま複数のコンポーネントを囲むようにドラッグします。

「Undo」コマンドを使用すれば最後に行ったコンポーネントの編集内容を取り消すこ
とができます。このコマンドは「Edit」メニューとショートカットメニューにあります。

･ コンポーネントをコンフィグレーションからカットしてクリップボードに入れるに
は、「Edit」メニューとショートカットメニューにある「Cut」コマンドを使用します。

･ コンポーネントをクリップボードにコピーするには、「Edit」メニューとショートカッ
トメニューにある「Copy」コマンドを使用します。

･ コンポーネントをコンフィグレーションにペーストするには、「Edit」メニューと
ショートカットメニューにある「Paste」コマンドを使用します。

･ コンポーネントを複製するには、「Edit」メニューとショートカットメニューにある
「Duplicate」コマンドを使用します。

･ コンポーネントを削除するには、「Edit」メニューとショートカットメニューにある
「Delete」コマンドを使用します。

･ コンポーネントの外観、サイズ、色、タイトルなどを変えることができます。詳細は82
ページ「コンポーネントプロパティのカスタム化」をご参照ください。

コンポーネントのグリッドへの位置揃え
縦横の点線を引いた方眼紙のようなグリッドでコンポーネントの位置揃えができま
す。［Snap to grid（グリッドに揃える）］をオンにするとコンポーネントを追加移動し
たときに自動でグリッドに位置揃えします。コンフィグレーション内にあるコンポー
ネントは「Align」コマンドでグリッドに揃えます。

この機能が使えるのは、「Zoom」の倍率が100％の時だけです。
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1 「View」メニューから［Grid］を選択します。

次の「Grid」画面が表示されます。

Gridパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

Show grid チェック／なし
グリッド表示をオン／オフします。オンのときは開いている
コンフィグレーション画面にグリッドが表示されます。

Snap to grid チェック／なし
「Snap to grid」をオン／オフします。show gridがオンで、この
パラメーターがオンのときはコンポーネント追加／移動時に
グリッドに位置揃えします。

Spacing†1 X 10～99 各横線間の距離を設定します。

Y 10～99 各縦線間の距離を設定します。

†1. フィールドの横にある矢印ボタンを使用するかキーボードから直接数値を入力して設定します。

2 必要な設定をしたら［OK］をクリックして設定を保存するか、［Cancel］をク
リックして変更せずに「Grid」画面を終了します。

「Grid」画面が閉じます。

グリッドをオンにすると、位置揃えしていないコンポーネントも「Align」コマンドを
使って揃えることができます。このコマンドは「Edit」メニュー、ショートカットメ
ニュー、ツールバーにあります。

次のコンフィグレーション画面はX、Yパラメーターが等しい典型的なグリッドを表
示しています。

コンポーネントのグリッドへの位置揃え
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コンフィグレーション画面のズーム
「Zoom」コマンドを使用してコンフィグレーション画面をズームイン／アウトさせま
す。拡大、縮小の倍率は150%、100%（初期設定）、75%、50%、25%から選択します。

1 「View」メニューから倍率を選択します。

開いているコンフィグレーション画面がすべてズームイン／アウトします。

ツールバーの［Zoom］ボタンをクリックしてもズームイン／アウトができます。この
ボタンを繰り返しクリックするたびに倍率が変わります。

「Zoom」メニューの倍率でチェックの付いているものが現在の倍率です。

以下はズーム率150%のコンフィグレーション画面です。
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Cableモードの選択
Cableモードでコンポーネントの配線を行います。

1 「Mode」メニューから［Cable］を選択しCableモードにします。

またはショートカットメニュー、ツールバー、ツールパレット、「Alt」メニューからも
選択できます。

ステータスバーに“Cable”と表示され、カーソルがケーブルツールアイコンに変わり
ます。

Cableモードではアクティブな（つまり接続され電源の入っている）DME32は“EDIT
CONTROL”とディスプレイに表示します。

2 別のモード（EditまたはRun）を選択するとCableモードは終了します。

ステータスバーには選択した別のモード名が表示されます。

配線の追加
配線を個別にまたは複数まとめて追加できます。

個別に配線を追加

1 Cableモードを選択します。

前述の「Cableモードの選択」をご参照ください。

2 ケーブルツールを1つ目のノードに置きます。

次のようにノードが枠で囲まれます。

3 次のノードにワイヤーをドラッグします。

Cableモードの選択



54 第5章　コンフィグレーションの構築

DME32―取扱説明書

はじめに�

各部の名称�
と機能�

コンフィグ�
レーション�
の構築�

Runモード�

ソフトウェア�
"DME Manager"�
のその他の機能�

コンポーネント�
ガイド―第1部�

コンポーネント�
ガイド―第2部�

フロント�
パネルの�
操作�

GPI�
インター�
フェース�

ワード�
クロック�

複数台の�
DME32�
システム�

I/O�
オプション�

MIDI

付 録�

PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

2つ目のノードが枠で囲まれます。

4 2つ目のノードにワイヤーをドロップします。

次の図のように2つのノードが配線されます。

最後に追加したワイヤーは「Edit」メニューとショートカットメニューにある「Undo」
コマンドでキャンセルできます。
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複数まとめて配線を追加

複数まとめて配線するには、ノードの近くをクリックして全ノードを自動で配線する
方法と、隣り合ったノードを配線してからノードを囲んでドラッグする方法がありま
す。

コンポーネントの全ノードを配線

1　ノードの後ろにケーブルツールを置きます。

2　以下のようにクリックしてドラッグします。

3　もう1つのコンポーネントのノードの後ろにワイヤーをドロップします。

ノード間に配線されます。

配線の追加
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コンポーネントの隣のノードを選んで配線

1 配線したい複数のノードのうち1つのすぐ横にある空白領域でクリックし、配
線したいノードをすべて囲むようにドラッグします。

2 マウスボタンを離します。

選択ノードが枠で囲まれます。

3 下図のように選択したノードのうち任意のノードを別のコンポーネントの一
番上のノードまでドラッグします。

一番上のノードが枠で囲まれます。
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4 一番上のノードにワイヤーをドロップします。

下図のようにノード間がワイヤーで配線されます。

配線の追加
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配線の削除
配線を個別にまたは複数まとめて削除できます。

個別に配線を削除

1 ケーブルツールを削除したいワイヤーの上に置きます。

ワイヤーがハイライト表示されます。

2 「Edit」メニューまたはショートカットメニューから「Delete」コマンドを選択
します。

次のようにショートカットメニューが表示されます。

ワイヤーが削除されます。
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複数まとめて配線を削除

1 配線を削除したい複数のノードのうちの1つのノードのすぐ横にある空白領
域でクリックし、対象ノードをすべて囲むようにドラッグします。

ワイヤーがハイライト表示されます。

シフトキーを押しながらマウスで複数ワイヤーを選択することもできます。

2 「Edit」メニューまたはショートカットメニューから「Delete」コマンドを選択
します。

次のショートカットメニューが表示されます。

次のようにワイヤーが削除されます。

配線の削除
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複数台のコンフィグレーションを使用した作業
複数台のDME32システムを構築、編集するときは、スクロールバーでコンフィグレー
ション画面の各セクションにアクセスします。各セクションは必要に応じてサイズを
変更できます。詳細は61ページ「コンフィグレーション画面のセクションのサイズ変
更」をご参照ください。

各DME32のコンポーネントはコンフィグレーション画面のそれぞれ該当するセク
ションに入ります。境界線上にコンポーネントを置くこともセクション間をドラック
することもできません。

以下は2台のDME32を使用したコンフィグレーションの例です。

Cascade（カスケード）コンポーネントを使って複数のDME32間で信号を分配できま
す。詳細は94ページ「Cascade（カスケード）」をご参照ください。
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コンフィグレーション画面のセクションのサイズ変更

1 カーソルを境界線上に移動します。

カーソルが次のようにサイズ変更用矢印に変わります。

2 境界線を任意の位置にドラッグします。

複数台のコンフィグレーションを使用した作業
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コンフィグレーションの保存
コンフィグレーションはWindowsで使用できるメディアであれば保存可能です。PC
カードが使えるPCならコンフィグレーションはPCカードに保存でき、DME32本体へ
カードスロットを介してロードできます。

コンフィグレーションを保存する前にコンパイルを必ず行ってください。詳細は63
ページ「コンフィグレーションのコンパイル」をご参照ください。

1 「File」メニューから［Save］を選択します。

すでに保存されているコンフィグレーションであれば、最新データに上書きされま
す。

初めて保存するコンフィグレーションではWindowsの「Save As」画面が表示されるの
で、ファイル名を入力しフォルダを選択して［Save］をクリックします。

コンフィグレーションはファイル拡張子“dme”が付いて保存され、コピー、削除、バッ
クアップなど通常のWindowsファイルと同じに扱えます。

別名でコンフィグレーションを保存
コンフィグレーションを保存する前にコンパイルを必ず行ってください。詳細は63
ページ「コンフィグレーションのコンパイル」をご参照ください。

1 「File」メニューから［Save As］を選択します。

Windowsの「Save As」画面が表示されます。

2 保存したいコンフィグレーションの名前を入力します。

3 保存先のフォルダを選択します。

4 ［保存］をクリックしてコンフィグレーションを保存します。

中止する場合は［キャンセル］をクリックします。

コンフィグレーション画面の終了

1 「File」メニューから［Close］を選択します。

コンフィグレーション画面に未保存の内容がなければ画面が閉じます。

コンフィグレーション画面に未保存の内容があると、それを保存したいかどうかを尋
ねるメッセージが表示されます。［はい］をクリックして内容を保存し画面を終了する
か、「いいえ」をクリックして内容を保存しないで画面を終了するか、［キャンセル］を

クリックして操作を中止します。

画面右上隅にある×印のボタンをクリックしても画面が閉じます。
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コンフィグレーションのコンパイル
コンフィグレーションを保存したり、DME32本体に転送する前に、まずコンパイルす
ることが必要です。コンパイルとはコンフィグレーションをDME32が解釈できる情
報に変換することです。

コンフィグレーションのコンパイルはEditモード、Cableモードのどちらでも行えま
す。

以下の手順で現在のコンフィグレーションをコンパイルします。

1 ツールバーの［Compile］ボタンをクリックします。

または「File」メニューから［Compile］を選択するか、ツールパレット上で［Compile］ボ
タンをクリックするか、ショートカットメニューから［Compile］を選択します。

コンパイルの進行状況を示すグラフが表示されます。

コンパイルが無事終わると“Compile Complete”（コンパイル完了）と表示されステー
タスバーのコンパイル状態表示が“Uncompiled”（未コンパイル）から“Compiled”（コン
パイル済）に変わります。

2 ［OK］をクリックして「Compile」グラフ画面を閉じます。

これでコンフィグレーションをDME32に転送できます。

コンパイルに失敗するとその理由が表示され、ステータスバーのコンパイル状態表示
が“Compile Failure”（コンパイル失敗）に変わります。問題を解決してもう一度コンパ
イルし直してください。

コンフィグレーションのコンパイルにはある程度のDSP処理パワーが必要です。DSP
パワーメーターが100％になっていないのにコンパイルが失敗することがあります。
これは、DSPパワーメーターはおおよその目安表示でコンポーネントのタイプや順
番、配線に影響されるからです。

コンフィグレーションの変更時、あるいは以下の設定のいずれかを変更したときに、
コンフィグレーションをコンパイルしてDME32に転送することが必要です。

・ User Define

・ GPI

・ Word clock

・ Parameter link

コンフィグレーションのコンパイル



64 第5章　コンフィグレーションの構築

DME32―取扱説明書

はじめに�

各部の名称�
と機能�

コンフィグ�
レーション�
の構築�

Runモード�

ソフトウェア�
"DME Manager"�
のその他の機能�

コンポーネント�
ガイド―第1部�

コンポーネント�
ガイド―第2部�

フロント�
パネルの�
操作�

GPI�
インター�
フェース�

ワード�
クロック�

複数台の�
DME32�
システム�

I/O�
オプション�

MIDI

付 録�

PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

DME32へのコンフィグレーションの送信
現在のコンフィグレーションをDME32に送信する手順です。送信前にまずコンフィ
グレーションをコンパイルしてください。詳細は63ページ「コンフィグレーションの
コンパイル」をご参照ください。

コンフィグレーションをDME32に送信すると、それに関連したシーンもすべて送信
されます。

注意：コンフィグレーションのDME32への送信時、システム設定によっては急に
音が出ることがあります。送信前にDAコンバーターやパワーアンプなどの
入力ボリュームを下げておいてください。

1 「File」メニューから［Data Transfer］を選択します。

「Data Transfer」画面が表示されます。

2 Mode欄で［Send］をクリックします。

3 「List」から、送信先のコンフィグレーションメモリーを選択します。

リストにはDME32に保存されているコンフィグレーションのタイトルが表示されま
す。タイトルの隣に緑のインジケーターがあります。メモリーにデータがない場合は

“NO DATA”と表示されます。

4 「Title（タイトル）」欄にコンフィグレーションの名前を入力します。

24文字まで入力できます。ただしDME32本体ディスプレイには最初の7文字のみが表
示されます。

5 ［Execute］をクリックします。

データの入っているコンフィグレーションメモリーを選択すると、データを上書きし
てよいかというメッセージが表示されます。上書きしてよければ［OK］をクリックし
送信します。上書きしたくない場合は［キャンセル］をクリックして操作を中止しま
す。
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現在のコンフィグレーションがDME32本体に送信され、グラフでデータ送信状況が
表示されます。

送信が無事終わると送信状況を示すグラフは閉じます。“Memory Full”の表示が出た
場合は送信できません。

DME32からのコンフィグレーションの受信
DME32からコンフィグレーションを受信する手順です。2種類のコンフィグレーショ
ンを別々に、またはまとめて受信できます

コンフィグレーションをDME32から受信すると、それに関連したシーンもすべて受
信します。

1 「File」メニューから［Data Transfer］を選択します。

「Data Transfer」画面が表示されます。

2 Mode欄で［Receive］をクリックします。

3 「List」から、受信したいコンフィグレーションを選択します。

リストにはDME32に保存されているコンフィグレーションのタイトルが表示されま
す。タイトルの隣に緑のインジケーターがあります。メモリーにデータがない場合は

“NO DATA”と表示されます。

2つのコンフィグレーションを同時に選択するにはシフトキーを押したままマウスで
選択します。

DME32からのコンフィグレーションの受信
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4 ［Execute］をクリックします。

選択したコンフィグレーションが受信され、グラフでデータ転送状況が表示されま
す。

受信したコンフィグレーションが新しいコンフィグレーション画面に、またそのコン
フィグレーションと現在のシーンの番号とタイトルがタイトルバーに表示されます。

5 ［Cancel］をクリックして「Data Transfer」画面を閉じます。

「Data Transfer」画面が閉じます。
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Runモードの選択
RunモードはDME32のシステムをリアルタイムでコントロールします。コンポーネン
トパラメーターの編集、シーンの保存／呼び出し、コンフィグレーションの呼び出し
がリアルタイムでできます。DME Manager上の操作がDME32本体に反映され、逆に
DME32上で行った操作がDME Managerにも反映されます。コンポーネントと配線は
このモードでは変更できません。

Runモードは表示されている「Configuration」画面が現在のコンフィグレーションと一
致しているときにのみ選択できます。このためコンフィグレーションをDME32に送
信するか、DME32からコンフィグレーションを受信して一致させることが必要です。
コンフィグレーションデータはすべて、DME Manager起動時にDME32から取り込ま
れます。詳細は14ページ「DME Managerの起動」をご参照ください。マニュアルでデー
タを取り込むこともできます。詳細は65ページ「DME32からのコンフィグレーション
の受信」をご参照ください。

複数の「Configuration」画面が開いているときにRunモードを選択すると、現在選択さ
れている「Configuration」画面のコンフィグレーションとシーンがDME32上で選択さ
れます。Runモードを選択後、他の画面を選択できますがコントロールはできません。
もう1つのDME32コンフィグレーションをコントロールするには、DME32のフロント
パネル、または「Run Mode Controller」画面からコンフィグレーションを呼び出すか、
一時的にEditモードに切り替えてもう1つの「Configuration」画面を選択し、Runモード
に戻します。

1 Runモードの選択は「Mode」メニューから［Run］を選択します。

またはショートカットメニュー、ツールバー、ツールパレット、「Alt」メニューからも
選択できます。

ステータスバーに“Run”と表示され、次の「Run Mode Controller」画面が表示されます。
フロントパネル操作と同じ操作でこの画面でコンフィグレーションの呼び出し、シー
ンの保存／呼び出しができます。

DME32はRunモードに切り替わりコンフィグレーションタイトル／シーンタイトル
／選択コンポーネントパラメーター値を表示します。上の画面は最初のコンポーネン
トのデフォルトのパラメーターです。ただし［USER DEFINE］キーにパラメーターが
割り当てられている場合は、そのパラメーターが選択され、USER DEFINEインジケー
ターが点灯します。これはDME Managerを切り離してDME32本体を起動したときと
同じです。

2 別モード（EditまたはCableモード）を選択するとRunモードは終了します。

「Run Mode Controller」画面は消えます。

ステータスバーに新しく選択したモードが表示されます。

DME32本体ディスプレイに“EDIT CONTROL”と表示されます。
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Run Mode Controller
Runモードを選択すると自動的に「Run Mode Controller」画面が表示されます。この画
面でDME32のコンフィグレーションの呼び出し、シーンの保存／呼び出し、を行いま
す。操作はDME32本体のフロントパネルと同じです。この「Run Mode Controller」画面
はRunモード選択時のみです。メニューなどからアクセスはできません。

「Run Mode Controller」内の各項目の順番はコンフィグレーションをコントロールす
るか、シーンをコントロールするかによって異なります。選択は［Scene/Config］ボタン
をクリックします。

コンフィグレーションコントロール

コンフィグレーションを選択すると、次の「Run Mode Controller」画面が表示されます。

1

32

64 5 7

A コンフィグレーション番号
現在のコンフィグレーション番号です。別のコンフィグレーションを選択すると、そ
のコンフィグレーションが呼び出されるまで番号が点滅します。

B Editインジケーター
コンフィグレーションコントロールではこのインジケーターはありません。

C セレクターボタン
コンフィグレーション選択ボタンです。

D Scene/Configインジケーター
コンフィグレーションコントロール、シーンコントロールのいずれを選択しているの
かを表示します。

E［Scene/Config］ボタン
コンフィグレーションコントロールとシーンコントロールを切り替えるボタンです。

F コンフィグレーションタイトル
現在のコンフィグレーションタイトルを表示します。別のコンフィグレーションを選
択すると、そのタイトルを表示します。

7［Recall］ボタン
選択コンフィグレーションを呼び出します。選択コンフィグレーションのメモリーに
データがないと、このボタンはありません。

Run Mode Controller
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シーンコントロール

シーンを選択すると、次の「Run Mode Controller」画面が表示されます。

1

2 3

4 5 678 9 J

A シーン番号
現在のシーン番号です。別のシーンを選択すると、そのシーンが呼び出されるか、保存
あるいはキャンセルされるまで番号が点滅します。

B EDITインジケーター
現在のシーン（たとえば現在のコンポーネントパラメーター設定）が最終呼び出し
シーンと一致しているかどうかを表示します。シーンを呼び出すとこのインジケー
ターはなくなります。パラメーターが変更されている場合は“EDIT”と表示され、シー
ンを最後に呼び出してから変更したことを示します。シーンを保存するとEDITイン
ジケーターは消えます。これはDME32のディスプレイのシーン編集ドットインジケー
ターと同じです。詳細は18ページ「フロントパネル」をご参照ください。

C セレクターボタン
シーン選択ボタンでフロントパネルのテンキーと同じです。

D Scene/Configインジケーター
コンフィグレーションコントロール、シーンコントロールのいずれを選択しているの
かを表します。

E［Scene/Config］ボタン
コンフィグレーションコントロールとシーンコントロールを切り替えるボタンです。

F［List］ボタン
「Scene List」画面を開くボタンです。

G シーンタイトル
現在のシーンタイトルを表示します。タイトルは［Store］ボタンをクリックする前にこ
こで入力してして付けます。

H［Store］ボタン
選択シーンを保存します。

I［Cancel］ボタン
セレクターボタンで行った選択をキャンセルします。

J［Recall］ボタン
選択シーンを呼び出します。選択シーンメモリーにデータがないと、このボタンはあ
りせん。
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コンポーネントパラメーターの変更
RunモードではDME32本体のフロントパネル（199ページ参照）でもDME Manager上で
もコンポーネントパラメーターを変更できます。どちらの場合も変更内容はDME32
本体あるいはDME Managerに反映されます。以下はDME Managerからコンポーネン
トパラメーターを変更する手順です。

1 Runモードを選択します。

詳細は68ページ「Runモードの選択」をご参照ください。

「Run Mode Controller」画面が表示されます。

2 変更したいパラメーターのコンポーネントをダブルクリックします。

コンポーネントのコントロール画面が開きます。

コントロール画面の一例です。

3 パラメーターを変更します。

回転ノブ、スライダー、ボタンなどのコントロール画面内のコントロール類について
は33ページ「コンポーネントのコントロール画面」をご参照ください。

コントロール画面でのパラメーター変更はDME32に反映されます。

一度に1つのパラメーターが表示されます。DME32上で現在選択しているパラメー
ターがDME Manager上で変更しているパラメーターと同じであれば、画面で値の変
更が確認できます。またDME32のフロントパネルからパラメーター値を変更すると、
コントロール画面でも値が変更されます。

DME32のフロントパネルからのパラメーター選択、変更については203ページ「パラ
メーター編集と［USER DEFINE］キー」をご参照ください。

パラメーターを変更すると「Run Mode Controller」画面にEDITインジケーターが表示
され、DME32本体のディスプレイにはシーン編集ドットインジケーターが点灯しま
す。詳細は70ページ「シーンコントロール」をご参照ください。

4 変更終了後コントロール画面を閉じます。

変更内容をシーンメモリーに保存する手順は72ページ「シーンの保存」をご参照くだ
さい。

コンポーネントパラメーターの変更
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シーンの保存
Runモードではフロントパネル（201ページ参照）でもDME Manager上でもシーンを保
存できます。どちらの場合も保存はDME32自体あるいはDME Managerに反映されま
す。以下はDME Manager上でシーンを保存する手順です。

注意：シーン保存時、保存不要な設定がそのシーンに入っていないことを確認し
てください。誤って設定を変更してしまったり他人が勝手に変更している
ことがあります。不確かな場合は最終シーンを呼び出し、必要な調整を行っ
てから保存してください。現在のシーンは後で必要な場合に備えて未使用
のメモリーに保存するといいでしょう。

シーンは「Run Mode Controller」画面または「Scene List」画面で保存します。「List」（リ
スト）ではシーンの選択ができます。以下がそれぞれの手順です。

全ての新しいコンフィグレーションはシーンメモリー01のDefault Sceneで作成され
ます。このシーンはコンポーネントパラメーターの初期値を持っていますが、他の
シーンと同じで変更、タイトル付け、保存、呼び出しができます。削除はできません。

複数台のDME32システムでは選択シーンはカスケード接続によりすべてのユニット
に保存されます。

「Run Mode Controller」画面でのシーンの保存

1 Runモードを選択します。

詳細は68ページ「Runモードの選択」をご参照ください。

「Run Mode Controller」画面が表示されます。詳細は69ページ「Run Mode Controller」を
ご参照ください。

2 ［Scene/Config］ボタンをクリックしてシーンコントロールを選択します。

3 セレクターボタンでシーンメモリーを選択します。

「Run Mode Controller」画面に選択したシーン番号が点滅しタイトルが表示されます。
シーンメモリーにデータがないと“NO DATA!”と表示されます。

4 シーンタイトルを入力します。

タイトル欄に24文字まで入力できますが、ディスプレイに表示されるのは最初の16文
字（半角アルファベット、数字のみ）です。

5 選択内容をキャンセルするには［Cancel］をクリックします。

「Run Mode Controller」画面に現在のシーン番号とタイトル（最終呼び出しシーン）が
表示されます。
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6 ［Store］をクリックし選択シーンを保存します。

選択シーンがDME32に保存され、番号とタイトルがDME32本体ディスプレイ上に表
示されます。「Run Mode Controller」画面で点滅していた保存シーンの番号が点灯に切
り替わり、保存シーンが現在のシーンとなります。シーン番号とタイトルが

「Configuration」画面のタイトルバーに表示されます。

DME32本体のメモリーが不足しているときは保存できないことがあります。

「Scene List」画面でのシーンの保存

1 Runモードを選択します。

詳細は68ページ「Runモードの選択」をご参照ください。

「Run Mode Controller」画面が表示されます。

2 ［List］をクリックします。

「Scene List」画面が表示されます。

3 ［List］からシーンメモリーを選択します。

4 ［Store］をクリックします。

「Title Edit（タイトル編集）」画面が表示されます。

5 シーンタイトルを入力します。

タイトル欄に24文字まで入力できますが、DME32本体のディスプレイに表示される
のは最初の16文字（半角アルファベット、数字のみ）です。

6 ［OK］をクリックします。

「Title Edit」画面が閉じ選択シーンがDME32に保存されます。シーン番号とタイトル
はディスプレイ、「Run Mode Controller」画面、「Scene List」画面に表示されます。保存
シーンが現在のシーンとなり、シーン番号とタイトルが「Configuration」画面のタイト
ルバーに表示されます。

シーンの保存
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シーンの呼び出し
RunモードではDME32本体（202ページ参照）でもDME Manager上でもシーンを呼び出
せます。どちらの場合も呼び出しはDME32本体あるいはDME Managerに反映されま
す。以下はDME Manager上でシーンを呼び出す手順です。

注意：シーン呼び出し時、パラメーター変更によって音量が急激に変化すること
がありますので、突然大きな音を出したりスピーカーを損傷したりしない
よう十分ご注意ください。

シーンは「Run Mode Controller」画面または「Scene List」画面で呼び出します。「List」（リ
スト）ではシーン選択ができます。以下がそれぞれの手順です。

複数台のDME32システムでは選択シーンはカスケード接続によりすべてのユニット
で呼び出されます。

「Run Mode Controller」画面でのシーンの呼び出し

1 Runモードを選択します。

詳細は68ページ「Runモードの選択」をご参照ください。

「Run Mode Controller」画面が表示されます。詳細は69ページ「Run Mode Controller」を
ご参照ください。

2 ［Scene/Config］ボタンをクリックしてシーンコントロールを選択します。

3 セレクターボタンでシーンメモリーを選択します。

「Run Mode Controller」画面に選択したシーン番号が点滅しタイトルが表示されます。
メモリーにデータのあるシーンのみを呼び出せます。空のシーンメモリーを選択する
と［Recall］ボタンは使えません。

4 選択内容をキャンセルするには［Cancel］をクリックします。

「Run Mode Controller」画面に現在のシーン番号とタイトル（たとえば最終呼び出し
シーン）が表示されます。

5 ［Recall］をクリックし選択シーンを呼び出します。

選択シーンがDME32に呼び出されコンポーネントパラメーターが設定されます。シー
ン番号とタイトルがディスプレイに表示されます。「Run Mode Controller」画面で呼び
出したシーン番号が点滅から点灯に変わります。

呼び出したシーンが現在のシーンとなりシーン番号とタイトルが「Configuration」画面
のタイトルバーに表示されます。DME Managerにシーンデータがない場合は、DME32
本体から自動的にデータが取り込まれます。
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「Scene List」画面でのシーンの呼び出し

1 Runモードを選択します。

詳細は68ページ「Runモードの選択」をご参照ください。

「Run Mode Controller」画面が表示されます。

2 ［List］をクリックします。

「Scene List」画面が表示されます。

3 「Scene」画面が表示されていなければ「Scene」タブをクリックします。

4 「List」からシーンメモリーを選択します。

5 ［Recall］をクリックします。

選択シーンがDME32に呼び出されコンポーネントパラメーターが設定されます。シー
ン番号とタイトルがディスプレイと「Run Mode Controller」画面に表示されます。

呼び出したシーンが現在のシーンとなりシーンの番号とタイトルが「Configuration」画
面のタイトルバーに表示されます。DME Managerにシーンデータがない場合は、
DME32本体から自動的にデータが取り込まれます。

シーンの呼び出し
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コンフィグレーションの呼び出し
RunモードではDME32本体のフロントパネル（200ページ参照）でもDME Manager上で
もコンフィグレーションを呼び出せます。どちらの場合も呼び出しはDME32本体あ
るいはDME Managerに反映されます。以下はDME Manager上でコンフィグレーショ
ンを呼び出す手順です。

注意：コンフィグレーション呼び出し時、パラメーター変更によって音量が急激
に変化することがありますので、突然大きな音を出したりスピーカーを損
傷したりしないよう十分ご注意ください。

複数台のDME32システムでは選択コンフィグレーションはカスケード接続によりす
べてのユニットで呼び出されます。

1 Runモードを選択します。

詳細は68ページ「Runモードの選択」をご参照ください。

「Run Mode Controller」画面が表示されます。詳細は69ページ「Run Mode Controller」を
ご参照ください。

2 ［Scene/Config］ボタンをクリックしてコンフィグレーションを選択します。

3 セレクターボタンでコンフィグレーションメモリーを選択します。

「Run Mode Controller」画面に選択したコンフィグレーション番号が点滅しタイトル
が表示されます。メモリーにデータのあるコンフィグレーションのみを呼び出せま
す。空のコンフィグレーションメモリーを選択すると［Recall］ボタンは使えません。

4 ［Recall］をクリックし選択コンフィグレーションを呼び出します。

選択コンフィグレーションがDME32に呼び出され、そのコンフィグレーションのシー
ン1が呼び出されます。またコンポーネントパラメーターが設定されます。コンフィグ
レーションとシーンタイトルがディスプレイに表示されます。「Run Mode Controller」
画面で呼び出したコンフィグレーション番号が点滅から点灯に変わります。

該当する「Configuration」画面が開いていればそれが現在の画面となり、呼び出したコ
ンフィグレーション番号とタイトルがタイトルバーに表示されます。該当

「Configuration」画面が開いていないと、“Receive data from DME32?”（DME32からデー
タを受信？）と表示されます。［OK］をクリックしてDME32本体からコンフィグレー
ションデータを取り込みます。
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シーンのオフライン編集
DME32本体とPCを切り離したオフライン状態でシーンを編集や確認ができます。

新しいコンフィグレーションはDefault Scene（デフォルトシーン）としてシーンメモ
リー01に作成されます。このシーンにはコンポーネントパラメーターの初期設定値が
入っていますが、他のシーンと同様に値の編集やタイトルの変更、設定の保存、呼び出
しができます。ただし削除はできません。

1 「File」メニューから［Offline Edit］を選択します。

Runモードでは「Offline Edit」コマンドは使用できません。

「Offline Edit」画面が開きます。

現在のコンフィグレーションにあるすべてのシーンが表示されます。

2 編集したいシーンをリストから選択します。

3 ［Recall］をクリックします。

選択シーンが呼び出され、コンポーネントパラメーターもそれに応じて設定されま
す。呼び出したシーンが現在のシーンとなりコンフィグレーション画面のタイトル
バーにそのシーン番号とタイトルが表示されます。

シーンは接続するDME32本体上には呼び出せません。

4 必要に応じてコンポーネントパラメーターを編集します。

5 ［Store］をクリックして編集内容を現在のシーンメモリーに保存します。

編集内容を別のシーンメモリーに保存するには、リストから任意のメモリーを選択し
［Store］をクリックします。

シーンが保存されます。

シーンは接続するDME32本体には保存されません。
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6 シーンのタイトルを変更するにはリストから任意のシーンを選択し［Title
Edit］をクリックします。

またはリスト内の任意のシーンをダブルクリックします。

「Title Edit」画面が開きます。

データのあるシーンのみにタイトルが付けられます。

7 タイトルを入力し［OK］をクリックします。

24文字までのタイトルが付けられますがディスプレイに表示されるのは、最初の16文
字（半角アルファベット、数字のみ）です。

「Title Edit」画面が閉じ新しいタイトルがシーンリストに表示されます。

8 シーンを削除するにはリストから任意のシーンを選択し［Delete］をクリック
します。

シーンが削除されシーンメモリーのタイトルが“NO DATA!”に変わります。

データの入っているシーンだけが削除できます。

9 編集が終わったら［OK］をクリックします。

「Offline Edit」画面が閉じます。

10 シーン編集の保存は通常のコンフィグレーション保存操作と同様です。

シーンの編集内容を有効にするためにはコンフィグレーションをDME32に送信して
ください。詳細は46ページ「コンフィグレーションの構築と編集」をご参照ください。

シーンのオフライン編集
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コンポーネントパラメーターのリンク
コンポーネントパラメーターをグループにリンクできます。グループ内のパラメー
ターを調整すると同じグループの他のパラメーターも同様に調整されます。パラメー
ターのリンクによって各信号をまとめてコントロールしたり、複数のスピーカーシス
テムでのクロスオーバー周波数やフェーダーグループ、ステレオ信号などを同時コン
トロールできます。複数台のDME32システムでは各DME32間でコンポーネントパラ
メーターをリンクさせることも可能です。異なるパラメーターリンクをそれぞれの
シーンに保存できます。

1 「Component」メニューから［Parameter Link］を選択します。

「Parameter Link」画面が開きます。

「Groups」の欄には現存のグループが表示されます。また「Linked Parameters」の欄には
そのグループに属するユニットとコンポーネントをはじめ、すべてのパラメーターが
表示されます。

2 新しいグループを作成するには［Add］をクリックします。

最高32グループまで作成できます。

現存のグループを編集するには「Groups」欄からグループを選択し［Edit］をクリックし
ます。グループの削除は「Groups」欄からグループを選択し［Delete］をクリックします。

「Link Group Edit」画面が開きます。
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選択グループの番号が画面左上隅に表示されます。「Components」の欄にはコンフィグ
レーション画面の各セクションにあるすべてのコンポーネント（各DME32のコンポー
ネント）が、また「Parameters」の欄にはそのコンポーネントで使用できるパラメーター
が表示されます。

3 「Components」欄からコンポーネントを選択します。

選択コンポーネントのパラメーターが「Parameters」欄に表示されます。

Router（ルーター）コンポーネントはリンクできません。

4 パラメーターを選択します。

5 ［Add］をクリックして選択パラメーターをグループに追加します。

「Linked Parameters」欄にパラメーターが表示されます。

各グループに16個のパラメーターをリンク設定できます。

6 リンクパラメーターを削除するには「Linked parameters」欄から選択し
［Remove］をクリックします。

7 必要に応じて設定を変更し［OK］をクリックして保存します。

変更しない場合は［Cancel］をクリックし操作を終了します。

「Link Group Edit」画面が閉じます（「Parameter Link」画面は開いたままになっています。）

8 グループの編集が終わり［Apply］をクリックすれば設定を保存し「Parameter
Link」画面を開けたままになります。また［OK］をクリックすれば設定を保存し
「Parameter Link」画面を閉じます。

変更せず保存する場合は［Cancel］をクリックします。

「Parameter Link」画面が閉じます。

オフライン作業では［OK］ボタンの代わりに［Apply］ボタンを使うと「Parameter Link」
画面を開閉しないで各シーンのパラメーターリンク設定の編集やチェックができる
ので便利です。

パラメーターリンクを有効にするためにはコンフィグレーションをDME32に送信し
てください。詳細は46ページ「コンフィグレーションの構築と編集」をご参照くださ
い。

コンポーネントパラメーターのリンク
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コンポーネントプロパティのカスタム化
「Properties」画面でコンポーネントの外観をカスタム化します。

1 プロパティをカスタム化したいコンポーネントを選択します。

2 「Edit」メニューから［Properties］を選択します。

ショートカットメニューからも選択できます。

「Properties」画面が表示されます。

「Properties」画面のタイトルバーに選択コンポーネントのタイトルが表示されます。

Propertiesパラメーター

セクション パラメーター 機能

Component
Height コンポーネントの高さを設定します。

Width コンポーネントの幅を設定します。

Component color コンポーネントの色を設定します。

Font コンポーネントのタイトルの文字を選択します。

Title
Size コンポーネントのタイトルの文字サイズを選択します。

Color コンポーネントのタイトルの色を選択します。

Text コンポーネントのタイトルを設定します。

Sample
選択文字の種類、サイズ、色、コンポーネントの色を使ったコンポーネントと
タイトルを表示します。

Protect
コンポーネントのプロテクトがオンのときパラメーターを編集できません。
（85ページ参照）

Bring to front コンポーネントを手前に表示します。
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3 必要な設定を行って［OK］をクリックし設定を保存します。

変更せずに操作を終了する場合は［Cancel］をクリックします。

「Properties」画面が閉じプロパティの設定に従ったコンポーネントが表示されます。

「Properties」コマンドを選ぶ前に選択したコンポーネントがユーザーモジュールであ
れば以下のように「General」タブに加え「User Module」タブが表示されます。

User Moduleパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

Component Input 0～16 インプットノードの数を設定します。

Nodes Output 0～16 アウトプットノードの数を設定します。

コンポーネントプロパティのカスタム化
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回転ノブとフェーダーのサイズ変更

1 通常の操作でコントロール画面を開きます。

コントロール画面が開きます。

2 回転ノブまたはフェーダーを選択します。

選択したコントロールがハイライト表示されます。

3 シフトキーを押したまま該当コントロールを右クリックします。

次のポップアップメニューが開きます。

4 「Control Size」を選択します。

「Control Size」画面が開きます。

5 サイズを選択し［OK］をクリックして保存します。

変更せずに操作を終了する場合は［Cancel］をクリックします。

「Properties」画面が閉じ該当コントロールが選択したサイズで表示されます。
以下はサイズの異なる各回転ノブとフェーダーの例です。
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パスワードによるプロテクト
プロテクト機能はDME ManagerでDME32をコントロールする際、主にRunモードで使
用します。この機能によってコンポーネントパラメーターの編集を制限したり操作を
禁止したりします。プロテクト機能にはOFF（完全アクセス）、Component（制限付きア
クセス）、Operation（アクセス禁止）の3種類があります。

注意：このプロテクト機能はDME32本体フロントパネルのプロテクト機能とは関
係ありません。

パスワードをOffモード、Componentモードの各プロテクトモードに割り当て他人が勝
手にモードを変更できないようにします。Operationモード自体にはパスワードはあり
ませんが、 OperationモードをOffモードまたはComponentモードに切り替えるにはそ
れぞれモードのパスワードが必要です。パスワードは16文字（半角アルファベット、数
字のみ）まで使用できます。

現在のプロテクト設定はステータスバーに表示されます。詳細は27ページ「ステータ
スバー」をご参照ください。

以下は各プロテクトモードの詳細です。

Off―このモードでは全機能への完全なアクセスができ、すべての機能を通常通り使
うことができます。Offモードのパスワードを設定すると、Componentモードまたは
OperationモードからOffモードに切り替えるときにパスワードを入力することが必要
です。

Component―このモードではコンポーネントへのアクセスが多少制限されます。プ
ロテクトをオンにしたコンポーネント（82ページ参照）は編集できません。プロテクト
オフのコンポーネントは編集、保存、呼び出しができます。Componentモードのパス
ワードを設定するとOffモードまたはOperationモードからComponentモードに切り替
えるときにパスワードを入力することが必要です。

Operation―このモードではアクセスがまったくできないのでコンポーネントパラ
メーターの編集、シーンの保存と呼び出し、コンフィグレーションの呼び出しができ
ません。ComponentモードまたはOffモードのパスワードを設定するとOperationモード
からComponentモードまたはOffモードに切り替えるときに正しいパスワードを入力
することが必要です。

パスワードによるプロテクト
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下表はOperationモードとComponentモードのプロテクトの内容です。

Operationモード Componentモード

コンフィグレーションの呼び出し × ×

シーンの呼び出し × ◯

コンポーネントパラメーターの編集 ×
プロテクトオンのコンポーネ
ントは編集不可、他のコン
ポーネントは編集可能。

コンフィグレーションの編集 × ×

コンフィグレーションの保存 ◯ ◯

新しい名前でのコンフィグレーションの保存 ◯ ◯

新規コンフィグレーション画面のオープン × ×

保存されているコンフィグレーション画面のオープン × ×

コンフィグレーションをDME32へ転送 × ×

DME32からコンフィグレーションの受信 × ×

モードの変更（Edit、Cable、Run） ◯ ◯

プリント × ×

コンフィグレーションのクローズ ◯ ◯

DME Managerの終了 ◯ ◯

コンフィグレーション画面のズーム × ×

パスワードの設定

1 「Tool」メニューから［Protection］を選択します。

「Protection」画面が開きます。

パスワードがすでに設定されていると、その文字の代わりに“***”が表示されます。

2 「Off」モードのパスワードを入力します。

3 ［OK］をクリックしてパスワードを保存するか、［Cancel］をクリックしてキャ
ンセルします。

［OK］をクリックするとパスワードを入力する画面が表示されます。

4 「Off」モードのパスワードをもう一度入力して確定し［OK］をクリックします。

正しいパスワードを入力するとパスワードが確定し「Protection」画面が閉じます。誤っ
たパスワードを入力するとエラーメッセージが表示されます。もう一度正しいパス
ワードを入力するか、操作を中止してください。
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5 「Tool」メニューから［Protection］をもう一度選択します。

「Protection」画面が開きます。

6 「Component」を選択し［OK］をクリックします。

「Protection」画面が閉じます。

7 「Tool」メニューから［Protection］をもう一度選択します。

「Protection」画面が開きます。

8 今度は「Component」モードのパスワードを入力します。

9 ［OK］をクリックしてパスワードを保存するか、［Cancel］をクリックして操作
を中止します。

［OK］をクリックするとパスワードを入力する画面が表示されます。

10「Component」モードのパスワードをもう一度入力して確定し［OK］をクリッ
クします。

正しいパスワードを入力するとComponentパスワードが確定し「Protection」画面が閉
じます。誤ったパスワードを入力するとエラーメッセージが表示されます。もう一度
正しいパスワードを入力するか、操作を中止してください。

これでパスワードが設定されました。

パスワードの変更

OffモードやComponentモードのパスワードを変更するには、まずOffモードまたは
Componentモードを選択します。「Protection」画面で新しいパスワードを入力し［OK］
をクリックします。古いパスワードと新しいパスワードを入力する画面が表示される
ので、これを正しく入力すれば新しいパスワードが設定され「Protection」画面が閉じま
す。

パスワードの削除

OffモードやComponentモードのパスワードを削除するには、まずOffモードまたは
Componentモードを選択します。「Protection」画面でパスワードをハイライト表示させ

［Delete］キーを押して削除し、［OK］をクリックします。古いパスワードを入力する画
面が表示されるので、これを正しく入力すればパスワードが削除され「Protection」画面
が閉じます。

パスワードを忘れた場合

パスワードを忘れてしまった場合は“OVERRIDE”と入力します。プロテクト機能は解
除されます。

パスワードによるプロテクト
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［USER DEFINE］キーの設定
フロントパネルの［USER DEFINE］キーを使って特定のパラメーターに直接アクセス
できます。異なるUSER DEFINE設定が各シーンに保存できます。

1 「Tool」メニューから［User Define］ボタンを選択します。

「User Define Button」画面が開きます。

User Define Buttonパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

UNIT 1～4
設定する［USER DEFINE］キーのあるDME32を選択しま
す。

Component †1 割り当てるパラメーターのコンポーネントを選択します。

Assign
Parameter †2 割り当てるパラメーターを選択します。

LCD Disp 15文字まで
［USER DEFINE］キーを押したときにDME32に表示され
るテキスト。

†1. 現在のコンフィグレーション内のコンポーネントを選択可能。
†2. 選択コンポーネントによって異なります。

2 必要な設定を行って［Apply］をクリックし「Offline Edit」画面でシーンに保存
すれば、設定は保存され「User Define Button」画面は開いたままになります。
［OK］をクリックし「Offline Edit」画面でシーンに保存すれば、設定は保存され
「User Define Button」画面は閉じます。

変更せずに操作を終了する場合は［Cancel］をクリックします。

オフライン作業では［OK］ボタンの代わりに［Apply］ボタンを使うと「User Define
Button」画面を開閉しないで各シーンのパラメーターリンク設定の編集やチェックが
できるので便利です。

User Define Button設定を有効にするためにはコンフィグレーションをコンパイルし
てDME32に転送してください。詳細は46ページ「コンフィグレーションの構築と編集」
をご参照ください。

［USER DEFINE］キーの使い方については203ページ「パラメーター編集と［USER
DEFINE］キー」をご参照ください。
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プリント
プリント機能を使って、図やコンポーネントリスト、パラメーターリストなど現在の
コンフィグレーションについての情報をプリントできます。現在のコンフィグレー
ション内にあるすべてのコンポーネント情報をプリントすることも、選択したコン
ポーネントのみの情報をプリントすることもできます。

1 コンフィグレーション全体の情報をプリントするには、「Print」コマンドを選
択する前にコンポーネントが何も選択されていないことを確認してくださ
い。

2 1つまたは複数のコンポーネントの情報をプリントするには「Print」コマンド
を選択する前に任意のコンポーネントを選択してください。

Ctrl+Aでコンポーネントすべてを選択できます。

3 「File」メニューから［Print］を選択します。

「Print」画面が開きます。

プリンターの選択と設定は［Setup］をクリックします。標準のWindows「Printer Setup」
画面が開きます。この画面は「File」メニューから［Printer Setup］を選んでも開くことが
できます。プリンターを設定したら［OK］をクリックして設定を保存するか、［Cancel］
をクリックして設定を変更せずに終了します。「Printer Setup」画面が閉じます。
選択プリンターの名前が上図のように「Print」画面に表示されます。

4 必要に応じてPrintパラメーターを設定します。

セクション パラメーター 機能

All components この選択肢は「Print」コマンドを選択したときに選んだ内

Range
Selected components

容に従って設定され、ここでは変更できません。何も選択
しないと「Range」は「All components」に設定され、現在の
コンフィグレーション内のすべてのコンポーネントにつ
いての情報をプリントします。1つまたは複数のコンポー
ネントを選択すると「Selected components」に設定され、
該当コンポーネントの情報だけをプリントします。

Diagram
コンフィグレーションの図（コンポーネントすべてまたは
選択コンポーネントのみ）をプリントします。

Print Component list
コンポーネントのリスト（選択コンポーネントのみ）をプ
リントします。

Parameter list
パラメーターのリストとその設定（選択コンポーネントの
み）をプリントします。

5 プリンターの代わりにプリントファイルを作成したい場合は［Print to File］
チェックボックスを選択します。

プリント
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6 ［OK］をクリックしてプリントするか、［Cancel］をクリックしてプリントを中
止します。

プリントが開始します。［Print to File］を選択すると「Save As」画面が開きます。プリン
トファイルを保存したいファイル名とフォルダを指定し［はい］をクリックするか、

［キャンセル］をクリックしてプリントを中止します。
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第8章 コンポーネントガイド―第1部

8
本章の目次
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コンポーネントガイド―第1部
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Auto Mixer（オートミキサー）
オートミキサーグループには3つのコンポーネントがあります。どれも出力は1つ、入
力はそれぞれ2、4、8系統です。各入力チャンネルにはノイズゲートがあり指定スレッ
ショルドを越えた入力信号のみが通過します。［GAIN CORRECT］（ゲイン補正）ボタ
ンで開いているチャンネル数によって出力レベルを自動調整し、フィードバックを抑
えます。

各オートミキサーコンポーネントは入力数が異なるだけで他はまったく同じですの
で、ここでは「4Ch Auto Mixer」画面だけをご紹介します。

各オートミキサーコントロール画面は、入力チャンネル、マスター出力セクションで
構成されています。

チャンネルがソロされていると［SOLO OFF］は［SOLO ON］になります。
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入力信号が指定スレッショルドを上回るとGATE OPENインジケーターが点灯し、
ゲートが開いていることを示します。メーターは出力信号レベルを表示します。

セクション パラメーター 設定範囲 機能

GAIN CORRECT ON/OFF 下記参照。※3

THRESHOLD －54 dB～0 dB
各ゲートのスレッショルドレベルを調整しま
す。

DECAY †1 各ゲートを閉める速度を調整します。

入力 HOLD †2 各ゲートのホールドタイムを調整します。

チャンネル PHASE NOR/REV 入力チャンネル信号を反転します。

SOLO ON/OFF 入力チャンネルをソロにします。

ON/OFF ON/OFF 入力チャンネルをミュートします。

LEVEL mute～10.0 dB 各チャンネルの入力レベルを調整します。

マスター
ON/OFF ON/OFF 出力をミュートします。

LEVEL mute～10.0 dB 出力レベルを調整します。

†1. 110ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）、101ms～42.3sec（fs＝48kHz）
†2. 110ms～2.13sec（fs＝44.1kHz）、101ms～1.96sec（fs＝48kHz）

※3 会議などで多数のマイクを使用するような場合、たくさんのチャンネルを同時に
開くとフィードバックを起こす可能性があります。開いているチャンネル数に応
じてGAIN CORRECTパラメーターが自動で出力レベルを抑えフィードバックを
避けます。

Auto Mixer（オートミキサー）
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Cascade（カスケード）
カスケードコンポーネントを使用して、複数台のDME32を使ったシステム内で信号
を共有したり分配したりします。ミキサーの“バス”感覚で操作できます。カスケード
グループには32種類のコンポーネントがあり、32のカスケードチャンネルが作れま
す。

各カスケードコンポーネントはコンフィグレーション画面の4つのセクションを通る
“バス”で接続され、各セクション内に2つの入力、1つの出力があります。

カスケードコンポーネントのコントロール画面はありません。

各DME32からの信号をカスケードコンポーネントの入力に接続し、カスケードチャ
ンネルで分配して別のDME32に信号を入力します。

次の例ではカスケードチャンネル#1を使用してDME32 #1の入力信号#1を、DME32 #1
内の31BAND GEQとDME32 #2の2Way 24dB/octに分配します。
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Crossover（クロスオーバー）
クロスオーバーグループには、12種類のクロスオーバーがあります；スロープ（傾き）
がそれぞれ12dB/oct、24dB/oct、36dB/oct、48dB/octの2 Way、3 Way、4 Wayクロスオー
バーです。

クロスオーバーのフィルターにはButterworth、Bessel、Linkwitz-Rileyがあります。

Bessel：
位相特性を重視した特性で、減衰特性はButterworthより緩やかですが、方形波を通過
させた場合に波形の乱れがありません。

Butterworth：
最も一般的な特性で、特に断わらないかぎり、フィルターというとButterworth特性を
示します。通過域は平坦で、カットオフ周波数におけるゲインは－3dBです。

Linkwitz-Riley：
フィルターの次数は2の累乗で、LPFとHPFの出力を電圧合成したとき、全帯域でゲイ
ンが0dBになるような特性です。Butterworthと同じように、通過域は平坦ですが、カッ
トオフ周波数におけるゲインは－6dBです。

Adjusting Gc：
Adjusting Gc付きのフィルターはGc（カットオフ周波数におけるゲイン）を調整でき
るフィルターです。Gc＝－3dBにするとButterworth filterになります。SLOP&TYPE に
12dB/oct Adjusting Gc、24dB/oct Adjusting Gc、48dB/oct Adjusting Gcを選んで、Gc＝－
6dB にするとLinkwitz-Riley filterになります。また、Gcを－3dBより大きくするとカッ
トオフ周波数付近がブーストされます。

Crossover（クロスオーバー）
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2-Way Crossover（2ウェイクロスオーバー）

2-Way Crossoverは入力信号を高、低、2つの周波数チャンネルに分けます。スロープは
12dB/oct、24dB/oct、36dB/oct、48dB/octの4種類が使用できます。

各2-Way Crossoverコンポーネントは1つの入力と2つの出力（High、Low）があります。

いずれの2-Way Crossoverもフィルターのスロープ以外は同じなので、ここでは「2 Way
12dB/oct」コントロール画面のみをご紹介します。

「2 Way 12dB/oct」コントロール画面には、クロスオーバーのグラフとINPUT、LOW、
HIGHの各セクションがあります。

画面上部のクロスオーバーのグラフでは、クロスオーバー設定がグラフで表されま
す。縦の波線は各チャンネルのクロスオーバー周波数を示します。“L”は低、“H”は高
です。

Adjustable GcタイプのSLOPE＆TYPEフィルターを選んでいるときは、Gcコントロー
ルが表示されます。（上の画面ではありません。）
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セクション パラメーター 設定範囲 機能

INPUT
LEVEL mute～0.0dB 入力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF 入力をミュートします。

GAIN mute～0.0dB LOW出力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF LOW出力をミュートします。

PHASE NOR/REV LOW出力信号を反転させます。

LOW FREQ 20.0Hz～20.0kHz LOW LPFカットオフ周波数を設定します。

LPF Gc
†1 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのLOW LPFのゲインを
設定します。

SLOPE & TYPE †2 LOW LPFのスロープとタイプを設定します。

GAIN mute～0.0dB HIGH出力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF HIGH出力をミュートします。

PHASE NOR/REV HIGH出力信号を反転させます。

HIGH FREQ 20.0Hz～20.0kHz HIGH HPFカットオフ周波数を設定します。

HPF Gc
†1 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのHIGH HPFのゲインを
設定します。

SLOPE & TYPE †2 HIGH HPFのスロープとタイプを設定します。

†1. Gc SLOPE/TYPEフィルターが選ばれているときはGcコントロールが表示されます。Butterworth、
Bessel、Linkwitz-Rileyの各タイプではGc設定は無視され、Gcの値はButterworthおよびBesselは
－3dB、Linkwitz-Rileyは－6dBに固定されます。

†2. 下記はSLOPE/TYPEパラメーター値です。

SLOPE & TYPE
Slope

12dB/oct 24dB/oct 36dB/oct 48dB/oct

THRU ◯ ◯ ◯ ◯

6dB/oct ◯ ◯ ◯ ◯

12dB/oct Adjustable Gc ◯ ◯ ◯ ◯

12dB/oct Butterworth ◯ ◯ ◯ ◯

12dB/oct Bessel ◯ ◯ ◯ ◯

12dB/oct Linkwitz-Riley ◯ ◯ ◯ ◯

18dB/oct Adjustable Gc ― ◯ ◯ ◯

18dB/oct Butterworth ― ◯ ◯ ◯

18dB/oct Bessel ― ◯ ◯ ◯

24dB/oct Adjustable Gc ― ◯ ◯ ◯

24dB/oct Butterworth ― ◯ ◯ ◯

24dB/oct Bessel ― ◯ ◯ ◯

24dB/oct Linkwitz-Riley ― ◯ ◯ ◯

36dB/oct Adjustable Gc ― ― ◯ ◯

36dB/oct Butterworth ― ― ◯ ◯

36dB/oct Bessel ― ― ◯ ◯

48dB/oct Adjustable Gc ― ― ― ◯

48dB/oct Butterworth ― ― ― ◯

48dB/oct Bessel ― ― ― ◯

48dB/oct Linkwitz-Riley ― ― ― ◯

Crossover（クロスオーバー）



98 第8章　コンポーネントガイド―第1部

DME32―取扱説明書

はじめに�

各部の名称�
と機能�

コンフィグ�
レーション�
の構築�

Runモード�

ソフトウェア�
"DME Manager"�
のその他の機能�

コンポーネント�
ガイド―第1部�

コンポーネント�
ガイド―第2部�

フロント�
パネルの�
操作�

GPI�
インター�
フェース�

ワード�
クロック�

複数台の�
DME32�
システム�

I/O�
オプション�

MIDI

付 録�

PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

3-Way Crossover（3ウェイクロスオーバー）

3-Way Crossoverは入力信号を高、中、低、3つの周波数チャンネルに分けます。スロー
プは12dB/oct、24dB/oct、36dB/oct、48dB/octの4種類が使用できます。

各3-Way Crossoverコンポーネントは1つの入力と3つ（High、Mid、Low）の出力があり
ます。

いずれの3-Way Crossoverもフィルターのスロープ以外は同じなので、ここでは「3 Way
12dB/oct」コントロール画面のみをご紹介します。

「3 Way 12dB/oct」コントロール画面には、クロスオーバーのグラフとINPUT、LOW、
MID、HIGHの各セクションがあります。

画面上部のクロスオーバーのグラフでは、クロスオーバー設定がグラフで表されま
す。縦の波線は各チャンネルのクロスオーバー周波数を示します。“L”は低、“M”は中、

“H”は高です。

Adjustable GcタイプのSLOPE＆TYPEフィルターを選んでいるときは、Gcコントロー
ルが表示されます。（上の画面にはありません。）
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セクション パラメーター 設定範囲 機能

INPUT
LEVEL mute～0.0dB 入力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF 入力をミュートします。

GAIN mute～0.0dB LOW出力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF LOW出力をミュートします。

PHASE NOR/REV LOW出力信号を反転させます。

LOW FREQ 20.0Hz～20.0kHz LOW LPFカットオフ周波数を設定します。

LPF Gc
†1 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのLOW LPFのゲインを
設定します。

SLOPE & TYPE †2 LOW LPFのフィルターとタイプを設定します。

FREQ 20.0Hz～20.0kHz MID HPFカットオフ周波数を設定します。

HPF Gc
†1 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのMID HPFのゲインを設
定します。

SLOPE & TYPE †2 MID HPFのフィルターとタイプを設定します。

GAIN mute～0.0dB MID出力信号レベルを設定します。

MID MUTE ON/OFF MID出力をミュートします。

PHASE NOR/REV MID出力信号を反転させます。

FREQ 20.0Hz～20.0kHz MID LPFカットオフ周波数を設定します。

LPF Gc
†1 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのMID LPFのゲインを設
定します。

SLOPE & TYPE †2 MID LPFのフィルターとタイプを設定します。

GAIN mute～0.0dB HIGH出力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF HIGH出力をミュートします。

PHASE NOR/REV HIGH出力信号を反転させます。

HIGH
FREQ 20.0Hz～20.0kHz HIGH HPFカットオフ周波数を設定します。

HPF
Gc

†1 －6dB～6dB
カットオフ周波数でのHIGH HPFのゲインを
設定します。

SLOPE & TYPE †2
HIGH HPFのフィルターとタイプを設定しま
す。

†1. Gc SLOPE/TYPEフィルターが選ばれているときはGcコントロールが表示されます。Butterworth、
Bessel、Linkwitz-Rileyの各タイプではGc設定は無視され、Gcの値はButterworthおよびBesselは
－3dB、Linkwitz-Rileyは－6dBに固定されます。

†2. SLOPE/TYPEパラメーター値は次頁の表をご覧ください。

Crossover（クロスオーバー）
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SLOPE＆TYPEパラメーター

SLOPE & TYPE
Slope

12dB/oct 24dB/oct 36dB/oct 48dB/oct

THRU ◯ ◯ ◯ ◯

6dB/oct ◯ ◯ ◯ ◯

12dB/oct Adjustable Gc ◯ ◯ ◯ ◯

12dB/oct Butterworth ◯ ◯ ◯ ◯

12dB/oct Bessel ◯ ◯ ◯ ◯

12dB/oct Linkwitz-Riley ◯ ◯ ◯ ◯

18dB/oct Adjustable Gc ― ◯ ◯ ◯

18dB/oct Butterworth ― ◯ ◯ ◯

18dB/oct Bessel ― ◯ ◯ ◯

24dB/oct Adjustable Gc ― ◯ ◯ ◯

24dB/oct Butterworth ― ◯ ◯ ◯

24dB/oct Bessel ― ◯ ◯ ◯

24dB/oct Linkwitz-Riley ― ◯ ◯ ◯

36dB/oct Adjustable Gc ― ― ◯ ◯

36dB/oct Butterworth ― ― ◯ ◯

36dB/oct Bessel ― ― ◯ ◯

48dB/oct Adjustable Gc ― ― ― ◯

48dB/oct Butterworth ― ― ― ◯

48dB/oct Bessel ― ― ― ◯

48dB/oct Linkwitz-Riley ― ― ― ◯
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4-Way Crossover（4ウェイクロスオーバー）

4-Way Crossoverは入力信号を高、高中、低中、低と4つの周波数チャンネルに分けます。
スロープは12dB/oct、24dB/oct、36dB/oct、48dB/octの4種類が使用できます。

各4-Way Crossoverコンポーネントは1つの入力と4つ（High、Hig-Mid、Low-Mid、Low）
の出力があります。

いずれの4-Way Crossoverもフィルターのスロープ以外は同じなので、ここでは「4 Way
12dB/oct」コントロール画面のみをご紹介します。

「4 Way 12dB/oct」コントロール画面には、クロスオーバーのグラフとINPUT、LOW、
LOW-MID、HIGH-MID、HIGHの各セクションがあります。

画面上部のクロスオーバーのグラフでは、クロスオーバー設定がグラフで表されま
す。縦の波線は各チャンネルのクロスオーバー周波数を示します。“L”は低、“ML”は中
低、“MH”は中高、“H”は高です。

Adjustable GcタイプのSLOPE＆TYPEフィルターを選んでいるときは、Gcコントロー
ルが表示されます。（上の画面にはありません。）

Crossover（クロスオーバー）
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セクション パラメーター 設定範囲 機能

INPUT
LEVEL mute～0.0dB 入力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF 入力をミュートします。

GAIN mute～0.0dB LOW出力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF LOW出力をミュートします。

PHASE NOR/REV LOW出力信号を反転させます。

LOW FREQ 20.0Hz～20.0kHz LOW LPFカットオフ周波数を設定します。

LPF Gc
†1 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのLOW LPFのゲインを
設定します。

SLOPE & TYPE †2 LOW LPFのフィルターとタイプを設定します。

FREQ 20.0Hz～20.0kHz
LOW-MID HPFカットオフ周波数を設定しま
す。

HPF Gc
†1 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのLOW-MID HPFのゲイ
ンを設定します。

SLOPE & TYPE †2
LOW-MID HPFのフィルターとタイプを設定
します。

GAIN mute～0.0dB LOW-MID出力信号レベルを設定します。

LOW-MID MUTE ON/OFF LOW-MID出力をミュートします。

PHASE NOR/REV LOW-MID出力信号を反転させます。

FREQ 20.0Hz～20.0kHz
LOW-MID LPFカットオフ周波数を設定しま
す。

LPF Gc
†1 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのLOW-MID LPFのゲイ
ンを設定します。

SLOPE & TYPE †2
LOW-MID LPFのフィルターとタイプを設定
します。

FREQ 20.0Hz～20.0kHz
HIGH-MID HPFカットオフ周波数を設定しま
す。

HPF Gc
†1 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのHIGH-MID HPFのゲイ
ンを設定します。

SLOPE & TYPE †2
HIGH-MID HPFのフィルターとタイプを設定
します。

GAIN mute～0.0dB HIGH-MID出力信号レベルを設定します。

HIGH-MID MUTE ON/OFF HIGH-MID出力をミュートします。

PHASE NOR/REV HIGH-MID出力信号を反転させます。

FREQ 20.0Hz～20.0kHz
HIGH-MID LPFカットオフ周波数を設定しま
す。

LPF Gc
†1 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのHIGH-MID LPFのゲイ
ンを設定します。

SLOPE & TYPE †2
HIGH-MID LPFのフィルターとタイプを設定
します。

GAIN mute～0.0dB HIGH出力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF HIGH出力をミュートします。

PHASE NOR/REV HIGH出力信号を反転させます。

HIGH
FREQ 20.0Hz～20.0kHz HIGH HPFカットオフ周波数を設定します。

HPF
Gc

†1 －6dB～＋6dB
カットオフ周波数でのHIGH HPFのゲインを
設定します。

SLOPE & TYPE †2
HIGH HPFのフィルターとタイプを設定しま
す。

†1. Gc SLOPE/TYPEフィルターが選ばれているときはGcコントロールが表示されます。Butterworth、
Bessel、Linkwitz-Rileyの各タイプではGc設定は無視され、Gcの値はButterworthおよびBesselは
－3dB、Linkwitz-Rileyは－6dBに固定されます。

†2. SLOPE/TYPEパラメーター値は次頁の表をご覧ください。
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SLOPE＆TYPEパラメーター

SLOPE & TYPE
Slope

12dB/oct 24dB/oct 36dB/oct 48dB/oct

THRU ◯ ◯ ◯ ◯

6dB/oct ◯ ◯ ◯ ◯

12dB/oct Adjustable Gc ◯ ◯ ◯ ◯

12dB/oct Butterworth ◯ ◯ ◯ ◯

12dB/oct Bessel ◯ ◯ ◯ ◯

12dB/oct Linkwitz-Riley ◯ ◯ ◯ ◯

18dB/oct Adjustable Gc ― ◯ ◯ ◯

18dB/oct Butterworth ― ◯ ◯ ◯

18dB/oct Bessel ― ◯ ◯ ◯

24dB/oct Adjustable Gc ― ◯ ◯ ◯

24dB/oct Butterworth ― ◯ ◯ ◯

24dB/oct Bessel ― ◯ ◯ ◯

24dB/oct Linkwitz-Riley ― ◯ ◯ ◯

36dB/oct Adjustable Gc ― ― ◯ ◯

36dB/oct Butterworth ― ― ◯ ◯

36dB/oct Bessel ― ― ◯ ◯

48dB/oct Adjustable Gc ― ― ― ◯

48dB/oct Butterworth ― ― ― ◯

48dB/oct Bessel ― ― ― ◯

48dB/oct Linkwitz-Riley ― ― ― ◯

Crossover（クロスオーバー）
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Crossover Processor（クロスオーバープロセッ
サー）

クロスオーバープロセッサーのグループには2 Way、3 Way、4 Wayの3種類のコンポー
ネントがあります。各プロセッサーはディレイ、クロスオーバー、3バンドパラメト
リックイコライザー、コンプレッサーから構成されています。クロスオーバーのス
ロープ（傾き）には12dB/oct、24dB/oct、36dB/oct、48dB/octがあり、フィルターには
Butterworth、Bessel、Linkwitz-Rileyを使用しています。標準のクロスオーバーコンポー
ネントとしての特長だけでなく、各モジュールの低域チャンネルはハイパスフィル
ターを備え、不要な低域信号を除去します。

2-Way Processor（2ウェイプロセッサー）

2-Way Processorは入力信号を高低2つの周波数チャンネルに分けます。またチャンネ
ルごとにディレイ、3バンドPEQ、コンプレッサーがあります。

各2-Way Processorは1つの入力と2つ（High、Low）の出
力があります。

以下のブロック図は2-Way Processorの概要です。

Input

Delay HPF
High3-band

PEQ
Comp Output

Delay LPFHPF
Low3-band

PEQ
Comp Output

「2 Way Processor」コントロール画面は、INPUT、OUTPUT、コントロールの各セクショ
ンで構成され、画面上部のタブをクリックすることでDELAY、CROSS、EQ、COMPの
各セクションを選択します。
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コントロール画面のINPUTとOUTPUTセクションはDELAY、CROSS、EQ、COMPのい
ずれを選択しても常に表示されており、次のパラメーターがあります。

セクション パラメーター 設定範囲 機能

INPUT
LEVEL mute～0.0dB 入力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF 入力をミュートします。

OUTPUT
LEVEL mute～0.0dB Low出力信号レベルを設定します。

LOW
MUTE ON/OFF Low出力をミュートします。

PHASE NOR/REV Low出力信号を反転させます。

OUTPUT
LEVEL mute～0.0dB High出力信号レベルを設定します。

HIGH
MUTE ON/OFF High出力をミュートします。

PHASE NOR/REV High出力信号を反転させます。

DELAY（ディレイ）

「DELAY」画面にはLOWチャンネル、HIGHチャンネルでそれぞれ独立して設定でき
るDELAYパラメーターが表示されます。ディレイタイムはミリ秒、サンプル、メート
ル、フィートのいずれかで設定します。

両チャンネルのDELAYパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

ms 0.0～500.0ms
ディレイタイムをミリ秒単位で設定します
（次のパラメーターと連結）。

LOW、HIGH
m

†1 次表をご覧ください。
ディレイタイムを［DELAY SCALE］セクショ
ンのボタン類で指定した単位で設定します
（［ms］パラメーターと連結）。

ON/OFF ON/OFF ディレイをオン／オフします。

DELAY SCALE 次表をご覧ください。
［Sample］コントロール類のディレイの単位
を選択します。

†1. このコントロールノブの表示はディレイスケールの設定によって異なります。

Crossover Processor（クロスオーバープロセッサー）
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DELAY SCALEセクションでは、FSは選択されているワードクロック周波数を示しま
す。340 m/sと1115.5 feet/s（気温＝14℃、57.2 F゚）はそれぞれメートル単位、フィート単
位の音速を表します。

次の表はSample、Meters、Feet設定のパラメーター設定範囲を示したものです。

Delay Scale FS＝48kHz FS＝44.1kHz

Sample 0～24000サンプル 0～22050 サンプル

Meters 0.0～170.0メートル

Feet 0.0～557.8フィート

CROSS（クロス）

「CROSS」画面には2-Way Crossoverのコントロール類とクロスオーバーグラフが表示
されます。

Adjustable GcタイプのSLOPE＆TYPEフィルターを選んでいるときはGcコントロール
が表示されます。

画面上部のクロスオーバーのグラフではクロスオーバー設定を表示します。縦の波線
は各チャンネルのクロスオーバー周波数を示します。“L”は低、“H”は高です。

CROSSパラメーターは次の表で説明しています。
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セクション パラメーター 設定範囲 機能

HPF
FREQ 20.0Hz～20.0kHz Low HPFカットオフ周波数を設定します。

SLOPE †1 Low HPFのスロープを設定します。

LOW
FREQ 20.0Hz～20.0kHz Low LPFカットオフ周波数を設定します。

LPF Gc
†2 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのLow LPFのゲインを設
定します。

SLOPE & TYPE †3 Low LPFのスロープとタイプを設定します。

FREQ 20.0Hz～20.0kHz High HPFカットオフ周波数を設定します。

HIGH HPF Gc
†2 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのHigh HPFのゲインを
設定します。

SLOPE & TYPE †3 High HPFのスロープとタイプを設定します。

†1. THRU（フィルターオフ）、6dB/oct、12dB/oct、18dB/oct、24dB/oct（Butterworth）
†2. Gc SLOPE/TYPEフィルターが選ばれているときはGcコントロールが表示されます。Butterworth、
Bessel、Linkwitz-Rileyの各タイプではGc設定は無視され、Gcの値はButterworthおよびBesselは
－3dB、Linkwitz-Rileyは－6dBに固定されます。

†3. 下記はSLOPE/TYPEパラメーター値です。
THRU（フィルターオフ） 18dB/oct Adjustable Gc 36dB/oct Adjustable Gc
6dB/oct 18dB/oct Butterworth 36dB/oct Butterworth

18dB/oct Bessel 36dB/oct Bessel
12dB/oct Adjustable Gc
12dB/oct Butterworth 24dB/oct Adjustable Gc 48dB/oct Adjustable Gc
12dB/oct Bessel 24dB/oct Butterworth 48dB/oct Butterworth
12dB/oct Linkwitz-Riley 24dB/oct Bessel 48dB/oct Bessel

24dB/oct Linkwitz-Riley 48dB/oct Linkwitz-Riley

EQ
「EQ」画面にはLOWチャンネル、HIGHチャンネルでそれぞれ独立して設定できる3バ
ンドパラメトリックEQが表示されます。

コントロール類の上にあるEQグラフには各チャンネルのEQ設定がグラフ表示され
ます。

Crossover Processor（クロスオーバープロセッサー）
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両チャンネルのEQパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

Q 10.0～0.1 各バンドの選択度を設定します。

LOW、 F 20.0Hz～20.0kHz 各バンドの周波数を設定します。
HIGH G －18dB～＋18dB 各バンドのゲインを設定します。

ON/OFF ON/OFF 各EQチャンネルをオン／オフします。

COMP（コンプレッサー）
「COMP」画面にはLOWチャンネル、HIGHチャンネルでそれぞれにゲインリダクショ
ン（GR）メーター、コンプレッサー曲線、出力レベルメーターが表示されます。

ゲインリダクション（GR）メーターはコンプレッサーによるゲインの減衰量を表示し
ます。コンプレッサー曲線はコンプレッサーの効果を表示します。出力メーターは出
力信号レベルを表示します。

両チャンネルのCOMPパラメーター

パラメーター 設定範囲 機能

THRESHOLD －54dB～0dB スレッショルド値を設定します。

RATIO 1：1～－Inf.：1 圧縮比を設定します。

KNEE HARD, 1, 2, 3, 4, 5 コンプレッサーのかかり方を設定します。

ATTACK 0ms～120ms アタックタイムを設定します。

RELEASE †1 リリースタイムを設定します。

GAIN 0.0dB～＋18.0dB 出力ゲインを設定します。

ON/OFF ON/OFF コンプレッサーをオン／オフします。

†1. 5ms～42.3sec（fs＝48kHz）、6ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）

COMPパラメーターについての一般的な内容は本書130ページをご参照ください。
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3-Way Processor（3ウェイプロセッサー）

3-Way Processorは入力信号を高、中、低、3つの周波数チャンネルに分けます。またチャ
ンネルごとにディレイ、3バンドパラメトリックEQ、コンプレッサーがあります。

各3-Way Processorは1つの入力と3つ（High、Mid、
Low）の出力があります。

以下のブロック図は3-Way Processorの概要です。

Input

High
Delay HPF 3-band

PEQ
Comp Output

Mid
Delay HPF

HPF

LPF 3-band
PEQ

Comp Output

Low
Delay LPF 3-band

PEQ
Comp Output

「3 Way Processor」コントロール画面は、INPUT、OUTPUT、コントロール類の各セク
ションで構成され、画面上部のタブをクリックすることでDELAY、CROSS、EQ、
COMPの各セクションを選択します。

Crossover Processor（クロスオーバープロセッサー）



110 第8章　コンポーネントガイド―第1部

DME32―取扱説明書

はじめに�

各部の名称�
と機能�

コンフィグ�
レーション�
の構築�

Runモード�

ソフトウェア�
"DME Manager"�
のその他の機能�

コンポーネント�
ガイド―第1部�

コンポーネント�
ガイド―第2部�

フロント�
パネルの�
操作�

GPI�
インター�
フェース�

ワード�
クロック�

複数台の�
DME32�
システム�

I/O�
オプション�

MIDI

付 録�

PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

コントロール画面のINPUTとOUTPUTセクションはDELAY、CROSS、EQ、COMPのい
ずれを選択しても常に表示されており、次のパラメーターがあります。

セクション パラメーター 設定範囲 機能

INPUT
LEVEL mute～0.0dB 入力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF 入力をミュートします。

OUTPUT
LEVEL mute～0.0dB Low出力信号レベルを設定します。

LOW
MUTE ON/OFF Low出力をミュートします。

PHASE NOR/REV Low出力信号を反転させます。

OUTPUT
LEVEL mute～0.0dB Mid出力信号レベルを設定します。

MID
MUTE ON/OFF Mid出力をミュートします。

PHASE NOR/REV Mid出力信号を反転させます。

OUTPUT
LEVEL mute～0.0dB High出力信号レベルを設定します。

HIGH
MUTE ON/OFF High出力をミュートします。

PHASE NOR/REV High出力信号を反転させます。

DELAY（ディレイ）
「DELAY」画面にはLOWチャンネル、MIDチャンネル、HIGHチャンネルでそれぞれ独
立して設定できるDELAYパラメーターが表示されます。ディレイタイムはミリ秒、サ
ンプル、メートル、フィートのいずれかで設定します。

各チャンネルのDELAYパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

ms 0.0～500.0ms
ディレイタイムをミリ秒単位で設定します
（次のパラメーターと連結）。

LOW、MID、
m

†1 次表をご覧ください。
ディレイタイムを［DELAY SCALE］セクショ
ンのボタン類で指定した単位で設定します
（［ms］パラメーターと連結）。

HIGH

ON/OFF ON/OFF ディレイをオン／オフします。

DELAY SCALE 次表をご覧ください。
［Sample］コントロール類のディレイの単位
を選択します。

†1. このコントロールノブの表示はディレイスケールの設定によって異なります。
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DELAY SCALEセクションでは、FSは選択されているワードクロック周波数を示しま
す。340 m/sと1115.5 feet/s（気温＝14℃、57.2 F゚）はそれぞれメートル単位、フィート単
位の音速を表します。

次の表はSample、Meters、Feet設定のパラメーター設定範囲です。

Delay Scale fs＝48kHz fs＝44.1kHz

Sample 0～24000サンプル 0～22050 サンプル

Meters 0.0～170.0メートル

Feet 0.0～557.8フィート

CROSS（クロス）

「CROSS」画面には3-Way Crossoverのコントロール類とクロスオーバーグラフが表示
されます。

Adjustable GcタイプのSLOPE＆TYPEフィルターを選んでいるときは、Gcコントロー
ルが表示されます。（上の画面にはありません。）

画面上部のクロスオーバーのグラフでは、クロスオーバー設定がグラフで表されま
す。縦の波線は各チャンネルのクロスオーバー周波数を示します。“L”は低、“M”は中、

“H”は高です。

Crossover Processor（クロスオーバープロセッサー）
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CROSSパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

HPF
FREQ 20.0Hz～20.0kHz LOW HPFカットオフ周波数を設定します。

SLOPE †1 LOW HPFのスロープを設定します。

LOW
FREQ 20.0Hz～20.0kHz LOW LPFカットオフ周波数を設定します。

LPF Gc
†2 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのLOW LPFのゲインを
設定します。

SLOPE & TYPE †3 LOW LPFのスロープとタイプを設定します。

FREQ 20.0Hz～20.0kHz MID HPFカットオフ周波数を設定します。

HPF Gc
†2 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのMID HPFのゲインを設
定します。

MID
SLOPE & TYPE †3 MID HPFのスロープとタイプを設定します

FREQ 20.0Hz～20.0kHz MID LPFカットオフ周波数を設定します。

LPF Gc
†2 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのMID LPFのゲインを設
定します。

SLOPE & TYPE †3 MID LPFのスロープとタイプを設定します

FREQ 20.0Hz～20.0kHz HIGH HPFカットオフ周波数を設定します。

HIGH HPF Gc
†2 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのHIGH HPFのゲインを
設定します。

SLOPE & TYPE †3 HIGH HPFのスロープとタイプを設定します。

†1. THRU（フィルターオフ）、6dB/oct、12dB/oct、18dB/oct、24dB/oct（Butterworth）
†2. Gc SLOPE/TYPEフィルターが選ばれているときはGcコントロールが表示されます。Butterworth、
Bessel、Linkwitz-Rileyの各タイプではGc設定は無視され、Gcの値はButterworthおよびBesselは
－3dB、Linkwitz-Rileyは－6dBに固定されます。

†3. 下記はSLOPE/TYPEパラメーター値です。
THRU（フィルターオフ） 18dB/oct Adjustable Gc 36dB/oct Adjustable Gc
6dB/oct 18dB/oct Butterworth 36dB/oct Butterworth

18dB/oct Bessel 36dB/oct Bessel
12dB/oct Adjustable Gc
12dB/oct Butterworth 24dB/oct Adjustable Gc 48dB/oct Adjustable Gc
12dB/oct Bessel 24dB/oct Butterworth 48dB/oct Butterworth
12dB/oct Linkwitz-Riley 24dB/oct Bessel 48dB/oct Bessel

24dB/oct Linkwitz-Riley 48dB/oct Linkwitz-Riley

EQ
「EQ」画面にはLOWチャンネル、MIDチャンネル、HIGHチャンネルでそれぞれに3バン
ドパラメトリックEQが表示されます。
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コントロール類の上にあるEQグラフには各チャンネルのEQ設定がグラフ表示され
ます。

セクション パラメーター 設定範囲 機能

Q 10.0～0.1 各バンドの選択度を設定します。
LOW、 F 20.0Hz～20.0kHz 各バンドの周波数を設定します。
MID、

G －18dB～＋18dB 各バンドのゲインを設定します。HIGH
ON/OFF ON/OFF 各EQチャンネルをオン／オフします。

COMP（コンプレッサー）
「COMP」画面にはLOWチャンネル、MIDチャンネル、HIGHチャンネルでそれぞれにゲ
インリダクション（GR）メーター、コンプレッサー曲線、出力レベルメーターが表示さ
れます。

ゲインリダクション（GR）メーターはコンプレッサーによるゲインの減衰量を表示し
ます。コンプレッサー曲線はコンプレッサーの効果を表示します。出力メーターは出
力信号レベルを表示します。

各チャンネルのCOMPパラメーター

パラメーター 設定範囲 機能

THRESHOLD －54dB～0dB スレッショルド値を設定します。

RATIO 1：1～－Inf.：1 圧縮比を設定します。

KNEE HARD, 1, 2, 3, 4, 5 コンプレッサーのかかり方を設定します。

ATTACK 0ms～120ms アタックタイムを設定します。

RELEASE †1 リリースタイムを設定します。

GAIN 0.0dB～＋18.0dB 出力ゲインを設定します。

ON/OFF ON/OFF コンプレッサーをオン／オフします。

†1. 5ms～42.3sec（fs＝48kHz）、6ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）

COMPパラメーターについての一般的な内容は130ページをご参照ください。

Crossover Processor（クロスオーバープロセッサー）
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4-Way Processor（4ウェイプロセッサー）

4-Way Processorは入力信号を高、中高、中低、低、4つの周波数チャンネルに分けます。
またチャンネルごとにディレイ、3バンドパラメトリックEQ、コンプレッサーがあり
ます。

各4-Way Processorは1つの入力と4つ（High、High-
Mid、Low-Mid、Low）の出力があります。

以下のブロック図は4-Way Processorの概要です。

Input

High
Delay HPF 3-band

PEQ
Comp Output

High-Mid
Delay HPF LPF 3-band

PEQ
Comp Output

Low-Mid
Delay HPF

HPF

LPF 3-band
PEQ

Comp Output

Low
Delay LPF 3-band

PEQ
Comp Output

「4 Way Processor」コントロール画面は、INPUT、OUTPUT、コントロール類の各セク
ションで構成され、画面上部のタブをクリックすることでDELAY、CROSS、EQ 1、EQ
2、COMP 1、COMP 2の各セクションを選択します。
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コントロール画面のINPUTとOUTPUTセクションはDELAY、CROSS、EQ、COMPのい
ずれを選択しても常に表示されており、次のパラメーターがあります。

セクション パラメーター 設定範囲 機能

INPUT
LEVEL mute～0.0dB 入力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF 入力をミュートします。

OUTPUT
LEVEL mute～0.0dB Low出力信号レベルを設定します。

LOW
MUTE ON/OFF Low出力をミュートします。

PHASE NOR/REV Low出力信号を反転させます。

OUTPUT
LEVEL mute～0.0dB Low-Mid出力信号レベルを設定します。

LOW-MID
MUTE ON/OFF Low-Mid出力をミュートします。

PHASE NOR/REV Low-Mid出力信号を反転させます。

OUTPUT
LEVEL mute～0.0dB High-Mid出力信号レベルを設定します。

HIGH-MID
MUTE ON/OFF High-Mid出力をミュートします。

PHASE NOR/REV High-Mid出力信号を反転させます。

OUTPUT
LEVEL mute～0.0dB High出力信号レベルを設定します。

HIGH
MUTE ON/OFF High出力をミュートします。

PHASE NOR/REV High出力信号を反転させます。

DELAY（ディレイ）

「DELAY」画面にはLOW/LOW-MID/HIGH-MID/HIGHチャンネルでそれぞれ独立して
設定できるDELAYパラメーターが表示されます。ディレイタイムはミリ秒、サンプ
ル、メートル、フィートのいずれかで設定します。

Crossover Processor（クロスオーバープロセッサー）
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LOW/LOW-MID/HIGH-MID/HIGHチャンネルのディレイコントロールはどれも同じ
なので、ここでは1つの表にまとめて説明します。

セクション パラメーター 設定範囲 機能

LOW、
ms 0.0～500.0ms

ディレイタイムをミリ秒単位で設定します
（次のパラメーターと連結）。

LOW-MID、

Sample
†1 次表をご覧ください。

ディレイタイムを［DELAY SCALE］セクショ
ンのボタン類で指定した単位で設定しますHIGH-MID、

（［ms］パラメーターと連結）。HIGH

ON/OFF ON/OFF ディレイをオン／オフします。

DELAY SCALE 次表をご覧ください。
［Sample］コントロール類のディレイの単位
を選択します。

†1. このコントロールノブの表示はディレイスケールの設定によって異なります。

DELAY SCALEセクションでは、FSは選択されているワードクロック周波数を示しま
す。340 m/sと1115.5 feet/s（気温＝14℃、57.2 F゚）はそれぞれメートル単位、フィート単
位の音速を表します。

次の表はSample、Meters、Feet設定のパラメーター設定範囲です。

Delay Scale FS＝48kHz FS＝44.1kHz

Sample 0～24000サンプル 0～22050 サンプル

Meters 0.0～170.0メートル

Feet 0.0～557.8フィート

CROSS（クロス）
「CROSS」画面には4-Way Crossover Processorのコントロール類とクロスオーバーグラ
フが表示されます。
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Adjustable GcタイプのSLOPE＆TYPEフィルターを選んでいるときは、Gcコントロー
ルが表示されます。（上の画面ではありません。）

画面上部のクロスオーバーのグラフでは、クロスオーバー設定がグラフで表されま
す。縦の波線は各チャンネルのクロスオーバー周波数を示します。“L”は低、“ML”は中
低、“MH”は中高、“H”は高です。

CROSSパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

HPF
FREQ 20.0Hz～20.0kHz Low HPFカットオフ周波数を設定します。

SLOPE †1 Low HPFのスロープを設定します。

LOW
FREQ 20.0Hz～20.0kHz LOW LPFカットオフ周波数を設定します。

LPF Gc
†2 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのLow LPFのゲインを設
定します。

SLOPE & TYPE †3 Low LPFのスロープとタイプを設定します。

FREQ 20.0Hz～20.0kHz Low-Mid HPFカットオフ周波数を設定します。

HPF
Gc

†2 －6dB～＋6dB
カットオフ周波数でのLOW-MID HPFのゲイ
ンを設定します。

SLOPE & TYPE †3
Low-Mid HPFのスロープとタイプを設定しま
す。

LOW-MID
FREQ 20.0Hz～20.0kHz Low-Mid LPFカットオフ周波数を設定します。

LPF
Gc

†2 －6dB～＋6dB
カットオフ周波数でのLow-Mid LPFのゲイン
を設定します。

SLOPE & TYPE †3
Low-Mid LPFのスロープとタイプを設定しま
す。

FREQ 20.0Hz～20.0kHz
High-Mid HPFカットオフ周波数を設定しま
す。

HPF Gc
†2 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのHIGH-MID HPFのゲイ
ンを設定します。

SLOPE & TYPE †3
High-Mid HPFのスロープとタイプを設定し
ます。HIGH-MID

FREQ 20.0Hz～20.0kHz High-Mid LPFカットオフ周波数を設定します。

LPF
Gc

†2 －6dB～＋6dB
カットオフ周波数でのHigh-Mid LPFのゲイン
を設定します。

SLOPE & TYPE †3
High-Mid LPFのスロープとタイプを設定しま
す。

FREQ 20.0Hz～20.0kHz High HPFカットオフ周波数を設定します。

HIGH HPF Gc
†2 －6dB～＋6dB

カットオフ周波数でのHigh HPFのゲインを
設定します。

SLOPE & TYPE †3 High HPFのスロープとタイプを設定します。

†1. THRU（フィルターオフ）、6dB/oct、12dB/oct、18dB/oct、24dB/oct（Butterworth）
†2. Gc SLOPE/TYPEフィルターが選ばれているときはGcコントロールが表示されます。Butterworth、
Bessel、Linkwitz-Rileyの各タイプではGc設定は無視され、Gcの値はButterworthおよびBesselは
－3dB、Linkwitz-Rileyは－6dBに固定されます。

†3. 下記はSLOPE/TYPEパラメーター値です。
THRU（フィルターオフ） 18dB/oct Adjustable Gc
6dB/oct 18dB/oct Butterworth

18dB/oct Bessel
12dB/oct Adjustable Gc
12dB/oct Butterworth 24dB/oct Adjustable Gc
12dB/oct Bessel 24dB/oct Butterworth
12dB/oct Linkwitz-Riley 24dB/oct Bessel

24dB/oct Linkwitz-Riley

Crossover Processor（クロスオーバープロセッサー）



118 第8章　コンポーネントガイド―第1部

DME32―取扱説明書

はじめに�

各部の名称�
と機能�

コンフィグ�
レーション�
の構築�

Runモード�

ソフトウェア�
"DME Manager"�
のその他の機能�

コンポーネント�
ガイド―第1部�

コンポーネント�
ガイド―第2部�

フロント�
パネルの�
操作�

GPI�
インター�
フェース�

ワード�
クロック�

複数台の�
DME32�
システム�

I/O�
オプション�

MIDI

付 録�

PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

EQ 1

「EQ 1」画面にはLOWチャンネル、LOW-MIDチャンネルでそれぞれに3バンドパラメ
トリックEQが表示されます。

コントロール類の上にあるEQグラフには各チャンネルのEQ設定がグラフ表示され
ます。

各チャンネルのEQパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

Q 10.0～0.1 各バンドの選択度を設定します。

LOW、 F 20.0Hz～20.0kHz 各バンドの周波数を設定します。

LOW-MID G －18dB～＋18dB 各バンドのゲインを設定します。

ON/OFF ON/OFF 各EQチャンネルをオン／オフします。
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EQ 2

「EQ 2」画面にはHIGH-MIDチャンネル、HIGHチャンネルでそれぞれに3バンドパラメ
トリックEQが表示されます。

コントロール類の上にあるEQグラフには各チャンネルのEQ設定がグラフ表示され
ます。

各チャンネルのEQパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

Q 10.0～0.1 各バンドの選択度を設定します。

HIGH-MID、 F 20.0Hz～20.0kHz 各バンドの周波数を設定します。

HIGH G －18dB～＋18dB 各バンドのゲインを設定します。

ON/OFF ON/OFF 各EQチャンネルをオン／オフします。

Crossover Processor（クロスオーバープロセッサー）
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COMP 1（コンプレッサー）

「COMP 1」画面にはLOWチャンネル、LOW-MIDチャンネルでそれぞれにゲインリダ
クション（GR）メーター、コンプレッサー曲線、出力レベルメーターが表示されます。

ゲインリダクション（GR）メーターはコンプレッサーによるゲインの減衰量を表示し
ます。コンプレッサー曲線はコンプレッサーの効果を表示します。出力メーターは出
力信号レベルを表示します。

各チャンネルのCOMPパラメーター

パラメーター 設定範囲 機能

THRESHOLD －54dB～0dB スレッショルド値を設定します。

RATIO 1：1～－Inf.：1 圧縮比を設定します。

KNEE HARD, 1, 2, 3, 4, 5 コンプレッサーのかかり方を設定します。

ATTACK 0ms～120ms アタックタイムを設定します。

RELEASE †1 リリースタイムを設定します。

GAIN 0.0dB～＋18.0dB 出力ゲインを設定します。

ON/OFF ON/OFF コンプレッサーをオン／オフします。

†1. 5ms～42.3sec（fs＝48kHz）、6ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）

COMPパラメーターについての一般的な内容は130ページをご参照ください。
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COMP 2（コンプレッサー）

「COMP 2」画面にはHIGH-MIDチャンネル、HIGHチャンネルでそれぞれにゲインリダ
クション（GR）メーター、コンプレッサー曲線、出力レベルメーターが表示されます。

ゲインリダクション（GR）メーターはコンプレッサーによるゲインの減衰量を表示し
ます。コンプレッサー曲線はコンプレッサーの効果を表示します。出力メーターは出
力信号レベルを表示します。

各チャンネルのCOMPパラメーター

パラメーター 設定範囲 機能

THRESHOLD －54dB～0dB スレッショルド値を設定します。

RATIO 1：1～－Inf.：1 圧縮比を設定します。

KNEE HARD, 1, 2, 3, 4, 5 コンプレッサーのかかり方を設定します。

ATTACK 0ms～120ms アタックタイムを設定します。

RELEASE †1 リリースタイムを設定します。

GAIN 0.0dB～＋18.0dB 出力ゲインを設定します。

ON/OFF ON/OFF コンプレッサーをオン／オフします。

†1. 5ms～42.3sec（fs＝48kHz）、6ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）

COMPパラメーターについての一般的な内容は130ページをご参照ください。

Crossover Processor（クロスオーバープロセッサー）
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Delay（ディレイ）
ディレイグループには8種類のコンポーネントがあります。各コンポーネントは出力
ごとに独立したディレイ／レベルコントロールを備えたマルチタップディレイです。
ディレイタイムはミリ秒単位のほか、サンプル、メートル、フィート、タイムコードフ
レーム、ビート（拍数）などでも指定することができます。

いずれのDelayコンポーネントも出力数が異なるだけでその他の部分はまったく同じ
なので、ここでは「Delay 4 Out」コントロール画面だけをご紹介します。

どの［DELAY］コントロール画面も、DELAY SCALE（ディレイスケール）ボタン、
INPUT、ディレイコントロール類の各セクションから構成されています。

［DELAY SCALE］ボタンを押すと「Delay Scale」（ディレイスケール）画面が表示され
ます。ここではディレイタイムの単位を選択します。詳細は123ページ「ディレイス
ケールの設定」を参照してください。

ディレイタイムの設定は画面内のディレイタイムコントロールをドラッグするだけ
でなく、コンピュータのキーボードからも設定できます。マウスでコントロールノブ
の下に表示されている値を選択し、キーボードから数値を直接入力し［Enter］キーを
押します。これで新しい値が設定され、その上のコントロールノブが値に対応した位
置まで回転します。
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セクション パラメーター 設定範囲 機能

ON/OFF ON/OFF ディレイをオン／オフします。

INPUT LEVEL mute～0.0dB 入力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF 入力をミュートします。

LEVEL mute～0.0dB 各出力の信号レベルを設定します。

ms 0.0～1,200.0ms
ディレイタイムをミリ秒単位で設定します
（［Sample］コントロールノブと連結）。

ディレイ
Sample†1

ディレイタイムを「Delay Scale」画面で指定
した単位で設定します（［ms］コントロールノ
ブと連結）。

MUTE ON/OFF 各出力をミュートします。

ON/OFF ON/OFF 各ディレイをオン／オフします。

†1. このコントロールノブの表示はディレイスケールの設定によって異なります。

ディレイスケールの設定

ディレイタイムはミリ秒単位のほか、サンプル、メートル、フィート、タイムコードフ
レーム、ビート（拍数）などでも指定することができます。

1 「Delay」コントロール画面で［DELAY SCALE］ボタンをクリックします。

以下の「Delay Scale」画面が表示されます。

“FS”は選択されているワードクロック周波数を示します。340m/sと1115.5 feet/s（気温
＝14℃、57.2°F）はそれぞれメートル単位、フィート単位の音速を表します。

2 任意の単位を選択します。

単位 FS＝48kHz FS＝44.1kHz

Sample 0.0～57600サンプル 0.0～52920サンプル

Meters 0.0～408.0メートル

Feet 0.0～1338.6フィート

30ND, 30DF,
0.0～35.96フレーム

29.27ND, 29.97DF
TC Frames

25 0.0～30.0フレーム

24 0.0～28.8フレーム

Beats 20bpm 0.000～4.000

（20～300bpm） 300bpm 0.000～60.00

［TC Frames］選択時は適切なフレームレートを30ND、30DF、29.27ND、29.97DF、25、24
の中から指定してください。Beats選択時は適切なテンポを20～300の範囲で指定して
ください。

次項“ディレイス
ケールの設定”を
ご覧ください。

Delay（ディレイ）
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3 ［OK］をクリックして設定を確定し「Delay Scale」画面を閉じるか、［Cancel］
をクリックして設定内容を変更せずに画面を終了します。

Delayed Mixer（ディレイドミキサー）
15種類のDelayed Mixerは入力数別に3つのグループ（2x、4x、8x）に分類されています。
Delayed Mixerとは各センドバスのディレイタイム調整付きのマトリクスミキサーで
す。

以下の図はグループ分けされたディレイミキサーです。

いずれのDelayed Mixerコンポーネントも入出力数以外は同じですので、ここでは
「Delayed Mixer4x4」コントロール画面のみをご紹介します。

各Delayed Mixerのコントロール画面には、IN、各種入力チャンネルコントロール類、
OUTの各セクションと、出力チャンネル用のフェーダー、メーターがあります。
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チャンネルがソロされていると［SOLO OFF］は［SOLO ON］になります。インプット
チャンネルの［SOLO］ボタンをまとめて確認できないようなコントロール画面ではこ
この表示ボタンが便利です。

OUTメーターは各出力信号のレベルを表示します。

セクション パラメーター 設定範囲 機能

LEV（バスレベル） mute～10.0dB
出力チャンネルに入る各入力チャンネル信号
のレベルを設定します。

DLY（ディレイ） 0.0～500.0ms
出力チャンネルに入る各入力チャンネル信号
のディレイタイムを設定します。

IN
PHASE NOR/REV 各入力チャンネル信号を反転します。

SOLO ON/OFF 各入力チャンネルをソロ状態にします。

ON/OFF ON/OFF 各入力チャンネルをミュートします。

フェーダー mute～10.0dB 各入力チャンネルレベルを設定します。

OUT
ON/OFF ON/OFF 各出力チャンネルをミュートします。

フェーダー mute～10.0dB 各出力チャンネルレベルを設定します。

5つ以上の入力を持つDelayed Mixerは入力チャンネルを4つのチャンネルにまとめら
れます。出力チャンネルも同様です。画面上部のタブをクリックして任意のブロック
を選択します。下記は8x12 Delayed Mixerの表示例です。

5つ以上の出力を持つコンポーネント（入力チャンネルごとに5つ以上のバスレ
ベルコントロールを持つコンポーネント）では、INセクションの左側にある上下
の矢印をクリックすることでバスレベルを設定するコントロールノブをスク
ロール表示できます。

Delayed Mixer（ディレイドミキサー）
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以下のDelayed Mixerが使用できます。

グループ ディレイドミキサー 入力 出力

2x2 2

2x4 4

2x 2x8 2 8

2x12 12

2x16 16

4x2 2

4x4 4

4x 4x8 4 8

4x12 12

4x16 16

8x2 2

8x4 4

8x 8x8 8 8

8x12 12

8x16 16
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Dynamics（ダイナミクス）
ダイナミクスグループには、コンパンダー、コンプレッサー、ディエッサー、ダッカー、
エクスパンダー、ゲート、ステレオコンパンダー、ステレオコンプレッサー、ステレオ
ダッカー、ステレオディエッサー、ステレオエクスパンダー、ステレオゲートの12種類
のコンポーネントがあります。

Compander、Stereo Compander（コンパンダー、ステレ
オコンパンダー）

Companderはコンプレッサーとエクスパンダーを組み合わせた効果です。コンプレッ
サーはスレッショルドを越える信号を圧縮しエクスパンダーはスレッショルドより
も低いレベルの信号を減衰させます。モノチャンネルとステレオチャンネルの2つの
Companderコンポーネントがあります。それらは［SIDECHAIN］ボタンで外部トリガー
することもコンポーネント自身でトリガーすることもできます。

Companderコンポーネントには入出力が各1つずつと
SIDECHAIN入力があります。

Stereo Companderコンポーネントには入出力が各2つ
ずつとSIDECHAIN入力があります。

「Compander」コントロール画面は、ゲインリダクション（GR）メーター、コンパンダー
曲線、出力レベルメーター、コンパンダーコントロール類から構成されています。

Dynamics（ダイナミクス）
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「Stereo Compander」コントロール画面は、ゲインリダクション（GR）メーター、コンパ
ンダー曲線、出力レベルメーター、コンパンダーコントロール類から構成されていま
す。

ゲインリダクション（GR）メーターはコンパンダーによるゲインの減衰量を表示しま
す。コンパンダー曲線はコンパンダーの効果を表示します。このグラフの縦軸は出力
信号レベル、横軸は入力信号レベルを表し、グラフの傾きが45°の場合は入力信号レベ
ルが出力信号レベルと同等、つまりコンパンダー効果がないことを表します。出力
メーターは出力信号レベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

MUTE ON/OFF 出力をミュートします。

ON/OFF ON/OFF コンパンダーをオン／オフします。

SIDECHAIN ON/OFF
トリガーソースとしてサイドチェーン入力を選択し
ます。

THRESHOLD －54dB～0dB スレッショルド値を設定します。

RATIO 1：1～20：1 圧縮比を設定します。

WIDTH 1dB～90dB エクスパンダーの幅を設定します。

ATTACK 0ms～120ms アタックタイムを設定します。

RELEASE †1 リリースタイムを設定します。

GAIN －18dB～0.0dB 出力ゲインを設定します。

†1. 5ms～42.3sec（fs＝48kHz）、6ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）

SIDECHAIN（サイドチェーン）―SIDECHAINがオフのときは、コンパンダーは入力
信号でトリガーされます。ステレオコンパンダーでは両チャンネルの入力がミックス
されてトリガー信号となります。高い方のレベルの信号がトリガーになります。
SIDECHAINがオンのときは、サイドチェーン入力の信号がトリガーになります。

THRESHOLD（スレッショルド）―圧縮／伸長を行うトリガー信号のレベルを設定し
ます。THRESHOLD＋WIDTHの設定よりも低いトリガー信号は、エクスパンダーによ
り減衰されます。スレッショルドを越えたトリガー信号はRAIOパラメーターで指定
した比率に応じてコンプレッサーで圧縮されます。
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RATIO（レシオ）―圧縮率を指定します。これはトリガー信号のレベル変化に対する
出力信号のレベル変化の比率を表したものです。たとえばレシオが2：1の場合、スレッ
ショルドを越えたトリガー信号レベルが10dB変化すると、出力レベルは5dB変化しま
す。また、5：1のレシオでは、トリガーレベルが10dB変化すると、出力レベルは2dB変化
します。10：1以上のレシオではコンプレッサーというよりリミッター機能になりま
す。
エクスパンダーの伸長率は5：1に固定されており、スレッショルドより低いトリガー
信号レベルが2dB変化すると、出力レベルは10dB変化します。

WIDTH（幅）―スレオッショルド
レベルよりどれだけ下のレベルか
ら伸長を開始するかを設定しま
す。この幅を90dBに設定すると、
エクスパンダーは実質的にオフに
なります。

ATTACK（アタック）―コンパン
ダーが作動してからどのくらいの
時間で信号を圧縮／伸長するかを
設定します。アタックタイムが速
い場合は、信号がほぼ瞬時に圧縮
／伸長されます。アタックタイム
が遅い場合は、サウンドの初期ア
タック部分は圧縮／伸長されませ
ん。アタックタイムの設定は1～5
ミリ秒程度から始めてみるといい
でしょう。

RELEASE（リリース）―トリガー信号のレベルがスレッショルドより下がってから
どのくらいの時間でコンプレッサーとエクスパンダーが通常のゲインに戻るかを設
定します。リリースタイムが短すぎるとゲインが急激に戻るため、音が飛び出すよう
に聞こえます（ゲインの変動が耳につきます）。ところがリリースが長すぎると、ゲイ
ンが戻らないうちに次のレベルの高い信号が入力されてしまい、圧縮が適切に行われ
ないおそれがあります。リリースタイムの設定は、0.1～0.5秒程度から始めるといいで
しょう。

GAIN（ゲイン）―コンパンダーの出力信号レベルを設定します。圧縮／伸長によって
生じる全体的なレベルの変化を補正するために使用します。
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Dynamics（ダイナミクス）
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Compressor、Stereo Compressor（コンプレッサー、ス
テレオコンプレッサー）

Compressorの基本的な役割は信号のダイナミックレンジを狭めることによって、ボー
カルやピアノなどダイナミックレンジの広い信号のミックスや録音をしやすくしま
す。モノチャンネルとステレオチャンネルの2つのCompressorコンポーネントがあり
ます。それらは［SIDECHAIN］ボタンで外部トリガーすることもコンポーネント自身
でトリガーすることもできます。

Compressorコンポーネントには入出力が各1つずつ
とSIDECHAIN入力があります。

Stereo Compressorコンポーネントには入出力が各2つ
ずつとSIDECHAIN入力があります。

「Compressor」コントロール画面は、ゲインリダクション（GR）メーター、コンプレッ
サー曲線、出力レベルメーター、コンプレッサーコントロール類から構成されていま
す。

「Stereo Compressor」コントロール画面は、ゲインリダクション（GR）メーター、コンプ
レッサー曲線、出力レベルメーター、コンプレッサーコントロール類から構成されて
います。
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ゲインリダクション（GR）メーターはコンプレッサーによるゲインの減衰量を表示し
ます。コンプレッサー曲線はコンプレッサーの効果を表示します。このグラフの縦軸
は出力信号レベル、横軸は入力信号レベルを表し、グラフの傾きが45°の場合は入力信
号レベルが出力信号レベルと同等、つまりコンプレッサー効果がないことを表しま
す。出力メーターは出力信号レベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

MUTE ON/OFF 出力をミュートします。

ON/OFF ON/OFF コンプレッサーをオン／オフします。

SIDECHAIN ON/OFF
トリガーソースとしてサイドチェーン入力を選択し
ます。

THRESHOLD －54dB～0dB スレッショルド値を設定します。

RATIO 1：1～－Inf.：1 圧縮比を設定します。

KNEE HARD, 1, 2, 3, 4, 5 コンプレッサーのかかり方を設定します。

ATTACK 0ms～120ms アタックタイムを設定します。

RELEASE †1 リリースタイムを設定します。

GAIN 0.0dB～＋18.0dB 出力ゲインを設定します。

†1. 5ms～42.3sec（fs＝48kHz）、6ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）

SIDECHAIN（サイドチェーン）―SIDECHAINがオフのときは、コンプレッサーは入
力信号でトリガーされます。ステレオコンプレッサーでは両チャンネルの入力がミッ
クスされてトリガー信号となります。高い方のレベルの信号がトリガーになります。
SIDECHAINがオンのときは、サイドチェーン入力の信号がトリガーになります。

THRESHOLD（スレッショルド）―コンプレッサーが作用するトリガー信号レベルを
設定します。トリガーレベルがスレッショルドまで到達しない信号は、圧縮されませ
ん。レベルがスレッショルドを越えたトリガー信号は、RATIOパラメーターで指定し
た比率に応じてコンプレッサーで圧縮されます。

RATIO（レシオ）―圧縮率を指定します。これはトリガー信号のレベル変化に対する
出力信号のレベル変化の比率を表したものです。たとえばレシオが2：1の場合、スレッ
ショルドを越えたトリガー信号レベルが10dB変化すると、出力レベルは5dB変化しま
す。また、5：1のレシオでは、トリガーレベルが10dB変化すると、出力レベルは2dB変化
します。10：1以上のレシオではコンプレッサーというよりリミッター機能になりま
す。
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操作の前に�

KNEE（ニー）―信号がスレッショルドを越えてからどのように圧縮されるかを設定
します。HARDに設定すると、トリガー信号のレベルがスレッショルドを越えたらす
ぐに指定されたレシオにしたがって圧縮されます。また、1～5（5＝最もソフト）の設定
では、スレッショルドを越えてから少しずつ圧縮がかかっていくので、より自然なサ
ウンドになります。これを「ソフトニー圧縮」と呼びます。

ATTACK（アタック）―コンプレッサーが作動してからどのくらいの時間で信号が圧
縮されるかを設定します。アタックタイムが速い場合は、信号がほぼ瞬時に圧縮され
ます。アタックタイムが遅い場合は、サウンドの初期アタック部分は圧縮されません。
アタックタイムの設定は1～5ミリ秒程度から始めてみるといいでしょう。

RELEASE（リリース）―トリガー信号のレベルがスレッショルドより下がってから
どのくらいの時間でコンプレッサーが通常のゲインに戻るかを設定します。リリース
タイムが短すぎるとゲインが急激に戻るため、音が飛び出すように聞こえます（ゲイ
ンの変動が耳につきます）。ところがリリースが長すぎると、ゲインが戻らないうちに
次のレベルの高い信号が入力されてしまい、圧縮が適切に行われないおそれがありま
す。リリースタイムの設定は、0.1～0.5秒程度から始めるといいでしょう。

GAIN（ゲイン）―コンプレッサーの出力信号レベルを設定します。圧縮によって生じ
る全体的なレベルの変化を補正するために使用します。
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De-Esser、Stereo De-Esser（ディエッサー、ステレオ
ディエッサー）

De-Esserの基本的な役割は指定周波数以上の信号を圧縮することで、主にスピーチに
含まれるサ行などの歯擦音によるノイズを抑えます。モノチャンネルとステレオチャ
ンネルの2つのDe-Esserコンポーネントがあります。

De-Esserコンポーネントには入出力が各1つずつあり
ます。

Stereo De-Esserコンポーネントには入出力が各2つず
つあります。

「De-Esser」コントロール画面は、ゲインリダクション（GR）メーター、ディエッサー曲
線、出力レベルメーター、ディエッサーコントロール類から構成されています。

「Stereo De-Esser」コントロール画面は、ゲインリダクション（GR）メーター、ディエッ
サー曲線、出力レベルメーター、ディエッサーコントロール類から構成されています。

Dynamics（ダイナミクス）
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ゲインリダクション（GR）メーターはディエッサーによるゲインの減衰量を表示しま
す。ディエッサー曲線はディエッサーの効果を表示します。このグラフの縦軸は出力
信号レベル、横軸は入力信号レベルを表し、グラフの傾きが45°の場合は入力信号レベ
ルが出力信号レベルと同等、つまりディエッサー効果がないことを表します。出力
メーターは出力信号レベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

MUTE ON/OFF 出力をミュートします。

ON/OFF ON/OFF ディエッサーをオン／オフします。

THRESHOLD －54dB～0dB スレッショルド値を設定します。

RATIO 1：1～－Inf.：1 圧縮比を設定します。

KNEE HARD, 1, 2, 3, 4, 5 ディエッサーのかかり方を設定します。

ATTACK 0ms～120ms アタックタイムを設定します。

RELEASE †1 リリースタイムを設定します。

GAIN 0.0dB～＋18.0dB 出力ゲインを設定します。

FREQ 80.0Hz～10.0kHz 圧縮をかける信号の最低周波数を設定します。

†1. 5ms～42.3sec（fs＝48kHz）、6ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）

THRESHOLD（スレッショルド）―ディエッサーが作用する入力信号レベルを設定し
ます。ステレオディエッサーでは両チャンネルの入力がミックスされてトリガー信号
となります。高い方のレベルの信号がトリガーになります。トリガー信号レベルがス
レッショルドまで到達せず指定周波数以下の信号は、ディエッサーの影響を受けませ
ん。レベルがスレッショルドを越え指定周波数以上の信号は、RATIOパラメーターで
指定した比率に応じて圧縮されます。

RATIO（レシオ）―圧縮率を指定します。これは指定された周波数以上での入力信号の
レベル変化に対する出力信号のレベル変化の比率を表したものです。たとえばレシオ
が2：1の場合、スレッショルドを越えた入力信号レベルが10dB変化すると、出力レベル
は5dB変化します。また、5：1のレシオでは、入力レベルが10dB変化すると、出力レベルは
2dB変化します。10：1以上のレシオではコンプレッサーというよりリミッター機能にな
ります。

KNEE（ニー）―信号がスレッショルドを越えてからどのように圧縮されるかを設定
します。HARDに設定すると、入力信号のレベルがスレッショルドを越えたらすぐに
指定されたレシオにしたがって指定周波数以上の信号が圧縮されます。また、1～5（5
＝最もソフト）の設定では、スレッショルドを越えてから少しずつ圧縮がかかってい
くので、より自然なサウンドになります。

ATTACK（アタック）―ディエッサーがトリガーされてからどのくらいの時間で信号が
圧縮されるかを設定します。アタックタイムが速い場合は、信号がほぼ瞬時に圧縮され
ます。アタックタイムが遅い場合は、サウンドの初期アタック部分は圧縮されません。

RELEASE（リリース）―トリガー信号のレベルがスレッショルドより下がってから
どのくらいの時間でディエッサーが通常のゲインに戻るかを設定します。リリースタ
イムが短すぎるとゲインが急激に戻るため、音が飛び出すように聞こえます（ゲイン
の変動が耳につきます）。ところがリリースが長すぎると、ゲインが戻らないうちに次
のレベルの高い指定周波数以上の信号が入力されてしまい、圧縮が適切に行われない
おそれがあります。

GAIN（ゲイン）―ディエッサーの出力信号レベルを設定します。圧縮によって生じる
指定周波数以上の信号のレベルの変化を補正するために使用します。

FREQ（フリケンシー）―ディエッサーが動作しているときに圧縮をかける信号の最
低周波数を設定します。
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Ducker、Stereo Ducker（ダッカー、ステレオダッカー）

Duckerは別の音源をトリガーとして、信号レベルをダイナミックに調整します。
Duckerコンポーネント自身でトリガーすることも［SIDECHAIN］ボタンで外部トリ
ガーすることもできます。モノチャンネルとステレオチャンネルの2つのDuckerコン
ポーネントがあります。

Duckerコンポーネントには入出力が各1つずつと
SIDECHAIN入力があります。

Stereo Duckerコンポーネントには入出力が各2つずつ
とSIDECHAIN入力があります。

「Ducker」コントロール画面は、ゲインリダクション（GR）メーター、ダッカー曲線、出
力レベルメーター、ダッカーコントロール類から構成されています。

「Stereo Ducker」コントロール画面は、ゲインリダクション（GR）メーター、ダッカー曲
線、出力レベルメーター、ダッカーコントロール類から構成されています。

Dynamics（ダイナミクス）
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ゲインリダクション（GR）メーターはダッカーによるゲインの減衰量を表示します。
ダッカー曲線はダッカーの効果を表示します。このグラフの縦軸は出力信号レベル、
横軸は入力信号レベルを表し、グラフの傾きが45°の場合は入力信号レベルが出力信
号レベルと同等、つまりダッカー効果がないことを表します。出力メーターは出力信
号レベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

MUTE ON/OFF 出力をミュートします。

ON/OFF ON/OFF ダッカーをオン／オフします。

SIDECHAIN ON/OFF
トリガーソースとしてサイドチェーン入力を選択し
ます。

THRESHOLD －54dB～0dB スレッショルド値を設定します。

RANGE －70dB～0dB レンジを設定します。

ATTACK 0ms～120ms アタックタイムを設定します。

HOLD †1 ホールドタイムを設定します。

DECAY †2 ディケイタイムを設定します。

†1. 0.02ms～1.96sec（fs＝48kHz）、0.02ms～2.13sec（fs＝44.1kHz）
†2. 5ms～42.3sec（fs＝48kHz）、6ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）

SIDECHAIN（サイドチェーン）―SIDECHAINがオフのときは、ダッカーは入力信号
でトリガーされます。ステレオダッカーでは両チャンネルの入力がミックスされてト
リガー信号となります。高い方のレベルの信号がトリガーになります。SIDECHAINが
オンのときは、サイドチェーン入力の信号がトリガーになります。

THRESHOLD（スレッショルド）―ダッキングを作動させるトリガー信号のレベルを
設定します。スレッショルドより低い場合は、ダッキングが作動しません。信号がス
レッショルドを越えるとダッキングが作動し、RANGEパラメーターの設定に応じて
信号が減衰します。

RANGE（レンジ）―信号をダッキ
ングしたときのレベルを設定しま
す。－70dBに設定すると、実際には
信号がカットされます。また、
－30dBの設定では信号が30dB減
衰し、0dBの設定ではダッキング効
果が起こらなくなります。

ATTACK（アタック）―ダッカー
が、作動してからどのくらいの時
間で信号をダッキングさせるかを
設定します。アタックタイムが速
い場合は、信号がほぼ瞬時にダッ
キングされます。また、アタックタ
イムが遅い場合は、ダッキング効
果により信号がフェードインしま
す。アタックタイムが速すぎると
レベル変化が唐突に聞こえますの
で、ご注意ください。

HOLD（ホールド）―トリガー信号がスレッショルドより下がってからどのくらいの
時間ダッキングの動作を続けるかを設定します。

DECAY（ディケイ）―トリガー信号のレベルがスレッショルドより下がってからどの
くらいの時間で、ダッカーが信号を通常のゲインに戻すかを設定します。
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Expander、Stereo Expander（エクスパンダー、ステレオ
エクスパンダー）

Expanderは信号のダイナミックレンジを広げることでノイズなどの低レベル信号を
軽減させ、その結果S/N比を向上させます。モノチャンネルとステレオチャンネルの2
つのExpanderコンポーネントがあります。

Expanderコンポーネントには入出力が各1つずつと
SIDECHAIN入力があります。

Stereo Expanderコンポーネントには入出力が各2つず
つとSIDECHAIN入力があります。

「Expander」コントロール画面は、ゲインリダクション（GR）メーター、エクスパンダー
曲線、出力レベルメーター、エクスパンダーコントロール類から構成されています。

「Stereo Expander」コントロール画面は、ゲインリダクション（GR）メーター、エクスパ
ンダー曲線、出力レベルメーター、エクスパンダーコントロール類から構成されてい
ます。

Dynamics（ダイナミクス）
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DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

ゲインリダクション（GR）メーターはエクスパンダーによるゲインの減衰量を表示し
ます。エクスパンダー曲線はエクスパンダーの効果を表示します。このグラフの縦軸
は出力信号レベル、横軸は入力信号レベルを表し、グラフの傾きが45°の場合は入力信
号レベルが出力信号レベルと同等、つまりエクスパンダー効果がないことを表しま
す。出力メーターは出力信号レベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

MUTE ON/OFF 出力をミュートします。

ON/OFF ON/OFF エクスパンダーをオン／オフします。

SIDECHAIN ON/OFF
トリガーソースとしてサイドチェーン入力を選択し
ます。

THRESHOLD －54dB～0dB スレッショルド値を設定します。

RATIO 1：1～－Inf.：1 伸長率を設定します。

KNEE HARD, 1, 2, 3, 4, 5 エクスパンダーのかかり方を設定します。

ATTACK 0ms～120ms アタックタイムを設定します。

RELEASE †1 リリースタイムを設定します。

GAIN 0.0dB～＋18.0dB 出力ゲインを設定します。

†1. 5ms～42.3sec（fs＝48kHz）、6ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）

SIDECHAIN（サイドチェーン）―SIDECHAINがオフのときは、エクスパンダーは入
力信号でトリガーされます。ステレオエクスパンダーでは両チャンネルの入力がミッ
クスされてトリガー信号となります。高い方のレベルの信号がトリガーになります。
SIDECHAINがオンのときは、サイドチェーン入力の信号がトリガーになります。

THRESHOLD（スレッショルド）―エクスパンダーを作動するトリガー信号のレベル
を設定します。スレッショルドを越えた信号にはエクスパンダーはかかりません。ト
リガー信号レベルがスレッショルドより低い信号は、RATIOパラメーターで指定され
たレシオに応じて減衰します。

RATIO（レシオ）―エクスパンダーの比率を指定します。これはトリガー信号のレベ
ル変化に対する出力信号のレベル変化の比率を表したものです。比率が2：1の場合、ト
リガー信号レベルがスレッショルドより低い領域で5dB変化すると、出力レベルは
10dBの変化となります。また、5：1の比率ではトリガーレベルが2dB変化すると、出力
レベルが10dB変化します。Inf.（無限）：1の比率ではゲートと同じ効果になります。

KNEE（ニー）―信号がスレッショルドより下がってからどのように伸長されるかを
設定します。HARDに設定すると、トリガー信号のレベルがスレッショルドより下
がったらすぐに指定されたレシオで伸長されます。また、1～5（ハード～ソフト）の設
定では、スレッショルドより下がる前から少しずつ伸長されていくので、より自然な
サウンドになります。
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ATTACK（アタック）―エクスパンダーが作動してからどのくらいの時間で信号を伸
長するかを設定します。アタックタイムが速い場合は、信号がほぼ瞬時に伸長されま
す。アタックタイムが遅い場合は、サウンドのアタック部分は伸長されません。アタッ
クタイムを設定するには1～5ミリ秒程度から始めるといいでしょう。

RELEASE（リリース）―トリガー信号のレベルがスレッショルドを越えてからどの
くらいの時間でエクスパンダーが通常のゲインに戻るかを設定します。リリースタイ
ムが短すぎるとゲインが急激に戻るため、音が飛び出すように聞こえます（ゲインの
変動が耳につきます）。ところがリリースが長すぎると、ゲインが戻らないうちに次の
レベルの低い信号が入力されてしまい、伸長が適切に行われないおそれがあります。
リリースタイムの設定は、0.1～0.5秒程度から始めるといいでしょう。

GAIN（ゲイン）―エクスパンダーの出力信号レベルを設定します。伸長によって生じ
る全体的なレベルの変化を補正するために使用します。

Dynamics（ダイナミクス）
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Gate、Stereo Gate（ゲート、ステレオゲート）

Gate、またはノイズゲートと呼ばれるこのタイプは、本来スレッショルドレベルより
低い信号をミュートさせるオーディオスイッチのようなものです。モノチャンネルと
ステレオチャンネルの2つのGateコンポーネントがあります。

Ga t eコンポーネントには入出力が各1つずつと
SIDECHAIN入力があります。

Stereo Gateコンポーネントには入出力が各2つずつと
SIDECHAIN入力があります。

「Gate」コントロール画面は、ゲインリダクション（GR）メーター、ゲート曲線、出力レ
ベルメーター、ゲートコントロール類から構成されています。

「Stereo Gate」コントロール画面は、ゲインリダクション（GR）メーター、ゲート曲線、
出力レベルメーター、ゲートコントロール類から構成されています。

ゲインリダクション（GR）メーターはゲートによるゲインの減衰量を表示します。
ゲート曲線はゲードの効果を表示します。このグラフの縦軸は出力信号レベル、横軸
は入力信号レベルを表し、グラフの傾きが45°の場合は入力信号レベルが出力信号レ
ベルと同等、つまりゲート効果がないことを表します。出力メーターは出力信号レベ
ルを表示します。
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パラメーター 設定範囲 機能

MUTE ON/OFF 出力をミュートします。

ON/OFF ON/OFF ゲートをオン／オフします。

SIDECHAIN ON/OFF
トリガーソースとしてサイドチェーン入力を選択し
ます。

THRESHOLD －54dB～0dB スレッショルド値を設定します。

RANGE －70dB～0dB レンジを設定します。

ATTACK 0ms～120ms アタックタイムを設定します。

HOLD †1 ホールドタイムを設定します。

DECAY †2 ディケイタイムを設定します。

†1. 0.02ms～1.96sec（fs＝48kHz）、0.02ms～2.13sec（fs＝44.1kHz）
†2. 5ms～42.3sec（fs＝48kHz）、6ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）

SIDECHAIN（サイドチェーン）―SIDECHAINがオフのときは、ゲートは入力信号で
トリガーされます。ステレオゲートでは両チャンネルの入力がミックスされてトリ
ガー信号となります。高い方のレベルの信号がトリガーになります。SIDECHAINがオ
ンのときは、サイドチェーン入力の信号がトリガーになります。

THRESHOLD（スレッショルド）―ゲートが閉じて信号がカットされるトリガー信号
レベルを設定します。スレッショルドを越えた信号は影響を受けずにそのまま通過
し、スレッショルドよりレベルの低いトリガー信号ではゲートが閉じます。

RANGE（レンジ）―ゲートを閉じ
るときのレベルを設定します。少
し開いた門をブロックで開けたま
ま固定するようなもので、常に一
定量の信号が通過するように設定
できます。－70dBの設定では、トリ
ガー信号がスレッショルドより低
い場合はゲートが完全に閉じま
す。－30dBの設定ではゲートがそ
のレベルまで閉じ、0dBの設定では
ゲートが無効となります。ゲート
をかけすぎると信号が突然消える
ために響きが不自然になることが
あります。このパラメーターを使
えば、ゲートで信号を完全にカッ
トしてしまうのではなく、信号レ
ベルを減衰させる用途に利用でき
ます。

ATTACK（アタック）―トリガー信号がスレッショルドを越えてからどのくらいの時
間でゲートが開くかを設定します。アタックタイムを遅くすれば、パーカッシブサウ
ンドの最初の立ち上がり部分を除去する用途に使えます。あまり遅くしすぎると、サ
ウンドが逆方向に再生されているように聞こえることがあります。

HOLD（ホールド）―トリガー信号がスレッショルドより下がってからどのくらいの
時間ゲートを開けておくかを設定します。

DECAY（ディケイ）―上記のホールドタイムが終わってからどのくらいの時間でゲー
トを閉じるかを設定します。ディケイタイムが長いほど自然なゲートの効果が得ら
れ、楽器の自然な減衰音を再現できます。
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Effect（エフェクト）
エフェクトグループには23種類のコンポーネントを用意しています。

Reverb（リバーブ）系のエフェクト

Reverb Hall、Reverb Room、Reverb Stage、Reverb Plate、Early Ref、Gate Reverb、Reverse
Gateがあります。

Delay（ディレイ）系のエフェクト

Mono Delay、Stereo Delay、Mod Delay、Delay LCR、Echoがあります。

Modulation（モジュレーション）系のエフェクト

Chorus、Flange、Symphonic、Phaser、Auto Pan、Tremolo、HQ Pitch、Dual Pitch、Mod Filter、
Dyna Filter、Dyna Flangeがあります。

Reverb Hall、Reverb Room、Reverb Stage、Reverb
Plate

Reverb Hallコンポーネントはコンサートホールなどの広い空間をシミュレートし、
Reverb Roomはそれより小さな空間（部屋）での響きをシミュレートします。また、
Reverb Stageはボーカルに理想的なライブステージでの音響をシミュレートし、Reverb
Plateでは鉄板エコーの硬めの残響感が得られます。

いずれのコンポーネントも入力が1つとステレオ出力があります。各コンポーネント
はリバーブアルゴリズムが異なるだけで他はまったく同じなので、ここでは「Reverb
Hall」コントロール画面だけをご紹介します。

どのコントロール画面も、リバーブコントロール類、入力レベルメーター、ステレオ出
力レベルメーターで構成されています。
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INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターはステレオ出力信号のレベルを表示し
ます。

パラメーター 設定範囲 機能

REV TIME 0.3～99.0sec リバーブの残響の長さ

INI.DLY 0.0～500.0ms リバーブの初期反射音が出るまでの遅延時間

HI.RATIO 0.1～1.0
リバーブの高域成分の残響時間をREV TIMEに対する
比率で表したもの

LO.RATIO 0.1～2.4
リバーブの低域成分の残響時間をREV TIMEに対する
比率で表したもの

DIFF. 0～10 リバーブ音の左右のひろがり

DENSITY 0～100% リバーブの密度

HPF THRU, 21.2Hz～8.00kHz
ハイパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）

LPF 50.0Hz～16.0kHz, THRU
ローパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）

E/R DLY 0.0～100.0ms 初期反射音（ER）からリバーブまでの遅延時間

E/R BAL. 0～100%
初期反射音とリバーブの音量バランス（0%＝リバー
ブのみ、100%＝初期反射音のみ）

GATE LVL OFF, －60～0dB
ゲートのスレッショルドレベル（OFF＝ゲートをオ
フ）

ATTACK 0～120ms ゲートが開くのにかかる時間

HOLD †1 ゲートが閉じ始めるまでの時間

DECAY †2 ゲートが閉じる速さ

†1. 0.02ms～2.13sec（fs＝44.1kHz）、0.02ms～1.96sec（fs＝48kHz）
†2. 6ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）、5ms～42.3sec（fs＝48kHz）
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Early Ref.

Early Ref.コンポーネントは残響の初期反射音（ER）のみを取り出したエフェクトで
す。リバーブよりも派手な効果が得られます。

Early Ref.コンポーネントには入力が1つとステレオ出力
があります。

「Early Ref.」コントロール画面は、初期反射音コントロール類、入力レベルメーター、
ステレオ出力レベルメーター、初期反射音パターンのタイプセレクター（TYPE）で構
成されています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターはステレオ出力信号のレベルを表示し
ます。

パラメーター 設定範囲 機能

ROOMSIZE 0.1～20.0 部屋の大きさ、つまり反射音の間隔

LIVENESS 0～10
反射音の減衰のしかた（0＝反射音なし、10＝反射音最
多）

INI.DLY 0.0～500.0ms 反射音が出るまでの遅延時間

DIFF. 0～10 反射音の左右のひろがり

DENSITY 0～100% 反射音の密度

ER NUM. 1～19 反射音の本数

HI.RATIO 0.1～1.0 フィードバックの高域成分の量

FB. GAIN －99～＋99% フィードバックの量

HPF THRU, 21.2Hz～8.00kHz
ハイパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）

LPF 50.0Hz～16.0kHz, THRU
ローパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）

TYPE †1 初期反射音（ER）のパターンのタイプ

†1. S-Hall（small hall）、L-Hall（large hall）、Random、Reverse、Plate、Spring
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Gate Reverb & Reverse Gate

Gate Reverbコンポーネントはゲート付きアーリーリフレクションで、Reverse Gateコ
ンポーネントはリバースゲート付きアーリーリフレクションです。

両コンポーネントとも入力が1つとステレオ出力があります。各コンポーネントはリ
バーブアルゴリズムが異なるだけで他はまったく同じなので、ここでは「Gate Reverb」
コントロール画面だけをご紹介します。

各コントロール画面は、初期反射音コントロール類、入力レベルメーター、ステレオ出
力レベルメーター、初期反射音パターンのタイプセレクター（TYPE）で構成されてい
ます。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターはステレオ出力信号のレベルを表示し
ます。

パラメーター 設定範囲 機能

ROOMSIZE 0.1～20.0 部屋の大きさ、つまり反射音の間隔

LIVENESS 0～10
反射音の減衰のしかた（0＝反射音なし、10＝反射音最
多）

INI.DLY 0.0～500.0ms 反射音が出るまでの遅延時間

DIFF. 0～10 反射音の左右のひろがり

DENSITY 0～100% 反射音の密度

ER NUM. 1～19 反射音の本数

HI.RATIO 0.1～1.0 フィードバックの高域成分の量

FB. GAIN －99～＋99% フィードバックの量

HPF THRU, 21.2Hz～8.00kHz
ハイパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）

LPF 50.0Hz～16.0kHz, THRU
ローパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）

TYPE Type-A, Type-B 初期反射音（ER）のパターンのタイプ
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Mono Delay

Mono Delayコンポーネントはシンプルなモノチャンネルのディレイです。

Mono Delayコンポーネントには入力が1つ、出力が1つあ
ります。

「Mono Delay」コントロール画面は、ディレイコントロール類、入力レベルメーター、
出力レベルメーターで構成されています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

DELAY 0.0～2730.0ms ディレイタイム

FB.GAIN －99～＋99%
フィードバックの量（正相フィードバックではプラス
の値、逆相フィードバックではマイナスの値）

HI.RATIO 0.1～1.0 フィードバックの高域成分の量

HPF THRU, 21.2Hz～8.00kHz
ハイパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）

LPF 50.0Hz～16.0kHz, THRU
ローパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）
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Stereo Delay

Stereo Delayコンポーネントは左右独立したディレイとフィードバックが調整できる
2チャンネルディレイです。

Stereo Delayコンポーネントには入力が2つ、出力が2つあ
ります。

「Stereo Delay」コントロール画面は、ディレイコントロール類、入力レベルメーター、
出力レベルメーターで構成されています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

DELAY L 0.0～1350.0ms Lチャンネルのディレイタイム

FB.G L －99～＋99%

Lチャンネルのフィードバックの量（正相フィード
バックではプラスの値、逆相フィードバックではマイ
ナスの値）

DELAY R 0.0～1350.0ms Rチャンネルのディレイタイム

FB.G R －99～＋99%

Rチャンネルのフィードバックの量（正相フィード
バックではプラスの値、逆相フィードバックではマイ
ナスの値）

HI.RATIO 0.1～1.0 フィードバックの高域成分の量

HPF THRU, 21.2Hz～8.00kHz
ハイパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）

LPF 50.0Hz～16.0kHz, THRU
ローパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）
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Mod Delay

Mod Delayコンポーネントはモジュレーション付きのモノディレイです。

Mod Delayコンポーネントには入力が1つとステレオ出
力があります。

「Mod Delay」コントロール画面は、ディレイコントロール類、入力レベルメーター、ス
テレオ出力レベルメーターで構成されています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターはステレオ出力信号のレベルを表示し
ます。

パラメーター 設定範囲 機能

DELAY 0.0～2725.0ms ディレイタイム

FB.GAIN －99～＋99%
フィードバックの量（正相フィードバックではプラス
の値、逆相フィードバックではマイナスの値）

HI.RATIO 0.1～1.0 フィードバックの高域成分の量

FREQ. 0.05～40.00Hz モジュレーションの速度

DEPTH 0～100% モジュレーションの深さ

HPF THRU, 21.2Hz～8.00kHz
ハイパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）

LPF 50.0Hz～16.0kHz, THRU
ローパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）

WAVE SINE, TRI モジュレーションの波形
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Delay LCR

Delay LCRコンポーネントは左、センター、右の3タップ付きモノチャンネルディレイ
です。

Delay LCRコンポーネントには入力が1つとステレオ出
力があります。

「Delay LCR」コントロール画面は、ディレイコントロール類、入力レベルメーター、ス
テレオ出力レベルメーターで構成されています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターはステレオ出力信号のレベルを表示し
ます。

パラメーター 設定範囲 機能

DELAY L 0.0～2730.0ms Lチャンネルのディレイタイム

DELAY C 0.0～2730.0ms センターチャンネルのディレイタイム

DELAY R 0.0～2730.0ms Rチャンネルのディレイタイム

LEVEL L －100～＋100% Lチャンネルのレベル

LEVEL C －100～＋100% センターチャンネルのレベル

LEVEL R －100～＋100% Rチャンネルのレベル

FB.DLY 0.0～2730.0ms フィードバックのディレイタイム

FB.GAIN －99～＋99%
フィードバックの量（正相フィードバックではプラス
の値、逆相フィードバックではマイナスの値）

HI.RATIO 0.1～1.0 フィードバックの高域成分の量

HPF THRU, 21.2Hz～8.00kHz
ハイパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）

LPF 50.0Hz～16.0kHz, THRU
ローパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）



152 第9章　コンポーネントガイド―第2部

DME32―取扱説明書

はじめに�

各部の名称�
と機能�

コンフィグ�
レーション�
の構築�

Runモード�

ソフトウェア�
"DME Manager"�
のその他の機能�

コンポーネント�
ガイド―第1部�

コンポーネント�
ガイド―第2部�

フロント�
パネルの�
操作�

GPI�
インター�
フェース�

ワード�
クロック�

複数台の�
DME32�
システム�

I/O�
オプション�

MIDI

付 録�

PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

Echo

Echoコンポーネントは左 右独立したディレイとフィードバックが調整できる2チャ
ンネルディレイで、左から右へまた右から左へのフィードバックも可能です。

Echoコンポーネントには入力が2つ、出力が2つありま
す。

「Echo」コントロール画面は、エコーコントロール類、入力レベルメーター、出力レベル
メーターで構成されています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

DELAY L 0.0～1350.0ms Lチャンネルのディレイタイム

FB.D L 0.0～1350.0ms Lチャンネルのフィードバックのディレイタイム

FB.G L －99～＋99%

Lチャンネルのフィードバック量（正相フィードバッ
クではプラスの値、逆相フィードバックではマイナス
の値）

DELAY R 0.0～1350.0ms Rチャンネルのディレイタイム

FB.D R 0.0～1350.0ms Rチャンネルのフィードバックのディレイタイム

FB.G R －99～＋99%

Rチャンネルのフィードバック量（正相フィードバッ
クではプラスの値、逆相フィードバックではマイナス
の値）

L→R FB.G －99～＋99%

Lチャンネルの出力からRチャンネルにフィードバッ
クする量（正相フィードバックではプラスの値、逆相
フィードバックではマイナスの値）

R→L FB.G －99～＋99%

Rチャンネルの出力からLチャンネルにフィードバッ
クする量（正相フィードバックではプラスの値、逆相
フィードバックではマイナスの値）

HI.RATIO 0.1～1.0 フィードバックの高域成分の量

HPF THRU, 21.2Hz～8.00kHz
ハイパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）

LPF 50.0Hz～16.0kHz, THRU
ローパスフィルターのカットオフ周波数（THRU＝
フィルターをオフ）
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Chorus

Chorusコンポーネントは2チャンネルコーラス効果を作り出します。

Chorusコンポーネントには入力が2つ、出力が2つありま
す。

「Chorus」コントロール画面は、コーラスコントロール類、入力レベルメーター、出力レ
ベルメーター、モジュレーションウェーブセレクター（WAVE）で構成されています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

FREQ. 0.05～40.00Hz モジュレーションの速度

PM DEPTH 0～100% パルスモジュレーションの深さ

AM DEPTH 0～100% アンプリチュードモジュレーションの深さ

MOD.DLY 0.0～500.0ms モジュレーションのディレイタイム

WAVE SINE, TRI モジュレーションの波形
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Flange

Flangeコンポーネントは2チャンネルフランジ効果を作り出します。

Flangeコンポーネントには入力が2つ、出力が2つありま
す。

「Flange」コントロール画面は、フランジャーコントロール類、入力レベルメーター、出
力レベルメーター、モジュレーションウェーブセレクター（WAVE）で構成されていま
す。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

FREQ. 0.05～40.00Hz モジュレーションの速度

DEPTH 0～100% モジュレーションの深さ

FB.GAIN －99～＋99%
フィードバックの量（正相フィードバックではプラス
の値、逆相フィードバックではマイナスの値）

MOD.DLY 0.0～500.0ms モジュレーションのディレイタイム

WAVE SINE, TRI モジュレーションの波形
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Symphonic

Symphonicコンポーネントは通常のコーラスよりも豊かで2チャンネル変調効果が得
られるヤマハ独自のエフェクトです。

Symphonicコンポーネントには入力が2つ、出力が2つあ
ります。

「Symphonic」コントロール画面は、シンフォニックコントロール類、入力レベルメー
ター、出力レベルメーター、モジュレーションウェーブセレクター（WAVE）で構成さ
れています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

FREQ. 0.05～40.00Hz モジュレーションの速度

DEPTH 0～100% モジュレーションの深さ

MOD.DLY 0.0～500.0ms モジュレーションのディレイタイム

WAVE SINE, TRI モジュレーションの波形
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Phaser

Phaserコンポーネントは2～16段の位相シフト付き2チャンネルフェイザー効果を作
り出します。

Phaserコンポーネントには入力が1つとステレオ出力が
あります。

「Phaser」コントロール画面は、フェイザーコントロール類、入力レベルメーター、ステ
レオ出力レベルメーターで構成されています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

FREQ. 0.05～40.00Hz モジュレーションの速度

DEPTH 0～100% モジュレーションの深さ

FB.GAIN －99～＋99%
フィードバックの量（正相フィードバックではプラス
の値、逆相フィードバックではマイナスの値）

OFFSET 0～100 フェイズシフトのかかる周波数のオフセット

STAGE 2, 4, 6, 8, 10, 12, 14, 16 フェイズシフトの段数
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Auto Pan

Auto Panコンポーネントは2チャンネルのオートパンです。

Auto Panコンポーネントには入力が2つ、出力が2つあり
ます。

「Auto Pan」コントロール画面は、オートパンコントロール類、入力レベルメーター、出
力レベルメーター、方向セレクター（DIR）およびモジュレーションウェーブセレク
ター（WAVE）で構成されています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

FREQ. 0.05～40.00Hz モジュレーションの速度

DEPTH 0～100% モジュレーションの深さ

DIR. †1 パンニング効果の方向

WAVE SINE, TRI, SQR モジュレーションの波形（正弦波、三角波、矩形波）

†1. L←→R、L→R、L←R、Turn L、Turn R
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Tremolo

Tremoloコンポーネントは2チャンネルトレモロ効果を作り出します。

Tremoloコンポーネントには入力が2つ、出力が2つあり
ます。

「Tremolo」コントロール画面は、トレモロコントロール類、入力レベルメーター、出力
レベルメーター、モジュレーションウェーブセレクター（WAVE）で構成されていま
す。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

FREQ. 0.05～40.00Hz モジュレーションの速度

DEPTH 0～100% モジュレーションの深さ

WAVE SINE, TRI, SQR モジュレーションの波形（正弦波、三角波、矩形波）
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HQ. Pitch

HQ Pitchコンポーネントでは安定したピッチシフトが得られます。

HQ Pitchコンポーネントには入力が1つ、出力が1つあり
ます。

「HQ Pitch」コントロール画面は、ピッチコントロール類、入力レベルメーター、出力レ
ベルメーターで構成されています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

PITCH －12～＋12 semitones ピッチチェンジの変化量（半音単位）

FINE －50～＋50 cents ピッチチェンジの微調整（1セント単位）

DELAY 0.0～1000.0ms ピッチチェンジのディレイタイム

FB.GAIN －99～＋99%
フィードバックの量（正相フィードバックではプラス
の値、逆相フィードバックではマイナスの値）

MODE 1～10 ピッチチェンジの精度
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Dual Pitch

Dual Pitchコンポーネントは左右で別々の音程に設定できる2チャンネルピッチシフ
トです。

Dual Pitchコンポーネントには入力が2つ、出力が2つあり
ます。

「Dual Pitch」コントロール画面は、ピッチコントロール類、入力レベルメーター、出力
レベルメーターで構成されています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

PITCH 1 －24～＋24 semitones ピッチチェンジ1の変化量（半音単位）

FINE 1 －50～＋50 cents ピッチチェンジ1の微調整（1セント単位）

PAN 1 L16～CENTER～R16 ピッチチェンジ1のパンポット

DELAY 1 0.0～1000.0ms ピッチチェンジ1のディレイタイム

FB.G 1 －99～＋99%

ピッチチェンジ1のフィードバック量（正相フィード
バックではプラスの値、逆相フィードバックではマイ
ナスの値）

LEVEL 1 －100～＋100
ピッチチェンジ1のレベル 正相フィードバックではプ
ラスの値、逆相フィードバックではマイナスの値）

PITCH 2 －24～＋24 semitones ピッチチェンジ2の変化量（半音単位）

FINE 2 －50～＋50 cents ピッチチェンジ2の微調整（1セント単位）

PAN 2 L16～CENTER～R16 ピッチチェンジ2のパンポット

DELAY 2 0.0～1000.0ms ピッチチェンジ2のディレイタイム

FB.G 2 －99～＋99%

ピッチチェンジ2のフィードバック量（正相フィード
バックではプラスの値、逆相フィードバックではマイ
ナスの値）

LEVEL 2 －100～＋100
ピッチチェンジ2のレベル 正相フィードバックではプ
ラスの値、逆相フィードバックではマイナスの値）

MODE 1～10 ピッチチェンジの精度
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Mod Filter

Mod Filterコンポーネントは2チャンネル変調フィルターエフェクトです。

Mod Filterコンポーネントには入力が2つ、出力が2つあ
ります。

「Mod Filter」コントロール画面は、変調フィルターコントロール類、入力レベルメー
ター、出力レベルメーター、フィルタータイプセレクター（TYPE）で構成されていま
す。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

FREQ. 0.05～40.00Hz モジュレーションの速度

DEPTH 0～100% モジュレーションの深さ

OFFSET 0～100 フィルターの周波数のオフセット

RESO. 0～20 フィルターのレゾナンス

PHASE 0.00～354.375゜ LFOの左右の位相差

LEVEL 0～100 出力レベル

TYPE LPF, HPF, BPF
フィルターのタイプ（ローパスフィルター、ハイパス
フィルター、バンドパスフィルター）
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Dyna Filter

Dyna Filterコンポーネントは2チャンネルダイナミックフィルター効果を作り出しま
す。

Dyna Filterコンポーネントには入力が2つ、出力が2つあ
ります。

「Dyna Filter」コントロール画面は、フィルターコントロール類、入力レベルメーター、
出力レベルメーター、フィルタータイプセレクター（TYPE）および方向セレクター

（DIR）で構成されています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

SENSE 0～100 入力感度

OFFSET 0～100 フィルターの周波数のオフセット

RESO. 0～20 フィルターのレゾナンス

DECAY †1 フィルターの周波数の動く速さ

LEVEL 0～100 出力レベル

TYPE LPF, HPF, BPF フィルターのタイプ

DIR. Up, Down 入力に応じてフィルターの周波数の動く方向

†1. 6ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）、5ms～42.3sec（fs＝48kHz）
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Dyna Flange

Dyna Flangeコンポーネントは2チャンネルダイナミックフランジ効果を作り出しま
す。

Dyna Flangeコンポーネントには入力が2つ、出力が2つあ
ります。

「Dyna Flange」コントロール画面は、フランジャーコントロール類、入力レベルメー
ター、出力レベルメーター、方向セレクター（DIR）で構成されています。

INメーターは入力信号レベルを、OUTメーターは出力信号のレベルを表示します。

パラメーター 設定範囲 機能

SENSE 0～100 入力感度

FB. GAIN －99～＋99%
フィードバックの量（正相フィードバックではプラス
の値、逆相フィードバックではマイナスの値）

OFFSET 0～100 ディレイタイムのオフセット量

DECAY †1 共鳴周波数の動く速さ

DIR. Up, Down 入力に応じて共鳴周波数の動く方向

†1. 6ms～46.0sec（fs＝44.1kHz）、5ms～42.3sec（fs＝48kHz）
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EQ（イコライザー）
EQグループには8種類のコンポーネントがあり、5種類のPEQ（パラメトリックイコラ
イザー）、3種類のGEQ（グラフィックイコライザー）があります。

PEQ（パラメトリックイコライザー）

PEQ（パラメトリックイコライザー）は指定周波数の信号をブースト／カットします。

各PEQコンポーネントに入出力が1つずつあります。

いずれのPEQコンポーネントもバンド数が異なるだけで他はまったく同じなので、こ
こでは「4 BAND PEQ」コントロール画面だけをご紹介します。

どの「PEQ」コントロール画面も、EQグラフ、INPUT、EQ BAND、OUTPUTの各セクショ
ンから構成されています。
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PEQコンポーネントパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

ON/OFF ON/OFF コンポーネントをオン／オフします。

INPUT
LEVEL mute～0.0dB 入力信号レベルを設定します。

PHASE NOR/REV 入力信号を反転します。

Q 10～0.10 各バンドの選択度を設定します。

F 20.0Hz～20.0kHz 各バンドの周波数を設定します。

EQ BAND G －18dB～＋18dB 各バンドのゲインを設定します。

ON/OFF ON/OFF 各バンドをオン／オフします。

Type
†1 Peaking/L.Shelf or H.Shelf バンドのフィルタータイプを設定します。

OUTPUT LEVEL mute～0.0dB 出力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF 出力をミュートします。

†1. 最高バンドと最低バンドのみ

画面上部のEQグラフでは次の例のようにEQ設定をグラフで表示します。各EQバンド
の番号がグラフの上に表示されています。

各バンドの周波数（F）パラメーター、ゲイン（G）パラメーターは回転ノブを使うだけ
でなく、EQグラフ上に表示されている小さな丸印をドラッグして設定することもで
きます。カーソルをこの丸印の上に移動すると矢印が手の形になるので、曲線をド
ラッグして望ましい設定に変更します。

EQ（イコライザー）
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GEQ

GEQ（グラフィックイコライザー）はフェーダーを使用して指定周波数の信号をブー
スト／カットします。EQ曲線が表示されます。

各GEQコンポーネントに入出力が各1つずつあります。

いずれのGEQコンポーネントもバンド数が異なるだけでその他の部分はまったく同
じなので、ここでは「15 BAND GEQ」コントロール画面だけをご紹介します。

どの「GEQ」コントロール画面も、EQグラフ、INPUT、HPF、LPF、EQ BAND、OUTPUTの
各セクションから構成されています。バンド中心周波数は各フェーダーの上に表示さ
れています。

GEQコンポーネントパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

ON/OFF ON/OFF コンポーネントをオン／オフします。

INPUT
LEVEL mute～0.0dB 入力信号レベルを設定します。

PHASE NOR/REV 入力信号を反転します。

HPF
Frequency 20.0Hz～20.0kHz HPFカットオフ周波数を設定します。

ON ON/OFF HPFをオン／オフします。

LPF
Frequency 20.0Hz～20.0kHz LPFカットオフ周波数を設定します。

ON ON/OFF LPFをオン／オフします。

EQバンド Gain －15dB～＋15dB 各バンドのゲインを設定します。

OUTPUT LEVEL mute～0.0dB 出力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF 出力をミュートします。
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Fader（フェーダー）
Faderコントロールグループにはそれぞれ1、2、4、8、12、16チャンネルバージョンの6つ
のコンポーネントがあります。各チャンネルには入出力が各1つ、フェーダーがありま
す。

各Faderコンポーネントはチャンネル数が異なるだけで他はまったく同じなので、こ
こでは8チャンネルの「Fader Controller」コントロール画面だけをご紹介します。

Faderコンポーネントパラメーター

パラメーター 設定範囲 機能

フェーダー mute～10.0dB 各チャンネルの出力信号レベルを調整します。

Fader（フェーダー）
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Filter（フィルター）
FilterグループはHPF（ハイパスフィルター）、LPF（ローパスフィルター）、BPF（バンド
パスフィルター）、NOTCH（ノッチフィルター）の4種類のコンポーネントがあります。

HPF（ハイパスフィルター）

HPF（ハイパスフィルター）は指定周波数より下の信号を減衰させ、指定周波数以上の
信号をそのまま通過させます。

　HPFコンポーネントには入出力が各1つずつあります。

「HPF」コントロール画面は、INPUT、フィルター、OUTPUTの3つの部分から構成され
ます。

HPFコンポーネントパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

ON/OFF ON/OFF コンポーネントをオン／オフします。

INPUT
LEVEL mute～0.0dB 入力信号レベルを設定します。

PHASE NOR/REV 入力信号を反転します。

FREQ 20.0Hz～20.0kHz HPFカットオフ周波数を設定します。
フィルター

SLOPE －6dB/oct, －12dB/oct フィルタースロープを選択します。

OUTPUT LEVEL mute～0.0dB 出力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF 出力をミュートします。
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LPF（ローパスフィルター）

LPF（ローパスフィルター）は指定周波数より上の信号を減衰させ、指定周波数以下の
信号をそのまま通過させます。

　LPFコンポーネントには入出力が各1つずつあります。

「LPF」コントロール画面は、INPUT、フィルター、OUTPUTの3つの部分から構成されま
す。

LPFコンポーネントパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

ON/OFF ON/OFF コンポーネントをオン／オフします。

INPUT
LEVEL mute～0.0dB 入力信号レベルを設定します。

PHASE NOR/REV 入力信号を反転します。

FREQ 20.0Hz～20.0kHz LPFカットオフ周波数を設定します。
フィルター

SLOPE －6dB/oct, －12dB/oct フィルタースロープを選択します。

OUTPUT LEVEL mute～0.0dB 出力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF 出力をミュートします。

Filter（フィルター）
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BPF（バンドパスフィルター）

BPF（バンドパスフィルター）は指定中心周波数帯域の信号をそのまま通過させ、それ
以外の帯域の信号を減衰させます。

　BPFコンポーネントには入出力が各1つずつあります。

「BPF」コントロール画面は、INPUT、フィルター、OUTPUTの3つの部分から構成され
ます。

BPFコンポーネントパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

ON/OFF ON/OFF コンポーネントをオン／オフします。

INPUT
LEVEL mute～0.0dB 入力信号レベルを設定します。

PHASE NOR/REV 入力信号を反転します。

フィルター
FREQ 20.0Hz～20.0kHz BPF中心周波数を設定します。

Q 10～0.10 フィルターの選択度を設定します。

OUTPUT LEVEL mute～0.0dB 出力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF 出力をミュートします。
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Notch（ノッチフィルター）

Notch（ノッチフィルター）は指定中心周波数帯域の信号を減衰させ、それ以外の周波
数帯域の信号をそのまま通過させます。

　Notchコンポーネントには入出力が各1つずつあります。

「Notch」コントロール画面は、INPUT、フィルター、OUTPUTの3つの部分から構成され
ます。

Notchコンポーネントパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

ON/OFF ON/OFF コンポーネントをオン／オフします。

INPUT
LEVEL mute～0.0dB 入力信号レベルを設定します。

PHASE NOR/REV 入力信号を反転します。

フィルター
FREQ 20.0Hz～20.0kHz ノッチフィルターの中心周波数を設定します。

Q 10～0.10 フィルターの選択度を設定します。

OUTPUT LEVEL mute～0.0dB 出力信号レベルを設定します。

MUTE ON/OFF 出力をミュートします。

Filter（フィルター）
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Input/Output
Input/Outputグループには8つのコンポーネントがあります。4つのInputコンポーネン
トはスロットインプット1～32用、もう4つのOutputコンポーネントはスロットアウト
プット1～32用に使用します。

Input（インプット）

各Inputコンポーネントには8つの出力があります。

Inputコンポーネントのコントロール画面はありません。

InputコンポーネントはそれぞれDME32本体の4つのI/Oスロットに対応します。

SLOT コンポーネント

1 Slot 1 In（1～8）

2 Slot 2 In（9～16）

3 Slot 3 In（17～24）

4 Slot 4 In（25～32）

Output（出力）

各Outputコンポーネントには8つの入力があります。

Outputコンポーネントのコントロール画面はありません。

Outputコンポーネントは次のようにDME32本体の4つのI/Oスロットに対応します。

SLOT コンポーネント

1 Slot 1 Out（1～8）

2 Slot 2 Out（9～16）

3 Slot 3 Out（17～24）

4 Slot 4 Out（25～32）
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Matrix Mixer（マトリクスミキサー）
20種類のMatrix Mixerコンポーネントは入力数別に5つのグループ（2x、4x、8x、12x、
16x）に分類されています。

以下の図はグループ分けされたMatrix Mixerコンポーネントです。

いずれのMatrix Mixerコンポーネントも入出力数以外はまったく同じなので、ここで
は「Mixer404」コントロール画面のみをご紹介します。

「Matrix Mixer」コントロール画面には、［IN］、各種入力チャンネルコントロール類、
［OUT］の各セクションと、出力チャンネル用のフェーダー、メーターがあります。

チャンネルがソロされていると［SOLO OFF］は［SOLO ON］になります。インプット
チャンネルの［SOLO］ボタンをまとめて確認できないようなコントロール画面ではこ
この表示ボタンが便利です。

Matrix Mixer（マトリクスミキサー）
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OUTメーターは各出力信号のレベルを表示します。

セクション パラメーター 設定範囲 機能

バスレベル mute～10.0dB
出力チャンネルに入る各入力チャンネル信号
のレベルを設定します。

PHASE NOR/REV 各入力チャンネル信号を反転します。
IN

SOLO ON/OFF 各入力チャンネルをソロ状態にします。

ON/OFF ON/OFF 各入力チャンネルをオン／オフします。

フェーダー mute～10.0dB 各入力チャンネルレベルを設定します。

OUT
ON/OFF ON/OFF 各出力チャンネルをオン／オフします。

フェーダー mute～10.0dB 各出力チャンネルレベルを設定します。

出力が1つだけのMatrix Mixerコンポーネントにはバスレベルコントロールがありま
せん。また単一の出力チャンネルに送られる入力チャンネル信号のレベルは入力チャ
ンネルフェーダーでのみ調整します。

7つ以上の入力または出力を持つMatrix Mixerコンポーネントは6チャンネルごとにブ
ロックとして各ページにまとめられ、コントロール画面上部のタブをクリックして任
意のブロックを選択します。下記は16x12Matrix Mixerの表示例です。

6つ以上の出力を持つコンポーネント（つまり入力チャンネルごとに6つ以上の
バスレベルコントロールを持つコンポーネント）では、INセクションの左側にあ
る上下の矢印をクリックすることでバスレベルを設定するコントロールノブを
スクロール表示させます。
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以下のMatrix Mixerが使用できます。

グループ Matrix Mixer 入力 出力

2x
2x1

2
1

2x2 2

4x1 1

4x 4x2 4 2

4x4 4

8x1 1

8x
8x2

8
2

8x4 4

8x8 8

12x1 1

12x2 2

12x 12x4 12 4

12x8 8

12x12 12

16x1 1

16x2 2

16x
16x4

16
4

16x8 8

16x12 12

16x16 16

Matrix Mixer（マトリクスミキサー）
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Meter（メーター）
Meterグループにはそれぞれ1、2、4、8、12、16チャンネルを持つ6つのコンポーネントが
あります。

各Meterコンポーネントはチャンネル数が異なるだけで他はまったく同じなので、こ
こでは8チャンネルの「Meter 8」コントロール画面だけをご紹介します。

どのスイッチコントロール画面も、12セグメントのレベルメーターがあります。

Meterコンポーネントパラメーター

パラメーター 設定範囲 機能

Meter －60, －30, －18, －12, －6, CLIP 各チャンネルの信号レベルを表示します。
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Misc（その他）
その他のグループにはGain Trimmer（ゲイントリマー）、Oscillator（オシレーター）、
System Mute（システムミュート）の3種類のコンポーネントがあります。

Gain Trimmer（ゲイントリマー）

Gain TrimmerコンポーネントはヤマハA/D コンバーターAD824を最大で16台、呼び出
しリモートコントロールします。詳細は258ページ参照ください。

複数台のDME32システムではGain Trimmerは1台目のDME32にだけ、1つのみ配置で
きます。

Gain Trimmerコンポーネントには入出力はありません。

「Gain Trimmer」コントロ－ル画面は16台のAD824 に対応する16の画面があります。
タブの右上隅の矢印をクリックして表示します。各画面には8つの［GAIN］コントロー
ルと8つの［PHANTOM］電源ボタンがあります。

Gain Trimmerコンポーネントパラメーター

パラメーター 設定範囲 機能

GAIN 10dB～－62dB
各AD824チャンネルのヘッドアンプゲインを6dBス
テップで設定します。

PHANTOM ON/OFF
各AD824チャンネルの+48V ファンタム電源をオン／
オフします。

Misc（その他）
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Oscillator（オシレーター）

Oscillatorコンポーネントは100Hz、1kHz、10kHzの正弦波、周波数可変の正弦波（10Hz
～20kHz）、ピンクノイズ、バーストピンクノイズの各オシレーターがあります。必要
に応じてこれをシステム内接続し、チェック、調整用に使用できます。バーストピンク
ノイズはリバーブ設定の試聴にも便利です。

　Oscillatorコンポーネントには1つの出力があります。

「Oscillator」コントロール画面は、WAVEFORMセクション、周波数コントロール、出力
レベルコントロールがあります。

［FREQ］コントロールノブのドラッグ操作に加えてコンピューターキーボードで周波
数設定することもできます。［FREQ］コントロールノブの下の値をマウスで選び、キー
ボードで値を入力し、Enterキーを押します。入力値が設定され［FREQ］コントロール
ノブがその値に合わせて変化します。

Oscillatorコンポーネントパラメーター

パラメーター 設定範囲 機能

100Hz 100Hz正弦波

1kHz 1kHz正弦波

WAVEFORM 10kHz 10kHz正弦波

PINK ピンクノイズ

BURST ピンクノイズバースト（4秒間隔で200msのパルス）

FREQ 10Hz～20kHz正弦波を調節します。

LEVEL mute～0.0dB オシレーターの出力レベルを設定します。

ON/OFF ON/OFF オシレーターをオン／オフします。

注意：オシレーター使用時には突然大きなノイズが出てスピーカーなどを傷めな
いよう、音量レベルに十分ご注意ください。
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System Mute（システムミュート）

System Muteコンポーネントは、マウスをクリックするだけでシステム全体をミュー
トします。

複数台のDME32システムではSystem Muteは1台目のDME32にだけ、1つのみ配置でき
ます。

　System Muteコンポーネントには入出力はありません。

「System Mute」コントロール画面には、1つだけ［SYSTEM MUTE］ボタンがあります。

［SYSTEM MUTE］ボタンをクリックすると、DME32システム全体（複数台システムで
は、そのすべてのDME32も）の出力がすべてミュートされます。ボタンをもう一度ク
リックするとミュートは解除されます。

Misc（その他）
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Pan（パン）
Panグループには5つのコンポーネント（LCR、Pan、Surround 2＋2、Surround 3＋1、
Surround 5.1）があります。

LCR

LCRコンポーネントには左／センター／右チャンネルパンがあります。

LCRコンポーネントは1つの入力と、左（L）、センター（C）、
右（R）の3つの出力があります。

「LCR」コントロール画面は、［PAN］コントロールと［CSR］（センター／サイド比）で構
成されています。

LCRコンポーネントパラメーター

パラメーター 設定範囲 機能

PAN L63～CENTER～R63 入力信号を左右出力に振ります。

CSR 0.0～1.0
L/R/C出力に入るフロント／センター信号の量を調整
します。

［CSR］コントロールを0に設定すると、フロントセンター信号はL、R出力にのみ入り
ます。これを0.5に設定するとフロントセンター信号はL、R、C出力に同等に入ります。
1.0の設定ではフロントセンター信号はC出力にのみ入ります。
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Pan

Panコンポーネントは基本的なパンコントロールです。

　Panコンポーネントは1つの入力とL、R 2つの出力があります。

「Pan」コントロール画面には、1つのパンコントロールがあります。

Panコンポーネントパラメーター

パラメーター 設定範囲 機能

パン L63～CENTER～R63 入力信号を左右出力に振ります。

Pan（パン）
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Surround 2＋2

Surround 2＋2コンポーネントにはフロント2チャンネル、リ
ア2チャンネルの計4チャンネルサラウンドパンがあります。

Surround 2＋2コンポーネントは1つの入力と、フロン
ト左（FL）、フロント右（FR）、リア左（RL）、リア右

（RR）、という4つの出力があります。

「Surround 2＋2」コントロール画面は、スピーカーボタン、［ORBIT］（軌道）コントロー
ル、［SOUND IMAGE POSITION］（音像定位）コントロールと、指定した軌道と音像の
定位を表示する2次元サラウンドパングラフで構成されています。

［ORBIT］を選択し［WIDTH］コントロール、［DEPTH］コントロールを
設定したら、［SOUND IMAGE POSITION］ボタンをクリックするこ
とで音像は指定軌道に従っていずれかの方向に移動します。マウス
ボタンを押したままにすると連続的に移動します。速度は［SPEED］
コントロールノブで設定できます。ボタンの横にある2つの値は音像
の正確な位置を示します。

FL FR

RL RR
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サラウンドパングラフ内でクリックすると、音像を直接移動したり、グラフの
フロント／リアの辺に沿った6つのボタンの1つに移動することができます。
スピーカーアイコンはコンポーネントの出力を表します。

セクション パラメーター 設定範囲 機能

ORBITボタン 以下参照。 音像の移動軌道を選択します。

WIDTH 0～63/L63～R63 軌道の幅を調整します。

ORBIT X OFFSET L63～C～R63 軌道のX（左／右）位置を調整します。

DEPTH 0～63/F63～R63 軌道の深さを調整します。

Y OFFSET F63～C～R63 軌道のY（フロント／リア）位置を調整します。

SOUND IMAGE
SPEED 0～10 速度を設定します。POSITION

左／右―以下のように左右間の直線に沿って音像を移動します。WIDTH、
X OFFSET、Y OFFSETパラメーターでこの軌道を調整します。

　 　 　 　

フロント／リア―以下のようにフロント／リア間の直線に沿って音像を
移動します。DEPTH、X OFFSET、Y OFFSETパラメーターでこの軌道を調
整します。

　 　 　 　

リア左／フロント右の斜線―以下のようにリア左とフロント右間の斜線
に沿って音像を移動します。WIDTH、DEPTH、X OFFSET、Y OFFSETパラ
メーターでこの軌道を調整します。

　 　 　 　

Pan（パン）
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フロント左／リア右の斜線―以下のようにフロント左とリア右間の斜線
に沿って音像を移動します。WIDTH、DEPTH、X OFFSET、Y OFFSETパラ
メーターでこの軌道を調整します。

　 　 　 　

左／右曲線―以下のように左右間の弧に沿って音像を移動します。
WIDTH、DEPTH、X OFFSET、Y OFFSETパラメーターでこの軌道を調整し
ます。

　 　 　 　

フロント／リア曲線―以下のようにフロントとリア間の弧に沿って音像
を移動します。WIDTH、DEPTH、X OFFSET、Y OFFSETパラメーターでこ
の軌道を調整します。

　 　 　 　

円―以下のように円に沿って音像を移動します。WIDTH、DEPTH、X
OFFSET、Y OFFSETパラメーターでこの軌道を調整します。
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Surround 3＋1

Surround 3＋1コンポーネントにはフロント1チャンネル、リ
ア3チャンネルの計4チャンネルサラウンドパンがあります。

Surround 3＋1コンポーネントは1つの入力と、左（L）、
センター（C）、右（R）、サラウンド（S）という4つの出
力があります。

「Surround 3＋1」コントロール画面は、スピーカーボタン、［ORBIT］（軌道）コントロー
ル、［SOUND IMAGE POSITION］（音像定位）コントロールと、指定した軌道と音像の
定位を表示する2次元サラウンドパングラフで構成されています。

軌道を選択し［WIDTH］コントロール、［DEPTH］コントロールを設定
したら、［SOUND IMAGE POSITION］ボタンをクリックすることで
音像は指定経路に従っていずれかの方向に移動します。マウスボタ
ンを押したままにすると連続的に移動します。速度は［SPEED］コン
トロールノブで設定できます。ボタンの横にある2つの値は音像の正
確な位置を示します。

L C R

S

Pan（パン）
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サラウンドパングラフ内でクリックすると、音像を直接移動したり、グラフの
フロント／リアの辺に沿った6つのボタンの1つに移動することができます。
スピーカーアイコンはコンポーネントの出力を表します。

セクション パラメーター 設定範囲 機能

ORBITボタン 以下参照。 音像の移動軌道を選択します。

WIDTH 0～63/L63～R63 軌道の幅を調整します。

X OFFSET L63～C～R63 軌道のX（左／右）位置を調整します。

ORBIT DEPTH 0～63/F63～R63 軌道の深さを調整します。

Y OFFSET F63～C～R63 軌道のY（フロント／リア）位置を調整します。

CSR 0.0～1.0
L/R/C出力に入るフロント／センター信号の
量を調整します。

SOUND IMAGE
SPEED 0～10 速度を設定します。POSITION

［CSR］コントロールを0に設定すると、フロントセンター信号はL、R出力にのみ入り
ます。これを0.5に設定するとフロントセンター信号はL、R、C出力に同等に入ります。
1.0の設定ではフロントセンター信号はC出力にのみ入ります。
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Surround 5.1

Surround 5.1コンポーネントにはフロント3チャンネル、リア
2チャンネル、サブウーファー1チャンネルの計6チャンネル
サラウンドパンがあります。

Surround 5.1コンポーネントは1つの入力、フロント左
（FL）、フロントセンター（FC）、フロント右（FR）、リア
左（RL）、リア右（RR）、サブウーファー（SW）という6
つの出力があります。

「Surround 5.1」コントロール画面は、スピーカーボタン、［ORBIT］（軌道）コントロール、
［SOUND IMAGE POSITION］（音像定位）コントロール、［SUB WOOFER］コントロー
ルと、指定した軌道と音像の定位を表示する2次元サラウンドパングラフで構成され
ています。

軌道を選択し［WIDTH］コントロール、［DEPTH］コントロールを設定
したら、［SOUND IMAGE POSITION］ボタンをクリックすることで
音像は指定軌道に従っていずれかの方向に移動します。マウスボタ
ンを押したままにすると連続的に移動します。速度は［SPEED］コン
トロールノブで設定できます。ボタンの横にある2つの値は音像の正
確な位置を示します。

FL FC FR

SW

RL RR

Pan（パン）
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サラウンドパングラフ内でクリックすると、音像を直接移動したり、グラフの
フロント／リアの辺に沿った6つのボタンの1つに移動することができます。
スピーカーアイコンはコンポーネントの出力を表します。

セクション パラメーター 設定範囲 機能

ORBITボタン 以下参照。 音像の移動軌道を選択します。

WIDTH 0～63/L63～R63 軌道の幅を調整します。

X OFFSET L63～C～R63 軌道のX（左／右）位置を調整します。

ORBIT DEPTH 0～63/F63～R63 軌道の深さを調整します。

Y OFFSET F63～C～R63 軌道のY（フロント／リア）位置を調整します。

CSR 0.0～1.0
L/R/C出力に入るフロント／センター信号の
量を調整します。

Subwoofer Level mute～10.0dB サブウーファー信号のレベルを調整します。

SOUND IMAGE
SPEED 0～10 速度を設定します。

POSITION

［CSR］コントロールを0に設定すると、フロントセンター信号はL、R出力にのみ入り
ます。これを0.5に設定するとフロントセンター信号はL、R、C出力に同等に入ります。
1.0の設定ではフロントセンター信号はC出力にのみ入ります。
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Router（ルーター）
35種類のRouterが入力数別に6つのグループ（1x、2x、4x、8x、12x、16x）に分類されてい
ます。1x入力グループには5つのコンポーネントが含まれ、それぞれがx2、x4、x8、x12、
x16の出力を持っています。その他のグループには各6つのコンポーネントが含まれ、
それぞれx1、x2、x4、x8、x12、x16の出力があります。

以下の図はグループ分けされたRouterコンポーネントです。

いずれのRouterコンポーネントも入出力数以外は同じなので、ここでは「ROUTER8x4」
コントロール画面のみをご紹介します。

「ROUTER」コントロール画面には、信号を入力から出力へ割り当てるルーティング用
ボタンが表示されています。初期設定では各入力が対応する出力（たとえばINPUT 1
はOUTPUT 1など）に割り当てられています。

1つの入力を複数の出力に割り当てることはできますが、複数の入力を同じ出力に割
り当てることはできません。つまりルーターは入力信号を複数の出力に分配すること
はできますが、複数の入力信号をミックスすることはできません。入力信号をすでに
使用している出力に割り当てると、それまで割り当てていた設定がキャンセルされま
す。

Routerコンポーネントボタンはパラメーターリンク機能でリンクすることはできま
せん。

Router（ルーター）
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以下のルーターが使用できます。

グループ ルーター 入力 出力

1x2 2

1x4 4

1x 1x8
1

8

1x12 12

1x16 16

2x1 1

2x2 2

2x
2x4

2
4

2x8 8

2x12 12

2x16 16

4x1 1

4x2 2

4x
4x4

4
4

4x8 8

4x12 12

4x16 16

8x1 1

8x2 2

8x
8x4

8
4

8x8 8

8x12 12

8x16 16

12x1 1

12x2 2

12x
12x4

12
4

12x8 8

12x12 12

12x16 16

16x1 1

16x2 2

16x
16x4

16
4

16x8 8

16x12 12

16x16 16
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Switch（スイッチ）
Switchグループにはそれぞれ1、2、4、8、12、16チャンネルの6つのコンポーネントがあ
ります。

各Switchコンポーネントはチャンネル数が異なるだけで他は同じです。ここでは8チャ
ンネルの「Switch 8」コントロール画面だけをご紹介します。

どの「Switch」コントロール画面も、［ON/OFF］ボタンと［PHASE］ボタンがあります。

Switchコンポーネントパラメーター

パラメーター 設定範囲 機能

ON/OFF ON/OFF 各チャンネルの出力をオン／オフします。

PHASE NOR/REV 各入力信号の位相を反転させます。

Switch（スイッチ）
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User Control（ユーザーコントロール）
ユーザーコントロールはコンフィッグレーション 内の別のコンポーネントのロータ
リーコントロール、フェーダー、ボタンをコピーしてカスタムメイドのコントロ－ル
画面を作成します。ひとつのコントロ－ル画面でいくつものパラメーターをコント
ロールできる便利なものです。

また、ユーザーコントロールは複雑なシステムにおいてシンプルな操作環境をつくる
こともできます。システム設計者は普通のユーザーが扱うコンポーネントパラメー
ターを決めてあげられます。たとえば、普通のユーザーがアクセス必要な個々のパラ
メーターをこの「User Control」コントロ－ル画面にコピーしておくことができます。
他のコンポーネントはパスワードプロテクトで触られるのを防ぐことができます。

　User Controlコンポーネントは入出力はありません。

以下の画面は別のコンポーネントからコピ－したパラメーターのある「User Control」
画面例です。

User Controlの作成

1 Edit モードを選択します。

詳細は47ページ「Edit モードの選択」を参照ください。

2 「Component」メニュー、あるいは［Component List］から［User Control］をコ
ンフグレーションに追加します。

「User Control」画面が開きます。
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3 「User Control」画面に追加したいパラメーターがある「Component」コント
ロール画面を開きます。

4 パラメーターを選択し、Shiftキーを押しながらコントロールを右クリックし
ます。

ポップアップメニューが表れます。

5 ［Copy］を選択します。

ポップアップメニューは閉じます。

6 「User Control」画面を選択し右クリックします。

ポップアップメニューが表れます。

7 ［Paste］を選択します。

コピ－されたパラメーターがポップアップメニューに表れます。

パラメーターをドラッグして画面内の境界に置きます。

User Control（ユーザーコントロール）
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8 手順3～7を繰り返して他のパラメーターを「User Control」画面にコピーしま
す。

9 コントロールを削除するには、選択した後Shiftキーを押しながらコントロー
ルを右クリックします。

ポップアップメニューが表れます。

10［Delete］を選択して指定したコントロールを削除するか、［All Delete］を選択
してすべてのコントロールを削除します。

選択したコントロール、またはすべてのコントロールが削除されます。

User Controlをコンフィグレーションに保存してUser Controlの作成が一度終了した
ら、そのコンフィグレーションをコンパイルしてDME32本体へ転送します。それで
User Controlは使えるようになります。

「User Control」画面のパラメーターを調整するとコピー元のコンポーネントの該当パ
ラメーターも調整されます。逆にコンポーネントのパラメーターを調整すると「User
Control」画面のパラメーターも変化します。両方のパラメーターコントロールが画面
に表示されている場合は、どちらかのコントロールを調整すると両方とも動くのがわ
かります。

「User Control」画面のパラメーターはコピー元のコンポーネントがパスワードでプロ
テクトされていても調整できます。詳細は85ページ「パスワードによるプロテクト」を
ご参照ください。コンポーネントは「Properties」画面のProtectで個々にプロテクトでき
ます。詳細は82ページ「コンポーネントプロパティのカスタム化」をご参照ください。

User Controlの保存

User Controlの作成が済んだら、コンパイルしてDME32本体にコンフィグレーション
を転送するか、ファイルにセーブしてください。
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User Module（ユーザーモジュール）
User Moduleではコンポーネントのライブラリーを構成ブロックとして使用してカス
タムのコンポーネントを作成します。頻繁に使うコンポーネントの組み合わせを管理
する便利な方法です。User Moduleは再使用できタイトルを付けてディスクに保存で
きます。

User Moduleは初期設定では1つの入出力があります
が最高16個の入出力まで拡張可能です。

User Moduleの構築

1 Editモードを選択します。

47ページ「Editモードの選択」をご参照ください。

2 「Component」メニューまたは［Component List］からコンフィグレーションへ
User Moduleを追加しダブルクリックします。

次の「User Module」画面が開きます。

初期設定では1つの入出力がありますが「Properties」画面で最高16個の入出力まで拡張
できます。詳細は82ページ「コンポーネントプロパティのカスタム化」をご参照くださ
い。

3 「Component」メニューまたは［Component List］から「User Module」画面に必
要なコンポーネントを追加します。

コンポーネントを追加するとDSPパワーメーターが上がります。「User Module」画面
でのコンポーネントの位置はGridコマンドとAlignコマンドで調整します。これはコン
フィグレーション画面でのコンポーネントの位置揃えと同じ要領です。詳細は48ペー
ジ「コンポーネントの追加」をご参照ください。「User Module」画面のコンポーネント
はコンフィグレーション画面と同じ要領で編集します。詳細は50ページ「コンポーネ
ントの編集」をご参照ください。

User Module（ユーザーモジュール）
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4 Cableモードを選択しコンポーネントを配線します。

「User Module」画面のコンポーネントはコンフィグレーション画面でのコンポーネン
トと同様に配線できます。詳細は53ページ「配線の追加」、58ページ「配線の削除」をご
参照ください。

次の例は基本的なUser Moduleです。

必要なコンポーネントを追加し配線したら「User Module」画面を閉じます。User
Moduleはコンフィグレーション画面で他のコンポーネントに配線できます。

User Moduleの保存

次の手順でUser Moduleを保存します。

1 保存したいUser Moduleコンポーネントを選択します。

2 「Edit」メニューで［Module］を選択します。

またはショートカットメニューで［Module］を選択します。

次の「Module」画面が開きます。

3 「Mode」欄で［Save］を選択します。
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4 「Save File Name」欄でUser Moduleのタイトルを入力します。

タイトルは24文字まで入力できます。

別のタイトルに変更するには［Clear］ボタンをクリックしてクリアしてください。

5 ［Save］をクリックします。

User Moduleが保存され「Module」画面が閉じます。

同じタイトルのモジュールがすでにあると、それを上書きしてよいか確認のメッセー
ジが表示されます。［OK］をクリックして上書き保存するか、［Cancel］をクリックして
操作を中止します。

「DME Manager」プログラムフォルダ内にある「Module」フォルダの中のUser Module
には“um”というファイル拡張子が付きます。User ModuleファイルはWindowsのファ
イルと同じ要領で管理（コピー、削除、バックアップなど）できます。

User Moduleのロード

すでに保存してあるUser Moduleは以下の手順でロードします。

1 保存されたUser Moduleをロードする先のUser Moduleコンポーネントを選
択します。

2 「Edit」メニューから［Module］を選択します。

またはショートカットメニューで［Module］を選択します。

「Module」画面が開きます。

3 「Mode」欄で［Load］を選択します。

4 ［File List］からロードしたいモジュールを選択します。

選択したモジュールのタイトルが次のように「Select File Name」欄に表示されます。

別のモジュールを選択するには、まず［Clear］ボタンをクリックして選択をキャンセ
ルしてください。

5 ［Load］をクリックします。

選択モジュールがロードされ「Module」画面が閉じます。

User Module（ユーザーモジュール）
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User Moduleの削除

すでに保存してあるUser Moduleは以下の手順で削除します。

1 User Moduleを選択します。

この削除機能はコンフィグレーションで使用しているUser Moduleには影響ありませ
ん。

2 「Edit」メニューから［Module］を選択します。

またはショートカットメニューで［Module］を選択します。

「Module」画面が開きます。

3 「Mode」欄で［Delete］を選択します。

4 ［File List］から削除したいモジュールを次のように選択します。

別のモジュールを選択するには、まず［Clear］ボタンをクリックして選択をキャンセ
ルしてください。

5 ［Delete］をクリックします。

選択モジュールが削除されます。
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コンフィグレーションの呼び出し
コンフィグレーションはDME32フロントパネルから呼び出せます。

注意：コンフィグレーションを選択するとシステム設定が変わるので音量レベル
が突然変わることがあり、スピーカーに損傷をきたす恐れもあります。十分
ご注意ください。

1 ［UTILITY］キーで“Recall Configuration”（コンフィグレーションリコール）を
選択します。

UTILITYインジケーターが点灯します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXXXXXConfigAXXXYes

RecallXConfiguration

_05
2 DATAホイールまたは［INC］/［DEC］キーでコンフィグレーションAまたはBを
選択します。

データの入っているコンフィグレーションメモリーのみ選択できます。

3 ［VALUE］キーで選択内容を呼び出します。

DME32のコンフィグレーションが呼び出され、そのコンフィグレーションの以前に
選択されていたシーンが呼び出されます。ディスプレイに“Complete”（完了）という
メッセージが表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

Complete

RecallXConfiguration0 i
4 UTILITYインジケーターが消灯するまで［UTILITY］キーを繰り返し押します。

複数台のDME32システムでは選択したコンフィグレーションがカスケード接続によ
り各ユニットで呼び出されます。
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シーンの保存
シーンの保存はDME32フロントパネルから操作できます。

注意：シーン保存時、保存不要な設定がそのシーンに入っていないことを確認し
てください。誤って設定を変更してしまったり他人が勝手に変更している
ことがあります。不確かな場合は最終シーンを呼び出し、必要な調整を行っ
てから保存してください。現在のシーンは後で必要な場合に備えて未使用
のメモリーに保存するといいでしょう。

全ての新しいコンフィグレーションはシーンメモリー01のDefault Sceneで作成され
ます。このシーンはコンポーネントパラメーターの初期値を持っていますが、他の
シーンと同じで変更、タイトル付け、保存、呼び出しができます。削除はできません。

1 テンキーでシーンメモリー番号を入力します。

シーンメモリー番号がSCENE NO.インジケーターに点滅し、ディスプレイにシーン
タイトルが表示されます。

SCENE NO.

シーン編集ドット�

CONFIGURATION SCENE

SetupXAXMale Choir02

指定したメモリーにシーンが入っていないと“NO DATA”と表示されます。

保存機能を解除してシーンメモリー番号の点滅を止めるには、前のシーン番号を入力
します。

2 ［STORE］キーを押します。

現在の設定が指定したシーンメモリーに保存され、SCENE NO.インジケーターの番
号が点灯に変わります。シーン編集ドットが消灯し、ディスプレイのバリュー部が適
宜更新されます。

02
SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

8ChXAutXMASTERXXXXXX0dB

SetupXAXMale Choir

新しく保存されたシーンのタイトルは前のままです。

複数台のシステムでは指定したシーンがカスケード接続によりすべてのDME32に保
存されます。

シーンの保存
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シーンの呼び出し
シーンの呼び出しはDME32フロントパネルから操作できます。

注意：シーンを呼び出すとパラメーター設定が変わるので音量レベルが突然変わ
ることがあり、スピーカーに損傷をきたす恐れもあります。十分ご注意くだ
さい。

1 テンキーでシーンメモリー番号を入力します。

シーンメモリー番号がSCENE NO.インジケーターに点滅し、ディスプレイにシーン
タイトルが表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

SetupXAXFemale Chorus03
指定したメモリーにシーンが入っていないと“NO DATA”と表示されます。

呼び出し機能を解除してシーンメモリー番号の点滅を止めるには、前のシーン番号を
入力します。

2 ［RECALL］キーを押します。

指定したシーンが呼び出され、SCENE NO.インジケーターの番号が点灯に変わりま
す。シーン編集ドットが消灯し、ディスプレイのバリュー部が適宜更新されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

8ChXAutXMASTERXXXXXX0dB

SetupXAXFemale Chorus03
複数台のシステムでは指定したシーンがカスケード接続を介してすべてのDME32に
呼び出されます。
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パラメーター編集と［USER DEFINE］キー
コンポーネントパラメーターはDME32フロントパネルから編集できます。フロント
パネルでの編集は次の3つの手順で行います。

1）コンポーネントを選択
2）パラメーターを選択
3）バリューを変更

DME Managerで設定する［USER DEFINE］キーを使い、指定パラメーターに直接アク
セスできます。詳細は88ページ「［USER DEFINE］キーの設定」をご参照ください。

1 ［COMPONENT］キーを押します。

カーソルがディスプレイのコンポーネント部に移動し、COMPONENTインジケーター
が点灯します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

8ChXAuxXMASTERXXXXXX0dB

SetupXAXFemale Chorus

_0 i
通常コンポーネント名は始めの7文字が表示されますが、このキーを押すとコンポー
ネント名が全文字で表示されます。もう一度押すと通常の表示に戻ります。

2 DATAホイールまたは［INC］/［DEC］キーでコンポーネントを選択します。

3 ［PARAMETER］キーを押します。

カーソルがディスプレイのパラメーター部に移動し、PARAMETERインジケーターが
点灯します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

8ChXAutXMASTERXXXXXXX0dB

SetupXAXFemaleXChorus

_0 i
4 DATAホイールまたは［INC］/［DEC］キーでパラメーターを選択します。

5 ［VALUE］キーを押します。

カーソルがディスプレイのバリュー部に移動し、VALUEインジケーターが点灯しま
す。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

8ChXAutXMASTERXXXXXX0dB

SetupXAXFemale Chorus

_0 i

パラメーター編集と［USER DEFINE］キー
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6 DATAホイールまたは［INC］/［DEC］キーでバリュー（値）を変更します。

［COMPONENT］/［PARAMETER］/［VALUE］キーの代わりにカーソルキー（  / ）
でディスプレイの各コンポーネント部、パラメーター部、バリュー部の間をカーソル
移動できます。

パラメーターを編集するとシーン編集ドットがSCENE NO.インジケーターに表示さ
れ、最後にシーンを呼び出してからパラメーターが編集されていることを示します。
DME32に電源を入れたり、シーンを呼び出したりすると、最初のコンポーネントの最
初のパラメーターが選択されます。ただし［USER DEFINE］キーにパラメーターが割
り当てられている場合は、割り当てられているパラメーターが選択されます。

［USER DEFINE］キーを押すと、割り当てられているパラメーターが選択され、ディス
プレイのコンポーネント部とパラメーター部に表示されます。カーソルは右側のバ
リュー部に移動し、USER DEFINEインジケーターが点灯します。

COMPONENT PARAMETER VALUE

USER DEFINE

DATASCENE NO. CONFIGURATION SCENE

MyXParameterXXXXXXXX0dB

SetupXAXFemaleXChorus

_0 i
シーン編集ドット�

［USER DEFINE］キーに割り当てられたパラメーターはDATAホイール、［INC］/［DEC］
キーで編集します。

他のパラメーターも［COMPONENT］/［PARAMETER］/［VALUE］キーを使って編集で
きます。割り当てられたパラメーターを直接表示するには、もう一度［USER DEFINE］
キーを押します。

USER DEFINEインジケーターが点灯中はカーソルキー （  / ）は働きません。
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DME32へのアクセスの制限
プロテクト機能でDME32へのアクセスを制限できます。プロテクト機能にはScene
Recall Only（シーン呼び出しのみ）とFull Protect（フルプロテクト）の2つのレベル
があります。
“Scene Recall Only”ではシーンを呼び出せますが、その他の機能へはアクセスで
きません。
“Full Protect”ではどの機能にもアクセスできません。
ただしパスワード入力でプロテクトを一時解除すれば、許可の与えられたユーザーだ
けが編集作業を行えます。詳細は208ページ「プロテクトシステムの一時解除」をご参
照ください。
複数台のDME32システムでは1台目のDME32のみプロテクト機能を設定すれば、他の
DME32はカスケード接続を介してプロテクト機能の設定ができます。
このプロテクト機能はDME32本体へのアクセス制限であり85ページで説明されてい
るDME Managerで設定するプロテクトとは異なります。

パスワードの設定

以下はDME32の初期化後あるいは初めてパスワードを設定する方法です。すでに設
定したパスワードを変更、削除するには209ページ、210ページをそれぞれお読みくだ
さい。

1 ［PROTECT］キーを押します。

“Enter password”とディスプレイに表示されPROTECTインジケーターが点灯します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

NewXpasswordX=

EnterXpassword0 i
2 SCENE RECALLテンキーで4桁のパスワードを入力します。

数字を入力するたびに数字が表示されます。

間違った数字を入力した場合は［PROTECT］キーを押して最初からやり直します。4桁
の番号の入力後［RECALL］キーが押されればパスワードは設定されます。

パスワードを設定せずにプロテクト機能を解除する場合は［PROTECT］キーを押しま
す。プロテクト機能が解除されPROTECTインジケーターが消灯します。

3 4桁の数字を入力したら［RECALL］キーを押してパスワードを確定します。

パスワードが確定されプロテクトが作動します。

パスワードを忘れた場合

パスワードを忘れてしまった場合は、212ページ「ファームウェアバージョンと電池の
確認」をご参照ください。

DME32へのアクセスの制限
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Scene Recall Only（シーン呼び出しのみ）

“Scene Recall Only”を選択するとシーンの呼び出しはできますが、その他の機能へは
アクセスできません。

1 ［UTILITY］キーで“Setup protection level”（プロテクトレベル設定）を選択し
ます。

UTILITYインジケーターが点灯します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXXXXXXXXXFullXprotect

SetupXprotectionXlevel

_0 i
Full Protectモードを選択すると“Setup protection level”はプロテクトを解除するまで
選択できなくなります。［PROTECT］ボタンを押して正しいパスワードを入力してか
ら［RECALL］ボタンを押してください。

2 DATAホイール、［INC］/［DEC］キーで次のように“Scene recall only”を選択し
ます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXXXXSceneXrecallXonly

SetupXprotectionXlevel

_0 i
PROTECTインジケーターが点灯します。

3 UTILITYインジケーターが消灯するまで［UTILITY］キーを繰り返し押します。

“Scene recall only”を選択中はシーンの呼び出しは通常通りできコンポーネント、パ
ラメーター、バリューも選択、確認できますが、パラメーターの編集はできません。

Scene Recall Onlyモードではメインディスプレイ、Setup protection levelディスプレイ、
SLOTディスプレイのみ表示されます。

Scene Recall Onlyモードが選択されていてコンポーネントパラメーターを編集した
いときは、Full Protectモード（207ページ）に切り替えてから一時的にプロテクトを解
除（208ページ）します。



207

DME32―取扱説明書

はじめに�

各部の名称�
と機能�

コンフィグ�
レーション�
の構築�

Runモード�

ソフトウェア�
"DME Manager"�
のその他の機能�

コンポーネント�
ガイド―第1部�

コンポーネント�
ガイド―第2部�

フロント�
パネルの�
操作�

GPI�
インター�
フェース�

ワード�
クロック�

複数台の�
DME32�
システム�

I/O�
オプション�

MIDI

付 録�

PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

Full Protect（フルプロテクト）

“Full Protect”を選択するとすべての機能にアクセスできなくなります。ただしパス
ワードを入力すれば一時的にこの機能を解除して編集作業ができます。詳細は208
ページ「プロテクトシステムの一時解除」をご参照ください。

1 ［UTILITY］キーで“Setup protection level”（プロテクトレベル設定）を選択し
ます。

UTILITYインジケーターが点灯します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXXXXSceneXrecallXonly

SetupXprotectionXlevel

_0 i
このとき、PROTECTインジケーターが点灯します。

2 DATAホイール、［INC］/［DEC］キーで“Full protect”を選択します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXXXXXXXXXFullXprotect

SetupXprotectionXlevel

_0 i
このとき、PROTECTインジケーターは消灯します。

3 UTILITYインジケーターが消灯するまで［UTILITY］キーを繰り返し押します。

4 ［PROTECT］キーを押します。

“Shift to Protect Mode?”が表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXXXXXXXNoXXXXXXXYes

ShiftXtoXProtectXMode?0 i
5 ［VALUE］キーを押しFull Protectモードにします。［PARAMETER］キーを押す
と中止されます。

Full Protectモードになると、PROTECTインジケーターが点灯します。

Full Protectモードではコンポーネント、パラメーター、バリューを選択、確認できます
が、編集したりシーンを呼び出したりはできません。

DME32へのアクセスの制限
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プロテクトシステムの一時解除

許可されたユーザーがプロテクトシステムを一時解除して編集を行います。

1 ［PROTECT］キーを押します。

“Enter password”がディスプレイに表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXpasswordX=

EnterXpassword0 i
2 ［SCENE RECALL］テンキーでパスワードを入力します。

星印が各数字の代わりに表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXpasswordX=X****

EnterXPassword0 i
3 ［RECALL］キーを押します。

正しいパスワードを入力するとプロテクトは効かなくなりPROTECTインジケーター
が消灯します。パスワードが間違っていると“Change password?”がディスプレイに表
示されます。パスワードを変更しないなら［VALUE］キーを押します。

プロテクトシステムを一時解除すると他のパラメーターも通常通り編集できます。

4 プロテクトシステムを再び作動させるには［PROTECT］キーを押します。

“Shift to Protect Mode?”が表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXXXXXXXNoXXXXXXXYes

ShiftXtoXProtectXMode?0 i
5 ［VALUE］キーを押しFull Protectモードにします。または［PARAMETER］キー
を押して中止します。

Full Protectモードになると、PROTECTインジケーターが点灯します。

パスワードを忘れた場合は212ページ「ファームウェアバージョンと電池の確認」をお
読みください。
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パスワードの変更

設定済のパスワードを変更できます。

1 コンポーネント、パラメーター、バリューを選択します。

カーソルがディスプレイのバリュー部にあることを確認します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

8ChXAutXMASTERXXXXXX0dB

SetupXAXFemale Chorus

_0 i
2 DATAまたは［INC］/［DEC］キーでバリューを調整します。

“Enter password”がディスプレイに表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXpasswordX=

EnterXpassword0 i
3 間違ったパスワードを入力します。

星印が各数字の代わりに表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXpasswordX=X****

EnterXPassword0 i
4 ［RECALL］キーを押します。

“Change password?”がディスプレイに表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

OldXpasswordX=X

Change password?0 i
5 設定済のパスワードを入力して［RECALL］キーを押します。

“New password”がディスプレイに表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

NewXpasswordX=X

EnterXpassword0 i
6 新しいパスワードを入力し［RECALL］キーを押します。

新しいパスワードを確定します。

DME32へのアクセスの制限
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パスワードの削除

設定済のパスワードを変更します。

1 コンポーネント、パラメーター、バリューを選択します。

カーソルがディスプレイ内のバリュー部にあることを確認します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

8ChXAutXMASTERXXXXXX0dB

SetupXAXFemale Chorus

_0 i
2 DATAまたは［INC］/［DEC］キーでバリューを調整します。

“Enter password”がディスプレイに表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXpasswordX=

EnterXpassword0 i
3 間違ったパスワードを入力します。

星印が各数字の代わりに表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXpasswordX=X****

EnterXPassword0 i
4 ［RECALL］キーを押します。

“Change password?”がディスプレイに表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

OldXpasswordX=X

Change password?0 i
5 設定済のパスワードを入力して［RECALL］キーを押します。

“New password”がディスプレイに表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

NewXpasswordX=X

EnterXpassword0 i
6 ［PROTECT］キーを押します。

パスワードが削除されPROTECTインジケーターが消灯します。
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ワードクロックソースの選択
ワードクロックソースは231ページの説明のようにDME Managerでも設定できます
が、DME32フロントパネルからも設定できます。フロントパネルからのワードクロッ
クソース設定はDME Managerの設定よりも優先されます。

カスケード接続された2台目以降のDME32は、自動的にワードクロックをCASCADE
IN端子から取り込むよう設定されるため、ワードクロックソースは1台目のDME32だ
け設定できます。

1 ［UTILITY］キーで“Setup word clock”（ワードクロック設定）を選択します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXXXXXXXXXXXXXInternal

SetupXwordXclock

_0 i
2 DATAホイールまたは［INC］/［DEC］キーでワードクロックソースを選択します。

ソース 内容

W.Clk In BNC WORD CLOCK INからの外部ワードクロック

Internal 内部48 kHzワードクロック（初期設定）

Card1_1 スロット1、インプット1/2からの外部ワードクロック

Card1_3 スロット1、インプット3/4からの外部ワードクロック

Card1_5 スロット1、インプット5/6からの外部ワードクロック

Card1_7 スロット1、インプット7/8からの外部ワードクロック

Card2_1 スロット2、インプット1/2からの外部ワードクロック

Card2_3 スロット2、インプット3/4からの外部ワードクロック

Card2_5 スロット2、インプット5/6からの外部ワードクロック

Card2_7 スロット2、インプット7/8からの外部ワードクロック

Card3_1 スロット3、インプット1/2からの外部ワードクロック

Card3_3 スロット3、インプット3/4からの外部ワードクロック

Card3_5 スロット3、インプット5/6からの外部ワードクロック

Card3_7 スロット3、インプット7/8からの外部ワードクロック

Card4_1 スロット4、インプット1/2からの外部ワードクロック

Card4_3 スロット4、インプット3/4からの外部ワードクロック

Card4_5 スロット4、インプット5/6からの外部ワードクロック

Card4_7 スロット4、インプット7/8からの外部ワードクロック

DME32は指定されたソースに使用可能なワードクロック信号があるかどうかを
チェックします。信号があればDME32はこの信号にロックし、LOCKインジケーター
が点灯します。選択ワードクロックが48kHzなら48kHzインジケーターが点灯し、
44.1kHzなら44.1kHzインジケーターが点灯します。他のワードクロック周波数ではど
のインジケーターも点灯しません。

使用可能なワードクロック信号が見つからないと、DME32は作動せず、LOCKインジ
ケーターも点灯しません。この場合は他のワードクロックソースを選択するか、選択
した外部ワードクロックソースを修正してください。外部ワードクロックソースの接
続が外れていたり信号を供給するはずの機器の電源がオフの場合もインジケーター
は点灯しませんのでチェックしてください。

3 UTILITYインジケーターが消灯するまで［UTILITY］キーを繰り返し押します。

MY8-AE以外のデジタルI/Oカードを使用するときは、選択された入力に関係なくワー
ドクロックをインプット1/2で受信します。

ワードクロックソースの選択



212 第10章　フロントパネルの操作

DME32―取扱説明書

はじめに�

各部の名称�
と機能�

コンフィグ�
レーション�
の構築�

Runモード�

ソフトウェア�
"DME Manager"�
のその他の機能�

コンポーネント�
ガイド―第1部�

コンポーネント�
ガイド―第2部�

フロント�
パネルの�
操作�

GPI�
インター�
フェース�

ワード�
クロック�

複数台の�
DME32�
システム�

I/O�
オプション�

MIDI

付 録�

PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

I/Oスロットの確認
各スロットに装着されているI/Oカードの種類を確認します。

1 ［UTILITY］キーで“Slot”（スロット）を選択します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXX3:0x11XXXX4:MY8_AE

SLOTX1:MY4_ADXX2:MY4_DA0 i
カード未装着スロットは“0x11”と表示されます。

2 UTILITYインジケーターが消灯するまで［UTILITY］キーを繰り返し押します。

DME32の初期化
DME32を初期設定にリセットする手順です。

1 DME32の電源をオフにします。

2 ［RECALL］キーを押したままDME32に電源を入れます。

3 「Diagnostics（診断）」画面が表示されたら［RECALL］キーを押します。

DME32が初期化されます。

DME32を初期化すると、設定してあったパスワードはすべて削除されます。

複数台のDME32のシステムで台数を変更した場合はすべてのDME32を初期化してく
ださい。

ファームウェアバージョンと電池の確認
DME32のファームウェアのバージョン番号と日付、電池の電圧を確認する手順です。

1 DME32の電源をオフにします。

2 ［UTILITY］キーを押したままDME32に電源を入れます。

ファームウェアの日付とバージョン番号、電池の電圧、パスワードが設定されている
場合はパスワードが次のように表示されます。

CONFIGURATION SCENE

Password:1234XBAT:3.20V

F/WXVer.:1.00X2000,03,01

パスワードが設定されていないと、その部分には“----”と表示されます。
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GPIインターフェースについて
GPI（General Purpose Interface―汎用インターフェース）を使い、カスタムメイドのコ
ントローラーや外部機器からDME32をリモートコントロールできます。DME32は16
系統のGPI入出力を備えています。

GPI入力を使ってシーンやコンフィグレーションの呼び出し、コンポーネントパラ
メーターの調整ができます。またDME32がすべての出力をミュートするEMER-
GENCY（緊急）モード用にも設定できます。GPI入力がトリガーされるとGPI出力を切
り替えたり、シーンやコンフィグレーションをGPI入力で呼び出すとプログラムチェ
ンジメッセージを送信したり、あるいはコンポーネントパラメーターをGPI入力で調
整するとコントロールチェンジメッセージを送信したりする設定も可能です。

一方DME Manager、フロントパネル操作、GPI入力、あるいはMIDIプログラムチェン
ジ、コントロールチェンジでシーンやコンフィグレーションを呼び出したりコンポー
ネントパラメーターを調整したときに、GPI出力で外部機器をトリガーすることもで
きます。またパラメーターを指定したスレッショルドより上または下に調整したとき
にGPI出力の高低を切り替える設定も可能です。

複数台のDME32システムではすべてのGPIインターフェースを利用できるので、4台
のDME32で最高64入力と64出力が得られます。

GPI端子
本機リアパネルのGPI端子は16
ピン、ユーロブロック端子で、
16ピン、ユーロブロックのプラ
グを接続します。

1番上の端子はGPI入力9～16用
IN端子と＋V端子です。

2番目の端子はGPI出力9～16用
OUT端子とGND端子です。

3番目の端子はGPI入力1～8用
IN端子と＋V端子です。

1番下の端子はGPI出力1～8用
OUT端子とGND端子です。

＋V端子のオープン端子電圧は15Vです。＋V端子から出る最大供給電流は6mAでLED
やインジケーターに電流を供給します。

外部コントローラーや外部機器からユーロブロック端子への接続には、ユーロブロッ
クプラグを使用します。裸線を該当の穴へ挿入しネジで止めて接続します。

電磁波干渉を防ぐために接続ケーブルは必ずシールドタイプのケーブルを使用し、
シールド側をGPI端子GNDに接続してください。

910111213141516

910111213141516

12345678

12345678

IN +V

OUT GND

GND

IN +V

OUT
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下図はGPI端子に簡単なスイッチボックスを接続してDME32をリモートコントロー
ルする例です。シーン1～4がGPI入力1～4に割り当てられています。リモートスイッチ
ボックスのボタンを押すと、該当シーンが呼び出されます。更に高度なシステムを
使ってコンポーネントパラメーターをリモートコントロールすることも可能です。

1234

1234

5678

IN +V

リモートスイッチボックス�

シーンリコールボタン�

ユーロブロックプラグ�

DME32ユーロブロック端子�

GPI入力4：シーン4�
GPI入力3：シーン3�
GPI入力2：シーン2�
GPI入力1：シーン1

下図はGPI端子でDME32から外部機器をリモートコントロールする方法です。シーン
1～4がGPI出力1～4に割り当てられています。シーンを呼び出すと、該当するGPI出力
のレベルがHiまたはLoに切り替わります。更に高度なシステムでは、コンポーネント
パラメーターをオン／オフしたりパラメーターを指定スレッショルドより上または
下に調整したりすると、GPI出力が切り替わります。

12345678

OUT GND

12345678

OUT GND

トリガー可能な機器 

ユーロブロックプラグ�

DME32ユーロブロック端子�

GPI出力4：シーン4�
GPI出力3：シーン3�
GPI出力2：シーン2�
GPI出力1：シーン1

GPI端子
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GPI入力の割り当て
シーン1～99／コンフィグレーションA、B／コンポーネントパラメーター／
EMERGENCY入力をGPI入力に割り当てることができます。

1 「Tool」メニューから［GPI］を選択します。

「GPI」画面が開きます。

2 「IN」画面が表示されていない場合は「IN」タブをクリックします。

「IN」画面が表示されます。

3 DME32（GPI Select：UNIT）とGPI入力（GPI Select：GPI CH）を選択します。

4 シーンの割り当ては［Scene Change］ボタンをクリックし［Scene Select］ボ
タンを1～99から選んでクリックします。スクロールバーで全部のシーンボタ
ンをスクロールできます。

5 コンポーネントパラメーターの割り当ては［Parameter］ボタンをクリックし、
［DME32（UNIT）］、［COMPONENT］、［PARAMETER］を選択し、［Terminal
Usage］を選択します。

6 コンフィグレーションの割り当ては［Configuration Change］ボタンをクリッ
クし［Configuration Select］ボタンのAかBをクリックします。
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7 EMERGENCY（緊急）モードに使う入力の割り当ては［Emergency］ボタンを
クリックします。

詳細は222ページ「EMERGENCY（緊急）モード」をご参照ください。

8 GPI入力の割り当て設定を削除するには［CLEAR］ボタンをクリックします。

9 ［OK］をクリックして設定を保存するか、しない場合は［Cancel］ボタンをク
リックして前の設定にします。

「GPI」画面が閉じます。

GPI IN設定を有効にするには、コンフィグレーションをコンパイルしてDME32に転
送することが必要です。詳細は46ページ「コンフィグレーションの構築と編集」をご参
照ください。

GPI INパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

GPI Select
UNIT 1～4 DME32を選択します。

GPI CH 1～16 GPI入力を選択します。

Scene Change Scene Select 1～99 選択GPI入力にシーンを割り当てます。

UNIT 1～4
割り当てるパラメーターのあるDME32を選
択します。

Parameter
COMPONENT †1

パラメーターを割り当てるコンポーネントを
選択します。

PARAMETER †2 割り当てるパラメーターを選択します。

Configuration Configuration A, B
選択GPI入力にコンフィグレーションを割り

Change Select 当てます。

Emergency
選択GPI入力をEMERGENCY（緊急）モード
用に割り当てます。

ノーマル

Terminal Usage
リバース

（パラメーターでのみ使用）
Lo→Hi

Hi→Lo

†1. 現在のコンフィグレーションのコンポーネントを選択可能。
†2. 選択コンポーネントによって異なります。

GPI設定はコンフィグレーションに保存されます。

シーンとコンフィグレーションの呼び出し
この接続図はノーマルオープンスイッチ（開スイッチ）を使用して
シーン、コンフィグレーションを呼び出す方法を示したものです。ボ
タンを押すと（INがHiになり）割り当てられたシーンまたはコンフィ
グレーションが呼び出されます。

GPI入力の割り当て

IN +V

GPI接続�
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パラメーターコントロール

以下の表はノーマルオープンスイッチ（開スイッチ）でボタン（オン
／オフパラメーター）、回転ノブ、スライダー、ポップアップメニュー
をコントロールする設定を示したものです。

Hi＝スイッチ閉　Lo＝スイッチ開

ターミナル�
ボタン�

ノーマルオープンスイッチ�

ボタン�
（ON/OFFパラメーター）� 回転ノブ、スライダー� ポップアップメニュー�

Hi＝ON�
Lo＝OFF

Hi＝OFF�
Lo＝ON

Hi＝一番上の設定�
Lo＝一番下の設定�

Hi＝一番下の設定�
Lo＝一番上の設定�

Hi＝最大値�
Lo＝最小値�

Hi＝最小値�
Lo＝最大値�

INがLoからHiに変わると�
（スイッチを押すと）一番上�
と下の設定を切り替え�

INがLoからHiに変わると�
（スイッチを押すと）最大�
値／最小値を切り替え�

INがLoからHiに変わると�
（スイッチを押すと）�
オン／オフを切り替え�

INがHiからLoに変わると�
（スイッチを離すと）�
オン／オフを切り替え�

INがHiからLoに変わると�
（スイッチを離すと）最大�
値／最小値を切り替え�

INがHiからLoに変わると�
（スイッチを離すと）一番上�
と下の設定を切り替え�

ノーマル�

リバース�

低→高�

高→低�

次の表は10kΩB型ボリュームを使用してボタン（オン／オフ
パラメーター）、回転ノブ、スライダー、ポップアップメニュー
をコントロールする設定を示したものです。ボリュームをIN、
+V、GNDの各端子に接続すると、連続可変パラメーターのコ
ントロールが可能です。

Hi＝ボリューム最大値　Lo＝ボリューム最小値

ターミナル�
ボタン�

10kΩB型ボリューム�

ボタン†1�

（ON/OFFパラメーター）� 回転ノブ、スライダー� ポップアップメニュー�

Hi＝ON�
Lo＝OFF

Hi＝OFF�
Lo＝ON

連続可変�
Hi＝一番上の設定�
Lo＝一番下の設定�

連続可変�
Hi＝一番下の設定�
Lo＝一番上の設定�

連続可変�
Hi＝最大値�
Lo＝最小値�

連続可変�
Hi＝最小値�
Lo＝最大値�

INがLoからHiに変わると�
（ボリュームが上がると）�
一番上と下の設定を切り替え�

INがLoからHiに変わると�
（ボリュームが上がると）�
最大値／最小値を切り替え�

INがLoからHiに変わると�
（ボリュームが上がると）�
オン／オフを切り替え�

INがHiからLoに変わると�
（ボリュームが下がると）�
オン／オフを切り替え�

INがHiからLoに変わると�
（ボリュームが下がると）�
最大値／最小値を切り替え�

INがHiからLoに変わると�
（ボリュームが下がると）�
一番上と下の設定を切り替え�

ノーマル�

リバース�

低→高�

高→低�

†1. LoとHiの間の移行はボリュームのセンター近くで生じます。

IN +V GND

GPI接続�

10kΩB型ボリューム�

IN +V

GPI接続�
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GPI出力の割り当て
シーン1～99／コンフィグレーションA、B／コンポーネントパラメーターをGPI出力
に割り当てることができます。

1 「Tool」メニューから［GPI］を選択します。

「GPI」画面が開きます。

2 「OUT」画面が表示されていない場合は「OUT」タブをクリックします。

「OUT」画面が表示されます。

3 DME32（GPI Select：UNIT）とGPI出力（GPI Select：GPI CH）を選択します。

4 シーンの割り当ては［Scene Change］ボタンをクリックし［Scene Select］ボ
タンを1～99から選んでクリックします。スクロールバーで全部のシーンボタ
ンをスクロールできます。そしてターミナルボタンを設定します。

5 コンポーネントパラメーターの割り当ては［Parameter］ボタンをクリックし、
［DME32（UNIT）］、［COMPONENT］、［PARAMETER］を選択します。そしてス
レッショルドとターミナルボタンを設定します。

6 GPI出力の割り当て設定を削除するには［CLEAR］ボタンをクリックします。

GPI出力の割り当て
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7 ［OK］をクリックして設定を保存するか、しない場合は［Cancel］ボタンをク
リックして前の設定にします。

「GPI」画面が閉じます。

GPI OUT設定を有効にするには、コンフィグレーションをコンパイルしてDME32に
転送することが必要です。詳細は46ページ「コンフィグレーションの構築と編集」をご
参照ください。

GPI OUTパラメーター

セクション パラメーター 設定範囲 機能

GPI Select
UNIT 1～4 DME32を選択します。

GPI CH 1～16 GPI出力を選択します。

Scene Change Scene Select 1～99 選択GPI出力にシーンを割り当てます。

Parameter
COMPONENT †1

割り当てるパラメーターを持つコンポーネン
トを選択します。

PARAMETER †2 割り当てるパラメーターを選択します。

Threshold

レベルコントロール †3 GPI出力が切り替わる移行点を設定します。

Value ターミナルボタン
Lo→Hi

Hi→Lo

†1. 現在のコンフィグレーションのコンポーネントを選択可能。
†2. 選択コンポーネントによって異なります。
†3. 選択パラメーターによって異なります。

以下の図は高低切り替わったGPI OUT端子を示したものです。

OUT

0 V

（低）�

GND OUT

+5 V

（高）�

GND

GPI接続� GPI接続�

GPI設定はコンフィグレーションに保存されます。

シーンとコンフィグレーションの呼び出し
GPI出力をシーンやコンフィグレーションに割り当てると、そのOUT端子が以下の表
のようにスレッショルド値とターミナルボタンの設定に従ってHi/Loが切り替わりま
す。

Hi＝＋5V　Lo＝0V

Threshold Value
シーン、コンフィグレーションの呼び出し

リコール前 リコール後

Lo→Hi
OUT＝Lo OUT＝Hi

Hi→Lo
OUT＝Hi OUT＝Lo
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パラメーターコントロール

GPI出力をボタン（オン／オフパラメーター）、回転ノブとスライダー、ポップアップメ
ニューに割り当てると、下の表のようにスレッショルド値とターミナルボタンの設定
に従ってOUT端子のHi/Loが切り替わります。

Hi＝＋5V　Lo＝0V

スレッショルド値�
＆�

ターミナルボタン�

パラメーターのタイプ�

ボタン�
（ON/OFFパラメーター）�回転ノブ、スライダー� ポップアップメニュー�

OFF＝Lo�
ON＝Hi

OFF＝Hi�
ON＝Lo

Lo→Hi

Hi→Lo

スレッショルド以下の値�
＝Lo�
スレッショルド以上の値�
＝Hi

スレッショルド以下の�
設定＝Lo�
スレッショルド以上の�
設定＝Hi

スレッショルド以下の値�
＝Hi�
スレッショルド以上の値�
＝Lo

スレッショルド以下の�
設定＝Hi�
スレッショルド以上の�
設定＝Lo

GPI出力の割り当て
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EMERGENCY（緊急）モード
GPI入力をEMERGENCY（緊急）モード専用に使用できます。このモードではDME32が
すべての出力をミュートし、EMERGENCYインジケーターが点灯します。
EMERGENCY（緊急）状態が解除されると通常動作に戻りEMERGENCYインジケー
ターは消灯します。

複数台システムではすべてのDME32がカスケード接続により同時にEMERGENCY
（緊急）モードに入ってしまいます。1台のDME32の1つのGPI入力だけを緊急用に設定
してください。

次の図はEMERGENCY（緊急）モードに入ったときの動作です。

SCENE NO. CONFIGURATION

48kHz

LOCK

EMERGENCY

44.1kHz

SCENE

COMPONENT PARAMETER

UTILITY

VALUE

CARD

USER DEFINE

PROTECT

INC

DEC

DIGITAL MIXING ENGINE

POWER
ON OFF

7 8 9

4 5 6

1 2

0STORE RECALL

3

SCENE  RECALLDATA

XDigitalXMixingXEngine

XXXXXYAMAHAXDME3288
SCENE NO. CONFIGURATION

48kHz

LOCK

EMERGENCY

44.1kHz

SCENE

COMPONENT PARAMETER

UTILITY

VALUE

CARD

USER DEFINE

PROTECT

INC

DEC

DIGITAL MIXING ENGINE

POWER
ON OFF

7 8 9

4 5 6

1 2

0STORE RECALL

3

SCENE  RECALLDATA

XDigitalXMixingXEngine

XXXXXYAMAHAXDME3288

EMERGENCY

IN +V IN +V

EMERGENCY
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PCカードとDME32
市販されているPCMCIAメモリーカード（PCカード）を使用して
DME32のコンフィグレーションの保存やPCカードからのロード
ができます。DME32は任意のメモリーサイズのType IIメモリー
カードに対応しています。コンフィグレーション1つに必要なメ
モリー容量は約600Kバイトです。

DME Managerを起動させているPCカードが使えるPCならダイレ
クトでコンフィグレーションをPCカードに保存でき、DME32へ
ロードできます。詳細は62ページの「コンフィグレーションの保
存」をご参照ください。同じようにDME32に保存されたコンフィ
グレーションをPCカードを介してPCに転送できます。
複数台のDME32システムでは1台目のDME32のCARDスロット
のみを使用します。

PCカードの挿入、取り出し
PCカードの挿入、取り出しは、DME32の電源オン／オフに関係なくできます。

1 PCカードのラベル面を上向きにしてカードの端子側をCARDスロットに挿入
します。

2 CARDスロット横のイジェクトボタンを押すとPCカードが取り出せます。

DME32がコンフィグレーションの保存、ロード、削除中はPCカードを取り出さないで
ください。

PC Card
(PCMCIA)

Type II
memory card
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PCカードのフォーマット
新しいPCカードや他の機器で使用したPCカードはDME32で使用する前に必ずフォー
マットしてください。

注意：保存されているデータはフォーマットするとすべて消去されます。PCカー
ドを再使用する場合はフォーマット前に重要なデータが入っていないかど
うか確認してください。

1 DME32のCARDスロットにPCカードを挿入します。

2 ［UTILITY］キーで“Card Format”（カードフォーマット）を選択します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXOk?XXXXXXXXXXXXYes

CardXFormat0 i
3 ［VALUE］キーを押し次のディスプレイを表示します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XSure?XXXXXNoXXXXXYes

CardXFormat0 i
4 ［VALUE］キーを押しPCカードをフォーマットするか、しない場合は
［PARAMETER］キーを押して前のディスプレイに戻ります。

フォーマット中はメッセージ“Execute”が表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

Execute

CardXFormat0 i
フォーマットが完了するとメッセージ“Complete”が表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

Complete

CardXFormat0 i
PCカードがフォーマットされました。

5 UTILITYインジケーターが消灯するまで［UTILITY］キーを繰り返し押します。

PCカードのフォーマット
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PCカードへのコンフィグレーションの保存
コンフィグレーションは個々のファイルとしてPCカードに保存でき、“CNF1.DME”と
いうファイル名が番号順につきます。

1 フォーマットしたPCカードをDME32本体のCARDスロットに挿入します。

2 ［UTILITY］キーで“Save to card”（カードに保存）を選択します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

ConfigAXXXXXXXXXXXYes

SaveXfromXmeXtoXcard.

_0 i
3 DATAホイールまたは［INC］/［DEC］キーで保存したいコンフィグレーション
（AまたはB）を選択します。

4 ［VALUE］キーを押し次のメッセージを表示します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XSure?XXXXXNoXXXXXYes

SaveXfromXmeXtoXcard.0 i
5 ［VALUE］キーを押し選択したコンフィグレーションを保存するか、しない場
合は［PARAMETER］キーを押して前のディスプレイに戻ります。

コンフィグレーション保存中はメッセージ“Execute”が表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

Execute

SaveXfromXmeXtoXcard.0 i
PCカードのメモリー容量がいっぱいのときは、メッセージ“Card full”（カードのメモ
リーがいっぱい）が表示されます。

保存が完了するとメッセージ“Complete”が表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

Complete

SaveXfromXmeXtoXcard.0 i
選択したコンフィグレーションがPCカードに保存されました。

6 UTILITYインジケーターが消灯するまで［UTILITY］キーを繰り返し押します。
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PCカードからのコンフィグレーションのロード
PCカードに保存されたコンフィグレーションをAまたはBとしてロードできます。

1 DME32本体のCARDスロットにPCカードを挿入します。

2 ［UTILITY］キーで“Load from card”（カードからロード）を選択します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

CNF1XXXXConfigAXXXYES

LoadXfromXcardXtoXme.

_0 i
3 ディスプレイ内のカーソルをCOMPONENT部に移動しDATAホイールか
［INC］/［DEC］キーでロードしたいコンフィグレーションを選択します。

4 ディスプレイ内のカーソルを［PARAMETER］キーまたは［®］キーで
PARAMETER部に移動しロード先を選択します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

CNF5XXXXConfigBXXXYES

LoadXfromXcardXtoXme.

_0 i
5 ［VALUE］キーを押し次のディスプレイを表示します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XSure?XXXXXNoXXXXXYes

LoadXfromXcardXtoXme.0 i
6 ［VALUE］キーを押しコンフィグレーションをロードするか、しない場合は
［PARAMETER］キーを押して前のディスプレイに戻ります。

コンフィグレーションロード中はメッセージ“Execute”が表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

Execute

LoadXfromXcardXtoXme.0 i
ロードが完了するとメッセージ“Complete”が表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

Complete

LoadXfromXcardXtoXme.0 i
選択したコンフィグレーションがDME32にロードされました。

7 UTILITYインジケーターが消灯するまで［UTILITY］キーを繰り返し押します。

PCカードからのコンフィグレーションのロード
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PCカードからのコンフィグレーションの削除

1 DME32本体のCARDスロットにPCカードを挿入します。

2 ［UTILITY］キーで“Delete card data”（カードデータの削除）を選択します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XXXXXXXXCNF1XXXXXXYES

DeleteXcardXdata0 i
3 DATAホイールまたは［INC］/［DEC］キーで削除したいコンフィグレーション
を選択します。

4 ［VALUE］キーを押し次のディスプレイを表示します。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

XSure?XXXXXNoXXXXXYes

DeleteXcardXdata0 i
5 ［VALUE］キーを押しコンフィグレーションを削除するか、しない場合は
［PARAMETER］キーを押して前のディスプレイに戻ります。

コンフィグレーション削除中はメッセージ“Execute”が表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

Execute

DeleteXcardXdata0 i
削除が完了するとメッセージ“Complete”が表示されます。

SCENE NO. CONFIGURATION SCENE

Complete

DeleteXcardXdata0 i
PCカードから選択コンフィグレーションが削除されました。

6 UTILITYインジケーターが消灯するまで［UTILITY］キーを繰り返し押します。
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ワードクロックとDME32
デジタルオーディオ機器はアナログオーディオ機器とは異なり、デジタルオーディオ
を機器間で転送するときに必ず同期させることが必要です。これを行わないと、デー
タが正しく受信されなかったり、耳でも分かるようなノイズが生じたりします。この
デジタル機器の同期には「ワードクロック」と呼ばれる信号を使用します。これはシス
テム内のデジタルオーディオワードをすべて同期させるクロック信号です。ワードク
ロックの同期とは、テープデッキやMIDIシーケンサーなどの同期に使われるSMPTE/
EBUタイムコードやMIDIタイムコードとは異なり、各オーディオ機器内でデジタル
オーディオを処理する回路がお互いに同期した状態を指します。

一般的には、1台のデジタルオーディオ機器がワードクロックのマスターとなり、その
他の機器がスレーブとなってワードクロックマスターに同期します。アナログ入出力
だけを使用してDME32に接続している場合は特別なワードクロック設定は不要で
DME32を内部ワードクロックに同期するよう設定できます。ところが他の機器とデ
ジタル接続を行うと、まずどの機器をワードクロックのマスター、スレーブにするか
を決定することが必要です。通常はDME32をワードクロックマスターとして使用し
ますが、場合によっては他の機器をワードクロックマスターに設定しDME32をワー
ドクロックスレーブに設定することもあります。

ワードクロック信号はBNCケーブルなど専用のケーブルで分配したり、AES/EBUな
どのデジタルオーディオ接続によって受信します。AES/EBU接続ではオーディオ信
号がなくてもワードクロック信号に同期、送信することができます。

DME32を48kHzのワードクロックマスターとして使用したり、周波数が39.69kHz～
50.88kHzの範囲の外部ワードクロックソースに対しスレーブとして同期させること
もできます。外部ワードクロックはBNC WORDCLOCK IN端子またはデジタルI/O
カードの入力端子から受信します。複数台のDME32を使用したシステムではカスケー
ド接続によって各DME32にワードクロック信号を分配します。詳細は237ページ「複
数台のDME32システム」をご参照ください。

各機器で同一のワードクロックを共有するシステムでは、たとえ使用しない機器が
あっても、必ずすべての機器の電源をオンにすることが必要です。ワードクロックマ
スター機器の電源を最初に入れ、次にスレーブ機器の電源を入れます。電源を切ると
きは逆にスレーブ機器から順に電源を切ってください。使用前にワードクロックス
レーブ機器がマスター機器にロックしていることを確認してください。大半の機器で
は、DME32のLOCKインジケーターのようにワードクロックにロックしているかを表
示するインジケーターがフロントパネルにあります。詳細は該当機器の取扱説明書を
ご参照ください。

ワードクロックソースを変更するときは、万一機器のロックが外れて不愉快なノイズ
が出てしまう場合に備え、パワーアンプやシステムの音量を下げてください。
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ワードクロックの接続
BNCのWORD CLOCK IN端子と WORD CLOCK
OUT端子で外部デジタルオーディオ機器との
ワードクロック信号のやりとりを行います。
ワードクロックソースを“Word Clock In”に設定
すると、DME32はWORD CLOCK IN端子で受信
したワードクロック信号にロックします。

WORD CLOCK OUT端子はワードクロックソー
スを“Internal”に設定したとき、内部ワードク
ロック信号を出力します。またワードクロック
ソースを“Wordclock In”に設定したときは、
WORDCLOCK IN端子で受信したワードクロッ
ク信号を出力します。

WORD CLOCK 75Ω ON/OFFスイッチはWORD CLOCK IN端子に接続したワードク
ロック信号をターミネートします。接続例は236ページの「BNCワードクロック分配の
ターミネート」をご参照ください。

ワードクロックソースの選択

注意：ワードマスターになっている機器（例えば、AD824、DME32）でシステムの
ワードクロックを切り替えたとき、特に、DME32のSLOT入力にデジタルI/O
カードMY8-ATを装着しているときに、DME32のアナログ出力端子からノ
イズが発生することがあります。ワードクロックを切り替える場合は、接続
されたスピーカーなどを破損する恐れがあるため、パワーアンプあるいは
DME32の電源を切ってから切り替えてください。

1 「Tool」メニューから［Word clock］を選択します。

以下の「Word Clock」画面が表示されます。

ワードクロックの接続

DME32リアパネルSLOTに別売
デジタルI/Oカードを装着すれば
外部ワードクロックがワードク
ロックソースになります。

WORD CLOCK
IN

OFFON

75Ω
OUT
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下記の中からワードクロックソースを選択します。

ソース 内容

Word Clock In BNC WORD CLOCK INからの外部ワードクロック

Internal 内部48 kHzワードクロック（デフォルト）

My slot 1 1/2 スロット1、インプット1/2からの外部ワードクロック

My slot 1 3/4 スロット1、インプット3/4からの外部ワードクロック

My slot 1 5/6 スロット1、インプット5/6からの外部ワードクロック

My slot 1 7/8 スロット1、インプット7/8からの外部ワードクロック

My slot 2 1/2 スロット2、インプット1/2からの外部ワードクロック

My slot 2 3/4 スロット2、インプット3/4からの外部ワードクロック

My slot 2 5/6 スロット2、インプット5/6からの外部ワードクロック

My slot 2 7/8 スロット2、インプット7/8からの外部ワードクロック

My slot 3 1/2 スロット3、インプット1/2からの外部ワードクロック

My slot 3 3/4 スロット3、インプット3/4からの外部ワードクロック

My slot 3 5/6 スロット3、インプット5/6からの外部ワードクロック

My slot 3 7/8 スロット3、インプット7/8からの外部ワードクロック

My slot 4 1/2 スロット4、インプット1/2からの外部ワードクロック

My slot 4 3/4 スロット4、インプット3/4からの外部ワードクロック

My slot 4 5/6 スロット4、インプット5/6からの外部ワードクロック

My slot 4 7/8 スロット4、インプット7/8からの外部ワードクロック

2 ワードクロックソースを選択し［OK］をクリックして設定を保存するか、しな
い場合は［Cancel］をクリックして変更せずに終了します。

「Word Clock」画面が閉じます。

ワードクロック設定を有効にするにはコンフィグレーションをコンパイルしDME32
に送信することが必要です。詳細は46ページ「コンフィグレーションの構築と編集」を
ご参照ください。

コンフィグレーションをDME32に転送すると、DME32は設定ソースに使用可能な
ワードクロック信号があるかどうかをチェックします。信号があればDME32はこの
信号にロックし、LOCKインジケーターが点灯します。選択ワードクロックが48kHzな
ら48kHzインジケーターが点灯し、44.1kHzなら44.1kHzインジケーターが点灯します。
いずれのインジケーターも他のワードクロック周波数では点灯しません。

使用可能なワードクロック信号が見つからないと、DME32は作動せず、LOCKインジ
ケーターも点灯しません。この場合は他のワードクロックソースを選択するか、選択
した外部ワードクロックソースを修正してください。外部ワードクロックソースの接
続が外れていたり信号を供給するはずの機器の電源がオフになっていてもこの症状
が発生します。

MY8-AE以外のデジタルI/Oカードを使用すると入力選択設定にかかわらずインプッ
ト1/2から入力される外部ワードクロックが使用されます。

ワードクロックソースはDME32のフロントパネルから選択することも可能です。詳
細は211ページ「ワードクロックソースの選択」をご参照ください。

複数台のDME32システムではワードクロック設定は1台目のDME32だけの設定に
よって自動でワードクロックを受け取ります。
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ワードクロック接続例
下図は2台のDME32とI/OカードMY4-ADおよびMY4-DAを使用してワードクロック
システムを設定する例です。DME32 #1はワードクロックマスターでワードクロック
ソースは“Internal”に設定します。DME32 #2はワードクロックスレーブでワードク
ロックソースは自動的に“Cascade”に設定されます。
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下図は外部機器（この例ではデジタルミキサーまたはデジタルMTR）をワードクロッ
クマスターとしたワードクロックシステム例です。DME32 #1とDME32 #2は共にワー
ドクロックスレーブです。DME32 #1のワードクロックソースはSLOT端子に設定しま
す。DME32 #2では自動的に“Cascade”に設定されます。
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ワードクロック接続例
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下図はDME32とアナログ入出力にADコンバーターAD824とDAコンバーターDA824
を各4台ずつ使用したワードクロックシステム例です。DME32 #1はワードクロックマ
スターでワードクロックソースを“Internal”に設定、その他のDME32はカスケード接
続でワードクロック信号を受信し、ワードクロックソースは自動的に“Cascade”に設
定されます。各DAコンバーターDA824はSLOT入力端子からワードクロック信号を受
信し、各ADコンバーターAD824はDME32 #1からBNCケーブル接続でワードクロック
信号を受信します。
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下図は外部ワードクロックソースをBNCケーブル接続で取り込むワードクロックシ
ステム例です。DME32 #1とDME32 #2は共にワードクロックスレーブで、DME32 #1
のワードクロックソースは“Wordclock In”に、DME32 #2のワードクロックソースは
自動的に“Cascade”に設定されます。DME32 #1のWORD CLOCK 75ΩスイッチはON
に設定します。各DAコンバーターDA824はSLOT入力端子からワードクロック信号を
受信し、各ADコンバーターAD824はDME32 #1からのBNCケーブル接続でワードク
ロック信号を受信します。
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BNCワードクロック分配のターミネート
ワードクロック信号をBNCケーブルで分配するときは、必ず正しい方法でターミネー
トしてください。ターミネートは接続の方法にもよりますが、通常は最後の機器で行
います。DME32のWORD CLOCK 75Ωスイッチを使用すれば、DME32を様々な方法
で接続できます。以下にワードクロック信号を分配し機器をターミネートする3つの
例を説明します。

ワードクロック分配ボックス

この例は専用のワードクロック分配ボックスを使用してワードクロック信号を各機
器にそれぞれ分配しています。分配されるすべての機器をターミネートします。
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スレーブ�

ワードクロック�
スレーブ�

WC IN (BNC) WC IN (BNC) WC IN (BNC) WC IN (BNC)

バスによる分配

この例は共通のバスを使用してワードクロックを分配しています。最後の機器だけを
ターミネートします。

機器A 機器B 機器C

ワードクロック�
マスター�

WC IN (BNC)

WC OUT (BNC)

WC IN (BNC) WC IN (BNC) WC IN (BNC)

機器D
ターミネート=ON
ワードクロック�
スレーブ�

ターミネート=OFF
ワードクロック�
スレーブ�

ターミネート=OFF
ワードクロック�
スレーブ�

ターミネート=OFF
ワードクロック�
スレーブ�

デイジーチェーンによる分配

この例はデイジーチェーン状に接続してワードクロックを次の機器へと順に分配し
ていき、最後の機器だけをターミネートします。この分配方法は、システムが大きい場
合はおすすめできません。

ワードクロック�
マスター�

WC IN
(BNC)

WC OUT
(BNC)

WC OUT (BNC)

WC IN
(BNC)

WC IN
(BNC)

WC OUT
(BNC)

機器C
ターミネート=ON
ワードクロック�
スレーブ�

機器B
ターミネート=OFF
ワードクロック�
スレーブ�

機器A
ターミネート=OFF
ワードクロック�
スレーブ�



237

DME32―取扱説明書

はじめに�

各部の名称�
と機能�

コンフィグ�
レーション�
の構築�

Runモード�

ソフトウェア�
"DME Manager"�
のその他の機能�

コンポーネント�
ガイド―第1部�

コンポーネント�
ガイド―第2部�

フロント�
パネルの�
操作�

GPI�
インター�
フェース�

ワード�
クロック�

複数台の�
DME32�
システム�

I/O�
オプション�

MIDI

付 録�

PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

複数台のDME32システム

第14章 複数台のDME32システム

14
本章の目次

複数台のDME32システム .................................................................................238
複数台システムでの注意 ..................................................................................238

カスケード接続 ..................................................................................................239
複数台の接続例 ..................................................................................................240



238 第14章　複数台のDME32システム

DME32―取扱説明書

はじめに�

各部の名称�
と機能�

コンフィグ�
レーション�
の構築�

Runモード�

ソフトウェア�
"DME Manager"�
のその他の機能�

コンポーネント�
ガイド―第1部�

コンポーネント�
ガイド―第2部�

フロント�
パネルの�
操作�

GPI�
インター�
フェース�

ワード�
クロック�

複数台の�
DME32�
システム�

I/O�
オプション�

MIDI

付 録�

PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

複数台のDME32システム
複数のDME32をカスケード接続して入出力チャンネル数を増やすことができます。
最高4台のDME32がカスケード接続でき、合計128入力、128出力のシステムが組めま
す。またカスケード接続によりDSP処理力が増し、DME ManagerのCascadeコンポーネ
ントを使いカスケード接続したDME32間で信号を分配できます。詳細は94ページ「カ
スケード」をご参照ください。

複数台のDME32システムで拡張できる入出力数。

台数（DME32）
I/O

入力 出力

1 32チャンネル 32チャンネル

2 64チャンネル 64チャンネル

3 96チャンネル 96チャンネル

4 128チャンネル 128チャンネル

複数台システムでの注意
・全てのDME32の電源は10秒以内に入れてください。

・「Run Mode Controller」画面でシーンの保存、呼び出しを行うとカスケード接続された
全てのDME32でそのシーンが保存、呼び出しされます。

・「Run Mode Controller」画面でコンフィグレーションの呼び出しを行うとカスケード
接続されたすべてのDME32でそのコンフグレーションが呼び出しされます。

・DME32フロントパネル操作でシーンの保存、呼び出し、コンフグレーションが呼び出
しができるのは1台目のDME32だけです。

・パスワードプロテクト設定は1台目のDME32だけの設定で済みます。

・1台目のDME32のMIDI端子だけを使用します。

・1台目のDME32のPC CARDスロットだけを使用します。

・カスケード接続された全てのDME32のGPI端子が使用でき、4台で最大64のGPI入力、
64のGPI出力が得られます。

・ワードクロック設定は1台目のDME32でのみ設定が必要です。他のDME32はカスケー
ド接続により自動でワードクロックを受け取ります。
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カスケード接続
複数台のシステムでのデジタルオーディオ信号とコントロール信号は、DME32本体
のCASCADE IN端子、CASCADE OUT端子で送受信します。標準のSCSIケーブルで接
続します。DME32のCASCADE端子は50ピン・ハーフピッチのSCSI端子で、50ピン・
ハーフピッチ・ピンタイプのSCSIプラグを接続できます。信頼性のある動作をするに
は、必ず高品質のSCSIケーブルをご使用ください。

CASCADE INCASCADE OUT

SCSIケーブルの最長が10メートルを越えないようにご注意ください。

複数台のシステムでは各DME32に電源を入れる順序は特に決められていませんが、
10秒以内にすべての電源を入れてください。電源を入れると各ユニットに自動でID番
号が割り当てられます。CASCADE IN端子に何も接続していないDME32は自動的に
ID #1となり、CASCADE OUT端子に何も接続していないDME32には最後のID番号が
付きます。

複数台のシステムでMIDIを使用するときは、1台目のDME32にのみMIDI接続を行い、
残りのDME32へのMIDI接続は不要です。1台目のDME32がたとえばシーン10に割り
当てられたプログラムチェンジメッセージを受信すると、カスケード接続によりすべ
てのDME32でシーン10が呼び出されます。

複数台のシステムではDME Managerを起動するPCを必ず1台目のDME32になるよう
接続してください。残りのDME32へのコントロール信号はカスケード接続によって
送信されます。

注意：複数台のDME32システムの台数を増設したり減らしたりした場合、すべて
のDME32を初期化してください（212ページ参照）。

カスケード接続
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複数台の接続例
次の例は2台のDME32をカスケード接続して、I/OカードMY4-ADおよびMY4-DAを装
着したアナログ入力16系統、アナログ出力16系統のシステム例です。DME32 #1には自
動的にID #1が割り当てられます。これはCASCADE IN端子に何も接続されていない
からです。一方、DME32 #2のCASCADE OUT端子には何も接続されていないので、ID
2が自動的に割り当てられます。DME32 #1はワードクロックマスターでそのワードク
ロックソースは“Internal”に設定します。DME32 #2のワードクロックソースは自動的
に“Cascade”に設定されます。

DME32 #1

CASCADE IN

CASCADE OUTWC=Internal

PC CONTROL

DME32 #2

MY4-AD x2

CH 1–8

CH 9–16

MY4-DA x2

ANALOG OUT
DA CARD
MODEL MY4-DA

4 3 2 1

ANALOG IN
AD CARD
MODEL MY4-AD

4 3 2 1

ANALOG OUT
DA CARD
MODEL MY4-DA

4 3 2 1

ANALOG IN
AD CARD
MODEL MY4-AD

4 3 2 1

MY4-AD x2

MY4-DA x2

ANALOG OUT
DA CARD
MODEL MY4-DA

4 3 2 1

ANALOG IN
AD CARD
MODEL MY4-AD

4 3 2 1

ANALOG OUT
DA CARD
MODEL MY4-DA

4 3 2 1

ANALOG IN
AD CARD
MODEL MY4-AD

4 3 2 1

SCSIケーブル�

9ピンケーブル�

DME Managerを使用するWindows PC�
（システムセットアップ時にのみ必要）�

シリアル端子�

SCENE NO. CONFIGURATION

48kHz

LOCK

EMERGENCY

44.1kHz

SCENE

COMPONENT PARAMETER

UTILITY

VALUE

CARD

USER DEFINE

PROTECT

INC

DEC

DIGITAL MIXING ENGINE

POWER
ON OFF

7 8 9

4 5 6

1 2

0STORE RECALL

3

SCENE  RECALLDATA

XDigitalXMixingXEngine

XXXXXYAMAHAXDME3288

SCENE NO. CONFIGURATION

48kHz

LOCK

EMERGENCY

44.1kHz

SCENE

COMPONENT PARAMETER

UTILITY

VALUE

CARD

USER DEFINE

PROTECT

INC

DEC

DIGITAL MIXING ENGINE

POWER
ON OFF

7 8 9

4 5 6

1 2

0STORE RECALL

3

SCENE  RECALLDATA

XDigitalXMixingXEngine

XXXXXYAMAHAXDME3288

次ページの例は4台のDME32をカスケード接続した入力128系統、出力128系統のシス
テム例です。DME32 #1は CASCADE IN端子には何も接続されていないので、自動的
にID #1が割り当てられます。またDME32 #4はCASCADE OUT端子に何も接続され
ていないので自動的にID 4が割り当てられます。DME32 #1はワードクロックマスター
でそのワードクロックソースは“Internal”に設定します。DME32 #2のワードクロック
ソースは自動的に“Cascade”に設定されます。各DA824はそのSLOT端子からワードク
ロックを受信し、各AD824はDME32 #1からBNCケーブル接続でワードクロック信号
を受信します。
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DME32 #1

CASCADE IN

CASCADE OUTWC=Internal

PC CONTROL WC  OUT

WC INBNC

WC IN

WC OUT

WC OUT

WC IN

WC IN

WC OUT

DME32 #2

CASCADE IN

CASCADE OUT

DME32 #3

CASCADE IN

CASCADE OUT

DME32 #4

AD824 x4
CH 1–32

CH 33–64

CH 65–96

CH 97–128

DA824 x4

SCSIケーブル�

9ピンケーブル�

DME Managerを使用するWindows PC�
（システムセットアップ時にのみ必要）�

BNCケーブル�シリアル端子�

SCSIケーブル�

SCSIケーブル�

SCENE NO. CONFIGURATION

48kHz

LOCK

EMERGENCY

44.1kHz

SCENE

COMPONENT PARAMETER

UTILITY

VALUE

CARD

USER DEFINE

PROTECT

INC

DEC

DIGITAL MIXING ENGINE

POWER
ON OFF

7 8 9

4 5 6

1 2

0STORE RECALL

3

SCENE  RECALLDATA

XDigitalXMixingXEngine

XXXXXYAMAHAXDME3288

SCENE NO. CONFIGURATION
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44.1kHz

SCENE
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USER DEFINE
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3
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SCENE NO. CONFIGURATION

48kHz

LOCK

EMERGENCY

44.1kHz

SCENE

COMPONENT PARAMETER

UTILITY

VALUE

CARD

USER DEFINE

PROTECT

INC

DEC

DIGITAL MIXING ENGINE

POWER
ON OFF

7 8 9

4 5 6

1 2

0STORE RECALL

3

SCENE  RECALLDATA

XDigitalXMixingXEngine

XXXXXYAMAHAXDME3288

SCENE NO. CONFIGURATION

48kHz

LOCK

EMERGENCY

44.1kHz

SCENE

COMPONENT PARAMETER

UTILITY

VALUE

CARD

USER DEFINE

PROTECT

INC

DEC

DIGITAL MIXING ENGINE

POWER
ON OFF

7 8 9

4 5 6

1 2

0STORE RECALL

3

SCENE  RECALLDATA

XDigitalXMixingXEngine

XXXXXYAMAHAXDME3288
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複数台の接続例
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MIDIとDME32
DME32は次のMIDIメッセージに対応します。

･ シーン／コンフィグレーションをリモートリコールするプログラムチェンジ

･ パラメーターをリモートコントロールするコントロールチェンジ

･ パラメーターをリモートコントロールするパラメーターチェンジ（システムエクスク
ルーシブ）

シーンとコンフィグレーションをMIDIプログラムチェンジに割り当て、外部MIDI機
器から呼び出せます。詳細は246ページ「シーンとコンフィグレーションのプログラム
チェンジへの割り当て」をご参照ください。
DME32はプログラムチェンジメッセージを受信したり、割り当てられたシーンやコ
ンフィグレーションを呼び出すとき、GPIインターフェースで別の機器をトリガーで
きます。またDME ManagerやDME32フロントパネルのコントロール類、GPIインター
フェースなどでシーンやコンフィグレーションを呼び出す際にDME32からプログラ
ムチェンジメッセージを送信できます。プログラムチェンジに割り当てられたシー
ン、コンフィグレーションのプログラムチェンジメッセージだけが送信されます。

コンポーネントパラメーターをMIDIコントロールチェンジに割り当て、別のMIDI機
器からコントロールできます。詳細は248ページ「コンポーネントパラメーターのコン
トロールチェンジへの割り当て」をご参照ください。
DME32はコントロールチェンジメッセージを受信したり、割り当てられたパラメー
ターをコントロールするとき、GPIインターフェースで外部機器をトリガーできます。
またDME ManagerやDME32フロントパネルのコントロール類、GPIインターフェース
などでコンポーネントパラメーターを調整する際にDME32からコントロールチェン
ジメッセージを送信できます。コントロールチェンジに割り当てられたパラメーター
のコントロールチェンジメッセージのみが送信されます。

コンポーネントパラメーターはパラメーターチェンジメッセージでもコントロール
できます。詳細は250ページ「コンポーネントパラメーターとパラメーターチェンジ」
をご参照ください。

「MIDI Setup」画面にはMIDIチャンネル設定だけでなくDME32のプログラムチェン
ジ、コントロールチェンジの送受信設定パラメーターもあります。詳細は245ページ

「MIDI設定」をご参照ください。

MIDI端子
MIDI IN端子、MIDI OUT端子は外部MIDI機器と
MIDIメッセージを送受信します。MIDI IN端子は
MIDIメッセージを受信しMIDI OUT端子は送信しま
す。また「MIDI Setup」画面のECHO設定によりMIDI
OUT端子をTHRU端子としても使用できます。

「MIDI Setup」画面でDME32が送受信するMIDIチャ
ンネルとメッセージタイプも設定します。詳細は245
ページ「MIDI設定」をご参照ください。

複数台のDME32システムでは1台目のDME32のMIDI端子のみを使用します。

MIDI
OUT IN
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MIDI設定
「MIDI Setup」画面ではMIDIメッセージの送受信チャンネルと、本機の各メッセージ
（プログラムチェンジ、コントロールチェンジ、パラメーターチェンジ）の処理方法を
設定します。

1 「Tools」メニューから［MIDI］
を選択します。

「MIDI」画面が表示されます。

2 「Setup」画面が表示されて
いなければ「Setup」タブを
クリックします。

MIDI Setupパラメーター：

セクション パラメーター 設定範囲 機能

Tx CH 1～16
MIDIメッセージの送信チャンネルと、パラメーターチェンジ
メッセージを送信するデバイスチャンネルを選択します。

MIDI CH

Rx CH 1～16
MIDIメッセージの受信チャンネルと、パラメーターチェンジ
メッセージを受信するデバイスチャンネルを選択します。

Tx ON/OFF
割り当てられたシーンや設定を呼び出したときにプログラム
チェンジメッセージを送信するかどうかを設定します。

Rx ON/OFF
プログラムチェンジメッセージを受信したときに割り当てら
れたシーンや設定を呼び出すかどうかを設定します。

Program

OMNI ON/OFF

DME32が指定MIDIチャンネルでのみ受信したプログラムチェ
ンジメッセージに応答するか、すべてのMIDIチャンネルで受信
したプログラムチェンジメッセージに応答するかを設定します。

Change

ECHO ON/OFF

MIDI IN端子で受信したプログラムチェンジメッセージを
MIDI OUT端子にエコースルー（そのまま出力）するかどうか
を設定します。

Tx ON/OFF
割り当てられたパラメーターを調整したときにコントロール
チェンジメッセージを送信するかどうかを設定します。

Control

Rx ON/OFF
コントロールチェンジメッセージを受信したときに割り当て
られたパラメーターを調整するかどうかを設定します。

Change
OMNI ON/OFF

DME32が指定MIDIチャンネルのみで受信したコントロールチェ
ンジメッセージに応答するかすべてのMIDIチャンネルで受信し
たコントロールチェンジメッセージに応答するかを設定します。

ECHO ON/OFF
MIDI IN端子で受信したコントロールチェンジメッセージをMIDI
OUT端子にエコースルー（そのまま出力）するかを設定します。

Tx ON/OFF
コンポーネントパラメーターを調整したときにパラメーター
チェンジメッセージを送信するかどうかを設定します。

Parameter
Rx ON/OFF

パラメーターチェンジメッセージを受信したときにコンポー
ネントパラメーターを調整するかどうかを設定します。Change

ECHO ON/OFF
MIDI IN端子で受信したパラメーターチェンジメッセージをMIDI
OUT端子にエコースルー（そのまま出力）するかを設定します。

MIDI設定
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3 各パラメーターを設定後、［OK］をクリックして設定を保存するか、しない場
合は［Cancel］をクリックして元の設定のままにします。

「MIDI」画面が閉じます。

MIDI設定はシーンやコンフィグレーションではなくDME32本体のシステムメモリー
に保存されます。

シーンとコンフィグレーションのプログラムチェ
ンジへの割り当て

シーン1～99とコンフィグレーションA、BをMIDIプログラムチェンジ1～128に割り
当てることができます。274ページのアサイン表を利用して割り当ててください。

1 「Tool」メニューから［MIDI］を選択します。

「MIDI」画面が表示されます。

2 「Program Change」タブをク
リックします。

「Program Change」画面が表示さ
れます。

3 割り当てたいプログラムチェンジ番号を選択し
［Assign］をクリックします。またはプログラム
チェンジ番号を直接ダブルクリックでも選択で
きます。

「Lists」画面が表示されます。

4 Scene 01～99またはコンフィグレーションA、Bの中から選択します。
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5 ［OK］をクリックしてコンフィグレーションを保存するか、［Cancel］をクリッ
クして元の設定にします。

「Lists」画面が閉じます。

選択したプログラムチェンジにシーンやコンフィグレーションがすでに割り当てられ
ていると、それを上書きしてよいかどうかメッセージが表示されます。［OK］をクリッ
クすると上書きされ、［キャンセル］をクリックすると以前の設定のまま変わりません。

「Program Change」画面には新しい割り当てが表示されます。

各割り当てを個別に削除するには、個々に選択して［Clear］をクリックします。

割り当てをすべて削除するには［All Clear］をクリックします。

6 ［OK］をクリックして割り当てを保存するか、しない場合は［Cancel］をクリッ
クして元の設定にします。

「MIDI」画面が閉じます。

シーンとコンフィグレーションのプログラムチェンジへの割り当てはシーンやコン
フィグレーションではなくDME32のシステムメモリーに保存されます。

シーンやコンフィグレーションを複数のプログラムチェンジに割り当てると、その
シーンやコンフィグレーションを呼び出したときに一番若い番号のプログラムチェ
ンジが送信されます。

次の図はプログラムチェンジメッセージでDME32のシーンやコンフィグレーション
をリモートコントロールできるMIDI機器類です。
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シーンとコンフィグレーションのプログラムチェンジへの割り当て
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コンポーネントパラメーターのコントロールチェ
ンジへの割り当て

パラメーターをMIDIコントロールチェンジ0～119に割り当て、追加バイトを使い設
定範囲の広いパラメーターを更に高精度でコントロールできます。280ページのアサ
イン表をお使いください。

1 「Tool」メニューから［MIDI］を選択します。

「MIDI」画面が表示されます。

2 「Control Change」タブをク
リックします。

「Control Change」画面が表示され
ます。

3 割り当てたいコントロールチェンジ
番号を選択し［Assign］をクリックし
ます。またはコントロールチェンジ番
号を直接ダブルクリックでも選択で
きます。

「Control Change」画面が表示されます。

4 必要な設定を行って［OK］をクリックして選択内容を保存するか、［Cancel］を
クリックして元の設定のままにします。

コントロールチェンジ画面が閉じます。

選択したコントロールチェンジにパラメーターがすでに割り当てられていると、それ
を上書きしてよいかどうかメッセージが表示されます。［OK］をクリックすると上書
きされ、［キャンセル］をクリックすると以前の設定のままとなります。

「Control Change」画面のパラメーター：

パラメーター 設定範囲 機能

UNIT 1－4 割り当てるパラメーターのあるDME32を選択します。

Component †1 パラメーターを割り当てるコンポーネントを選択します。

Sub No. 1－256
同タイプのコンポーネントを複数含んでいるコンフィグレーショ
ンの各コンポーネントを選択します。

Parameter †2 割り当てるパラメーターを選択します。

Pair All, High, Low 1バイトまたは2バイトのコントロールチェンジを選択します。

†1. 使用できるコンポーネントをすべて選択できます。
†2. 使用できるパラメーターは選択コンポーネントによって異なります。
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Sub No.パラメーターは同じタイプのコンポーネントが複数ある設定で各コンポーネ
ントを選択するのに使います。たとえばCompressorコンポーネントとCompressor（2）
コンポーネントを使用した設定では、Sub No. 1でCompressorを、Sub No. 2でCompressor

（2）を選択します。

Pairはパラメーターの可変範囲によって設定します。可変範囲が128ステップ以下な
ら、PairはAllに設定します。しかし、可変範囲が128ステップより大きい場合、PairがAll
では分解能が粗くなって正確にコントロールできません。このような場合、2つのNo.
に同じパラメーターを設定し、一方のNo.のPairをHighに、もう一方のNo.のPairにLow
を設定します。このような設定で、1つのパラメーターを2つのコントロールナンバー
で正確にコントロールできます。

「Control Change」画面には新しい割り当てが表示されます。

各割り当てを削除するには、これを選択して［Clear］をクリックします。

割り当てをすべて削除するには［All Clear］をクリックします。

コンポーネントパラメーターのコントロールチェンジへの割り当て
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5 ［OK］をクリックして割り当て設定を保存するか、［Cancel］をクリックして元
の設定のままにします。

「MIDI」画面が閉じます。

パラメーターのコントロールチェンジへの割り当てはシーンやコンフィグレーショ
ンではなく本機のシステムメモリーに保存されます。

パラメーターを複数のコントロールチェンジに割り当てると、そのパラメーターを呼
び出したときに一番若い番号のコントロールチェンジが送信されます。

次の図はコントロールチェンジメッセージでパラメーターをリモートコントロール
するために、DME32と接続できるMIDI機器の種類です。
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コンポーネントパラメーターとパラメーターチェンジ
システムエクスクルーシブメッセージであるパラメーターチェンジを使い、別のMIDI
機器からコンポーネントパラメーターをコントロールできます。Parameter Change Tx
パラメーターをON（245ページ参照）にすると、DME ManagerやDME32フロントパネ
ルのコントロール類、GPIインターフェースなどでコンポーネントパラメーターを調
整したときDME32はパラメーターチェンジメッセージを送信します。コントロール
チェンジに割り当てられていないパラメーターのパラメーターチェンジメッセージ
のみが送信されます。

Parameter Change RxパラメーターをONに設定すると、パラメーターチェンジメッセー
ジを本機に送ってコンポーネントパラメーターをリモートコントロールできます。

パラメーターチェンジを送受信するデバイスチャンネルは指定したMIDI送受信チャ
ンネル（Tx、Rx）と同じです。

DME32がパラメーターチェンジメッセージを送受信する方法を指定するパラメー
ターは「MIDI Setup（セットアップ）」画面にあります。詳細は245ページ「MIDI設定」を
ご参照ください。

次の図はパラメーターチェンジメッセージでパラメーターをリモートコントロール
するために、DME32と接続できるMIDI機器の種類です。
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以下はパラメーターチェンジメッセージのフォーマットです。

STATUS 11110000 F0 System Exclusive Message

ID No. 01000011 43 Manufacturer's ID No.(YAMAHA)

SUB STATUS 0001nnnn 1n parameter change or response n=0-15 (Device

Channel No.1-16)

GROUP ID 00111110 3e MODEL ID

MODEL ID 00000101 05 Device code (DME32)

PARAM TYPE 00000000 00 byte operation for edit buffer (type)

DATA 00iiiiii dd0 DME id No. (#1:30h,#2:31h,#3:32h,#4:33h)

0000aaaa dd1 Parameter No. (H high order bit)

0000aaaa dd2 Parameter No. (H low order bit)

0000aaaa dd3 Parameter No. (L high order bit)

0000aaaa dd4 Parameter No. (L low order bit)

0000dddd dd5 Parameter value (H high order 4 bit)

0000dddd dd6 Parameter value (H low order 4 bit)

0000dddd dd7 Parameter value (L high order 4 bit)

0000dddd dd8 Parameter value (L low order 4 bit)

11110111 F7 End Of Exclusive

Parameter No.の値はDME Managerで印刷できます。

MIDI設定の保存

1 「Tool」メニューから［MIDI］を選択します。メインの「MIDI」画面が表示されます。

2 ［File］をクリックします。以下の「MIDI」画面が表示されます。

3 「Mode」欄で［Save］を選択します。

4 「Save File Name」欄でMIDI設定のタイトルを入力します。

タイトルには24文字まで使えます。入力し直したい場合は［Clear］ボタンをクリック
してクリアします。

5 ［Save］をクリックします。

MIDI設定が保存され「MIDI」画面が閉じます。同じタイトルのファイルがすでにある
と、上書きしてよいかを確認するメッセージが表示されるので、［OK］をクリックして
上書きし続行するか、［Cancel］をクリックして操作をキャンセルします。
MIDI設定は「Midi」フォルダに保存されます。このフォルダはDME32 Managerのプロ
グラムフォルダ内にあります。MIDI設定ファイルは通常のWindowsファイルと同様、
コピー、削除、バックアップなどの編集／管理ができます。

MIDI設定の保存
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MIDI設定のロード

1 「Tool」メニューから［MIDI］を選択します。メインの「MIDI」画面が表示されます。

2 ［File］をクリックします。「MIDI」画面が表示されます。

3 「Mode」欄で［Load］を選択します。

4 「File List」からロードしたいMIDI設定を選択します。

選択した設定のタイトルが「Select File Name」欄に表示されます。

別の設定を選択する場合は［Clear］ボタンをクリックしてキャンセルします。

5 ［Load］をクリックします。

選択したMIDI設定がロードされ「MIDI」画面が閉じます。

MIDI設定の削除

1 「Tool」メニューから［MIDI］を選択します。メインの「MIDI」画面が表示されます。

2 ［File］をクリックします。「MIDI」画面が表示されます。

3 「Mode」欄で［Delete］を選択します。

4 「File List」から削除したいMIDI設定を選択します。

別の設定を選択する場合は［Clear］ボタンをクリックしてキャンセルします。

5 ［Delete］をクリックします。

選択したMIDI設定を削除します。
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第16章 I/Oオプション

16
本章の目次

I/OオプションとDME32 ....................................................................................254
I/Oカードの仕様.................................................................................................255

I/Oカードの選択.................................................................................................255
I/Oカードの装着.................................................................................................257

AD824/DA824コンバーター .............................................................................258
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I/OオプションとDME32
DME32のアナログ・デジタル入出力には別売のmini YGDAI（Yamaha General Digital
Audio Interface）カードを使います。このカードはアナログI/O用のものとデジタルI/O
用のものとがあり、デジタルカードはデジタルオーディオの代表的なフォーマット

（ADAT、AES/EBU、Tascam TDIF-1）をサポートしています。

mini YGDAIカードはヤマハデジタルミキサー01VやデジタルMTR D24でも使われて
いますが、ヤマハデジタルレコーディングコンソール02R、03Dで使われているシング
ル、ダブルのYGDAIカードとは別物ですのでご注意ください。

下記のmini YGDAIカードが現在発売されていますが、新製品などのmini YGDAIカー
ドに関する最新の情報はヤマハホームページをご覧ください。
＜http://www.yamaha.co.jp/product/proaudio/＞

MY8-AD 8アナログ入力
8チャンネルのアナログ入力カードです。8個のバランス型フォーン端子と20ビット・
128倍オーバーサンプリングA/Dコンバーターを備えています。

MY4-AD 4アナログ入力
4チャンネルのアナログ入力カードです。4個のバランス型XLR-3-31タイプ端子と24
ビット・128倍オーバーサンプリングA/Dコンバーターを備えています。

MY4-DA 4アナログ出力
4チャンネルのアナログ出力カードです。4個のバランス型XLR-3-32タイプ端子と20
ビット・128倍オーバーサンプリングD/Aコンバーターを備えています。

MY8-AT ADAT
ADATフォーマットのデジタル入出力カードです。2つのAlesis ADATマルチチャンネ
ルオプティカルデジタルインターフェースコネクターを備え、16・20・24ビットのワー
ド長をサポートしています。

MY8-AE AES/EBU

AES/EBUフォーマットのデジタル入出力カードです。25ピンD-subコネクターを備え、
16・20・24ビットのワード長をサポートしています。

MY8-TD Tascam TDIF-1
Tascam TDIF-1フォーマットのデジタル入出力カードです。25ピンD-subコネクターを
備え、16・20・24ビットのワード長をサポートしています。

MY8-TDカードには、接続機器を選択するスイッチがあります。そのカードをTascam
DA-88と接続するときは“EXT:88”に、DA-38あるいはその他の機器のときは“INT:38”
にそれぞれ設定してください。
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I/Oカードの仕様
mini YGDAI I/Oカードの仕様。

カード フォーマット 入力 出力 A/D D/A ワード長 端子

MY8-AD アナログ入力 8 ―
20ビット、

― ―
フォーン端子

128倍 （バランス型）×8

MY4-AD アナログ入力 4 ―
24ビット、

― ―
XLR-3-31端子

128倍 （バランス型）×4

MY4-DA アナログ出力 ― 4 ―
20ビット、

―
XLR-3-32端子

128倍 （バランス型）×4

MY8-AT ADAT 8 8 ― ― 16, 20, 24 オプチカルx2

MY8-AE AES/EBU 8 8 ― ― 16, 20, 24
25ピンD-sub
（ケーブルは別売）

MY8-TD Tascam TDIF-1 8 8 ― ― 16, 20, 24
25ピンD-sub
BNCワードクロック出力端子

上記の表のように、アナログI/Oカードは入力、出力のいずれかのチャンネル、デジタ
ルI/Oカードは入出力両チャンネルを備えています。

I/Oカードの選択
DME32には4つのI/Oスロットがあり、合計32系統の入出力が得られます。入出力は次
の各スロットに対応します。

DME32スロット
DME32チャンネル

入力 出力

1 1－8 1－8

2 9－16 9－16

3 17－24 17－24

4 25－32 25－32

選択したカードの種類により使用できるチャンネル数が異なります。32系統の入力、
32系統の出力をすべて使用するには4枚のデジタルI/Oカードを装着することが必要
です。たとえば8チャンネルアナログ入力カードMY8-ADを4枚装着すると32系統の入
力すべてを利用できますが出力チャンネルは使用できません。32系統の入力、32系統
の出力をアナログ信号に使用するには、ヤマハADコンバーターAD824およびDAコン
バーターDA824を使用します。詳細は258ページ「AD824/DA824コンバーター」をご参
照ください。

アナログとデジタルのI/Oカードを組み合わせることもできます。たとえば2枚の8
チャンネルアナログ入力カードMY8-ADをスロット1と2に装着すればインプット
チャンネル1～16がアナログ入力に使用できます。また2枚のデジタルI/Oカードをス
ロット3と4に装着すればインプットチャンネル、アウトプットチャンネル17～32をデ
ジタル入出力に使用できます。

デジタルI/Oカード使用時は4つのI/Oスロットのいずれかの スロットを外部ワードク
ロックソースとして選択できます。詳細は229ページ「ワードクロック」をご参照くだ
さい。

他のデジタルオーディオ機器にDME32を接続するには、AES/EBU、ADAT、Tascam
TDIF-1の中から接続機器が対応するフォーマットを選択し、必要なI/Oカードを装着
します。

I/Oカードの仕様
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DME32を別のヤマハデジタルオーディオ機器に接続する際の使用カードは以下のと
おりです。正しいインターフェースフォーマット（AES/EBU、ADAT、Tascam TDIF-1）
で接続してください。

モデル名
スロットI/O総数

最大カード搭載数 フォーマット 使用カード
DME32用

出力 入力 カード

ADAT MY8-AT MY8-AT

Yamaha AD824 8 ― 1 Tascam TDIF-1 MY8-TD MY8-TD

AES/EBU MY8-AE MY8-AE

ADAT MY8-AT MY8-AT

Yamaha DA824 ― 8 1 Tascam TDIF-1 MY8-TD MY8-TD

AES/EBU MY8-AE MY8-AE

ADAT MY8-AT MY8-AT

Yamaha D24 8 8 4 Tascam TDIF-1 MY8-TD MY8-TD

AES/EBU MY8-AE MY8-AE

ADAT MY8-AT MY8-AT

Yamaha 01V 8 8 1 Tascam TDIF-1 MY8-TD MY8-TD

AES/EBU MY8-AE MY8-AE

ADAT CD8-AT MY8-AT

Yamaha 02R 16 32
シングル4枚 Tascam TDIF-1 CD8-TDII MY8-TD

またはダブル2枚
AES/EBU

CD8-AEまたは
MY8-AE

CD8-AE-S

ADAT CD8-AT MY8-AT

Yamaha 03D 8 8 1
Tascam TDIF-1 CD8-TDII MY8-TD

AES/EBU
CD8-AEまたは

MY8-AE
CD8-AE-S

機器によってはADAT I/Oカード使用時にワードクロックのロックに問題が生じるこ
とがありますので、その場合ワードクロック信号は別のフォーマットのI/Oカードか
ら受信するようにしてください。

詳細はお近くのヤマハ販売店にご相談ください。
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I/Oカードの装着
mini YGDAIカードをDME32に取付ける手順です。

1 DME32の電源をオフにします。

2 次の図のように2本の固定ネジをゆるめスロットカバーを取り外します。

SLOT

1

SLOT

3

CASCADE IN

CASCADE OUT

COM

PC CONTROL

カバーとネジは今後のために安全な場所に保管してください。

3 次の図のようにスロット内のガイドレールにカードの両端を合わせ、カード
をスロットに挿入します。カードの端子部分がDME32の端子に正しくはまる
よう、カードをいっぱいまで押し込んでください。

SLOT

1

SLOT

3

CASCADE IN

CASCADE OUT

COM

PC CONTROL

4 カードに取付けられているネジでカードを固定します。このネジをゆるいま
まにしておくと、アースが正しくとれないことがありますので注意してくだ
さい。

スロット機能を使用して各スロットに装着されているI/Oカードの種類を確認するこ
とができます。詳細は212ページ「I/Oスロットの確認」をご参照ください。

I/Oカードの装着
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AD824/DA824コンバーター

AD824

高性能8チャンネルのア
ナログ→デジタルコン
バーターです。24ビット
リニアアナログ→デジタ
ル変換、128倍オーバーサ
ンプリングにより標準ダイナミックレンジ110dBが得られます。別売のヤマハmini
YGDAI（YAMAHA General Digital Audio Interface）カードを背面のスロットに装着す
ることにより様々なデジタル入力インターフェースとして、AES/EBU、ADAT、Tascam
TDIF-1など主要デジタルオーディオフォーマットに対応します。アナログ入力はバラ
ンス型XLR端子です。

またAD824の入力チャンネルにはINSERT IN/OUTの2つのTRSフォーン端子、高性能
マイクプリアンプ、個別切り替え可能な48Vのファンタム電源、ゲイン調整用ツマミ
を搭載したバランス型アナログインサート端子を備えていま
す。

DME32のCOM端子（右図）を9ピンシリアルケーブルでAD824
のCOM PC/RS422端子に接続すれば、DME ManagerでAD824
のリモート／リコールコントロールが可能です。

AD824のCOM PC/RS422スイッチは、DME32または別のAD824に接続時には“RS422”
に設定します。

DME Managerには特にAD824と併用するためのGrain Trimmerコンポーネントがあり
ます。詳細は177ページ「Gain Trimmer（ゲイントリマー）」をご参照ください。

DA824

高性能8チャンネルのデ
ジタル→アナログコン
バーターです。24ビット
リニアデジタル→アナロ
グ変換、128倍オーバーサ
ンプリングにより標準ダイナミックレンジ110dBが得られます。別売のヤマハmini
YGDAI（YAMAHA General Digital Audio Interface）カードを背面のスロットに装着す
ることにより様々なデジタル入力インターフェースとして、AES/EBU、ADAT、Tascam
TDIF-1など主要デジタルオーディオフォーマットに対応します。アナログ出力にはバ
ランス型XLR端子およびフォーン端子があります。

AD824とDA824についての詳細はお近くのヤマハ販売店にお問い合わせください。

次頁はAD824とDA824の使用接続例です。

ON OFF
POWER

AD CONVERTER

1 2 3 4 5 6 7 8

PEAK

SIGNAL

NOMINAL

PEAK

SIGNAL

+48V

SEL

NOMINAL

+48V

WORD CLOCK

INTERNAL
44.1kHz BNC SLOT48kHz

SEL

dB

GAIN

OFF  ON

+48V MASTER

COM

ON OFF
POWER

DA CONVERTER

LOCKPEAK

SIGNAL

NOMINAL

PEAK

SIGNAL

NOMINAL

1 2 3 4 5 6 7 8
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接続例

次の接続例はAES/EBUインターフェース、ADATインターフェースを使用したADコ
ンバーターAD824とDME32の接続例です。この接続例では各スロットにつき8系統の
入力のみ可能で、8系統の出力はできません。

SLOT: MY8-AE

SLOT: MY8-AE

COM PC/RS422

COM

COM PC/RS422

COM

SLOT: MY8-AT

IN

OUT

WC
OUT

WC
IN

SLOT: MY8-AT

AD824 AD824

9ピン�
ケーブル�

ADAT�
ケーブル�

BNC�
ケーブル�

アナログ入力×8

AES/EBUケーブル� 9ピン�
ケーブル�

アナログ入力×8

DME32

SCENE NO. CONFIGURATION

48kHz
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44.1kHz

SCENE

COMPONENT PARAMETER

UTILITY

VALUE
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USER DEFINE

PROTECT

INC

DEC
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POWER
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7 8 9

4 5 6

1 2
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3
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DME32
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VALUE
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PROTECT
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POWER
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7 8 9

4 5 6

1 2

0STORE RECALL
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XXXXXYAMAHAXDME3288
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次の接続例は、AES/EBUインターフェース、ADATインターフェースを使用したDAコ
ンバーターDA824とDME32の接続例です。上の接続例と同様、この接続例では各ス
ロットにつき8系統の出力のみ可能で、8系統の入力はできません。

AES/EBUケーブル�

SLOT: MY8-AE

SLOT: MY8-AE

アナログ出力×8

DA824 DA824

ADATケーブル�

SLOT: MY8-AT

OUT

IN

アナログ出力×8
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DME32

SCENE NO. CONFIGURATION
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DIGITAL MIXING ENGINE

POWER
ON OFF

7 8 9

4 5 6

1 2

0STORE RECALL

3

SCENE  RECALLDATA
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次の例はADコンバーターAD824とDAコンバーターDA824の両方を、MY8-AE I/Oカー
ドとカスタムのAES/EBU枝分かれケーブルを使用して、1台のDME32スロットに接続
する方法です。この接続例では各スロットごとに8系統の入出力がともに可能です。
AES/EBUインターフェースのピン配線については各MY8-AE I/Oカードに記載され
ています。DME32がワードクロックマスターでAD824はBNCケーブル接続でワード
クロックを受け取ります。DA824はスロット入力から受け取ります。

AD824 DA824

SLOT: MY8-AESLOT: MY8-AE

AES/EBU I/OCOMWC OUT

WC IN COM PC/RS422

アナログ入力×8

カスタムのAES/EBU枝分かれケーブル�

アナログ出力×8

9ピンケーブル�

BNCケーブル�

DME32
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次の例はADコンバーターAD824とDAコンバーターDA824の両方を、MY8-AT I/Oカー
ドとADATケーブルを使用して、1台のDME32スロットに接続する方法です。上の接続
例と同様、この接続例では各スロットごとに8系統の入出力がともに可能です。DME32
がワードクロックマスターでAD824はBNCケーブル接続でワードクロックを受け取
ります。DA824はスロット入力から受け取ります。

AD824 DA824

SLOT: MY8-ATSLOT: MY8-AT

IN OUT

IN

ADAT I/O

OUT

COMWC OUT
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ADATケーブル�9ピンケーブル�
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最後の例は複数のAD824と1台のDME32をAD824のCOM端子で接続する方法です。

COM PC/RS422

COMSLOT 1 SLOT 2

AD824 #1

COM PC/RS422

SLOT

SLOT

COM RS422

COM RS422

AD824 #2

9ピンケーブル�

アナログ入力×8
9ピンケーブル�

アナログ入力×8

DME32
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AD824/DA824コンバーター
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故障かな？と思ったら

思ったとおりに動かない、何かおかしいと思ったら、状況を確認した上で以下のような対処をしてみてく
ださい。

DME32

■DME32に電源が入らない。
・電源コードが適切なコンセントに差し込まれてい

るか確認してください。詳細は12ページ「電源コー
ドの接続」をご参照ください。

・DME32の電源スイッチがONになっているか確認し
てください。詳細は12ページ「電源オン／オフ」をご
参照ください。

・それでも電源が入らない場合はお近くのヤマハ販
売店にご連絡ください。

■DME32とDME Manager間でのやりとりが
できない。

・DME32に電源が入っていること、DME Managerを起
動し開いていること、接続ケーブルが正しく接続さ
れていることを確認してください。

・9ピンシリアル接続の場合はDME32のリアパネル
にあるPC Controlスイッチ設定がお使いのPCのシ
リアルポートのタイプ（RS232CまたはRS422）と一
致していることを確認してください。
PCのシリアルポートが正しく作動するか確認し
てください。［システム］→［コントロールパネル］
を開き「デバイスマネージャー」タブをクリックし
てください。詳細はWindowsの説明書をご参照く
ださい。

・9ピンシリアル接続で「COM port open error 5（COM
ポートオープンエラー5）」メッセージが表示された
ら、テキストエディターでD M E フォルダ内の

「setup.ini」ファイルを開きCOM設定が正しいか確認
してください。たとえばCOMポート2を使用してい
る場合の設定は「COM2」です。それでも直らない場
合は他の機器がそのCOMポートを使用しているの
でポートが使用不可になっていないかチェックし
てください。

・USB接続の場合はPCのUSBポートが正しく作動す
るか確認してください。［システム］→［コントロー
ルパネル］を開き「デバイスマネージャー」タブをク
リックしてください。詳細はWindowsの説明書をご
参照ください。

■呼び出したいコンフィグレーションメモ
リーを選択できない。

・呼び出せるのはデータの入ったコンフィグレー
ションメモリーだけです。詳細は200ページ「コン
フィグレーションの呼び出し」をご参照ください。

■SCENE No.インジケーターが点滅してい
る。

・これは異常ではありません。最後に呼び出した（ま
たは保存した）以外のシーンメモリーが選択されて
いることを表示します。詳細は201、202ページをご
参照ください。

■LOCKインジケーターが点灯しない。
・DME32が選択ワードクロックソースのワードク

ロックにロックしていません。別のワードクロック
ソースを選択してください。詳細は231ページ「ワー
ドクロックソースの選択」をご参照ください。

■48kHz/44.1kHzインジケーターが点灯し
ない。

・これは異常ではありません。48kHz/44.1kHz以外の
外部ワードクロックソースを使用していることを
表示します。

■オーディオの入出力ができない。
・I/Oカードが正しく挿入されネジでしっかり固定さ

れているか確認してください。詳細は257ページ「I/O
カードの装着」をご参照ください。また212ページ「I/
Oスロットの確認」をご参照ください。

■ワードクロックマスター機器でワードク
ロックソースを変更するとアナログ出力
からノイズが発生する。

・これは異常ではありません。MY8-AT  I/Oカードを
挿入していると生じやすい症状です。スピーカーの
損傷を防ぐためにパワーアンプのレベルを下げる
か、あらかじめDME32をオフにしてください。

■シーンやコンフィグレーションがいつの
まにか呼び出される。

・シーンやコンフィグレーションがMIDIプログラム
チェンジに割り当てられ、外部MIDIメッセージに
よって呼び出されていませんか？詳細は246ページ

「シーンとコンフィグレーションのプログラムチェ
ンジへの割り当て」をご参照ください。

・シーンやコンフィグレーションがGPI入力に割り当
てられ、外部トリガー信号に応答していませんか？
詳細は216ページ「GPI入力の割り当て」をご参照く
ださい。
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■コンポーネントパラメーターがいつのま
にか調整されている。

・同じリンクグループ内の別のパラメーターと一緒
に調整されていませんか？詳細は80ページ「コン
ポーネントパラメーターのリンク」をご参照くださ
い。

・パラメーターがMIDIパラメーターチェンジに割り
当てられ、外部MIDIメッセージに応答していません
か？詳細は248ページ「コンポーネントパラメー
ターのコントロールチェンジへの割り当て」をご参
照ください。

・パラメーターがパラメーターチェンジに割り当て
られ、外部MIDI機器によって呼び出されていません
か？詳細は250ページ「コンポーネントパラメー
ターとパラメーターチェンジ」をご参照ください。

・パラメーターがGPI入力に割り当てられていません
か？詳細は216ページ「GPI入力の割り当て」をご参
照ください。

■シーンの保存、呼び出しやコンポーネント
パラメーターの編集ができない。

・Full Protectモードがオンになっていませんか？207
ページ「Full Protect（フルプロテクト）」をご参照くだ
さい。

■シーンを呼び出せるが保存やコンポーネ
ントパラメーターの編集ができない。

・Scene Recall Onlyモードがオンになっていません
か？206ページ「Scene Recall Only（シーンの呼び出
しのみ）」をご参照ください。

■DME32のパスワードを忘れた。
・212ページ「DME32の初期化」をご参照ください。

■MIDIメッセージの送受信ができない。
・MIDI接続を確認してください。
・接続MIDI機器がオンになっており、選択MIDIチャ

ンネルで送受信できるよう設定されているか確認
してください。

・MIDI Setup画面の設定をチェックしてください。245
ページ「MIDI設定」をご参照ください。

■MIDIプログラムチェンジメッセージで
シーンを呼び出せない。

・DME32がプログラムチェンジメッセージを受信で
きるよう設定され、MIDI受信チャンネルの設定が正
しいことを確認してください。245ページ「MIDI設
定」をご参照ください。

・送信するプログラムチェンジがシーンに割り当て
られているか確認してください。246ページ「シーン
とコンフィグレーションのプログラムチェンジへ
の割り当て」をご参照ください。

・呼び出せるのはデータの入っているシーンだけで
す。

■MIDIコントロールチェンジメッセージで
コンポーネントパラメーターをコント
ロールできない。

・DME32がコントロールチェンジメッセージを受信
できるよう設定され、MIDI受信チャンネルの設定が
正しいことを確認してください。245ページ「MIDI設
定」をご参照ください。

・送信されるコントロールチェンジがコンポーネン
トパラメーターに割り当てられているか確認して
ください。248ページ「コンポーネントパラメーター
のコントロールチェンジへの割り当て」をご参照く
ださい。

■MIDIパラメーターチェンジメッセージで
コンポーネントパラメーターをコント
ロールできない。

・DME32がパラメーターチェンジメッセージを受信
できるよう設定されていることを確認してくださ
い。245ページ「MIDI設定」をご参照ください。

■複数台のDME32システムでワードクロッ
クソースをDME32#1でしか設定できな
い。

・これは異常ではありません。その他のDME32はカス
ケード接続でワードクロック信号を自動受信しま
す。

■EMERGENCYインジケーターが点灯す
る。

・EMERGENCY（緊急）用に割り当てられたGPI入力
が ト リ ガ ー さ れ た た め で す 。原 因 を 調 べ
EMERGENCY状態を解除してください。222ページ

「EMERGENCY（緊急）モード」をご参照ください。

■複数台走行ができない。
・各DME32間のカスケード接続をチェックしてくだ

さい。239ページ「カスケード接続」をご参照くださ
い。

故障かな？と思ったら
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DME Manager

■Windows 98でコンポーネントコントロー
ル画面の動作がおかしい。

・Windows 98のコントロールパネルの「画面」を開き
「効果」をクリックし、「ドラッグ中にウィンドウの
内容を表示する」のタブをオフにしてください。

■コンポーネントを追加できない。
・DMEマネージャーがRunモードかCableモードでは

ありませんか？コンポーネントを追加できるのは
Editモードのみです。48ページ「コンポーネントの追
加」をご参照ください。

・DSPパワーメーターが100%になっていませんか？
48ページ「コンポーネントの追加」をご参照くださ
い。

・追加しようとしたコンポーネントのタイプがコン
フィグレーションにすでに入っていませんか？入
出力などのコンポーネントはコンフィグレーショ
ンごとに1つのみ使用可能です。

・任意のコンフィグレーションに最高159個までの同
一コンポーネントが追加できます（例：「Fader 4」コ
ンポーネントを159個）。

■配線の追加、削除ができない。
・DMEマネージャーがRunモードかEditモードではあ

りませんか？配線を追加、削除できるのはCableモー
ドのみです。53ページ「配線の追加」をご参照くださ
い。

■Run Mode Controllerにアクセスできない。
・Run Mode ControllerはRunモード時にのみ表示され

ます。

■Run Mode Controllerからコンフィグレー
ションを保存できない。

・これは異常ではありません。Run Mode Controllerで
コンフィグレーションの保存はできません。コン
フィグレーションの転送は「Data Transfer」画面を使
用してください。64ページ「DME32へのコンフィグ
レーションの送信」をご参照ください。

■コンポーネントのコントロールを編集で
きない。

・コンポーネントのプロテクトが正しくチェックさ
れていますか？82ページ「コンポーネントプロパ
ティのカスタム化」をご参照ください。

■コンフィグレーションをコンパイルでき
ない。

・コンフィグレーションのコンパイルには少量のDSP
処理パワーが必要ですが、DSPパワーメーターが
100%を表示しなくてもコンパイルのできない場合
があります。これはメーターがおよその使用量を表
示しているためで、その精度はコンフィグレーショ
ン内のコンポーネントのタイプやコンポーネント
の追加／配線順序によって影響を受けます。不要な
コンポーネントを削除してもう一度コンパイルし
てください。

■コンポーネントのタイトルがよく見えな
い。

・タイトルの字のサイズを小さくしてください。82
ページ「コンポーネントプロパティのカスタム化」
をご参照ください。
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コンポーネントネームリスト
以下のリストは表示されるコンポーネント名、コンポーネントアイコン、DME32本体
に表示されるコンポーネント名のリストです。CascadeコンポーネントはDME32ディ
スプレイ表示と同じです。ただしカスタマイズ可能です。詳細は82ページ「コンポーネ
ントプロパティのカスタム化」をご参照ください。

コンポーネント コンポーネントリスト コンポーネントアイコン DME32ディスプレイ

Automatic Mixer
2-Ch Auto Mixer AutoMx2 AutoMx2

（オートマチックミキサー）
4-Ch Auto Mixer AutoMx4 AutoMx4

8-Ch Auto Mixer AutoMx8 AutoMx8

1 1 1 Cascade

2 2 2 Cascade

3 3 3 Cascade

4 4 4 Cascade

5 5 5 Cascade

6 6 6 Cascade

7 7 7 Cascade

1～16
8 8 8 Cascade

9 9 9 Cascade

10 10 10 Cascade

11 11 11 Cascade

12 12 12 Cascade

13 13 13 Cascade

14 14 14 Cascade

15 15 15 Cascade

Cascade 16 16 16 Cascade

（カスケード） 17 17 17 Cascade

18 18 18 Cascade

19 19 19 Cascade

20 20 20 Cascade

21 21 21 Cascade

22 22 22 Cascade

23 23 23 Cascade

17～32
24 24 24 Cascade

25 25 25 Cascade

26 26 26 Cascade

27 27 27 Cascade

28 28 28 Cascade

29 29 29 Cascade

30 30 30 Cascade

31 31 31 Cascade

32 32 32 Cascade

コンポーネントネームリスト
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コンポーネント コンポーネントリスト コンポーネントアイコン DME32ディスプレイ

2-Way 12dB/oct 2way 12dB/oct 2way 12dB/oct

2-Way 24dB/oct 2way 24dB/oct 2way 24dB/oct

2-Way 36dB/oct 2way 36dB/oct 2way 36dB/oct

2-Way 48dB/oct 2way 48dB/oct 2way 48dB/oct

3-Way 12dB/oct 3way 12dB/oct 3way 12dB/oct

Crossover 3-Way 24dB/oct 3way 24dB/oct 3way 24dB/oct

（クロスオーバー） 3-Way 36dB/oct 3way 36dB/oct 3way 36dB/oct

3-Way 48dB/oct 3way 48dB/oct 3way 48dB/oct

4-Way 12dB/oct 4way 12dB/oct 4way 12dB/oct

4-Way 24dB/oct 4way 24dB/oct 4way 24dB/oct

4-Way 36dB/oct 4way 36dB/oct 4way 36dB/oct

4-Way 48dB/oct 4way 48dB/oct 4way 48dB/oct

Crossover Processor
2-Way Processor 2wayProcessor 2wayProcessor

（クロスオーバープロセッサー）
3-Way Processor 3wayProcessor 3wayProcessor

4-Way Processor 4wayProcessor 4wayProcessor

Delay 1 Out Delay 1out Delay 1out

Delay 2 Out Delay 2out Delay 2out

Delay 3 Out Delay 3out Delay 3out

Delay（ディレイ）
Delay 4 Out Delay 4out Delay 4out

Delay 5 Out Delay 5out Delay 5out

Delay 6 Out Delay 6out Delay 6out

Delay 7 Out Delay 7out Delay 7out

Delay 8 Out Delay 8out Delay 8out

Delayed Mixer 2x2 Dly202 Dly202

 2x
Delayed Mixer 2x4 Dly204 Dly204

Delayed Mixer 2x8 Dly208 Dly208

Delayed Mixer 2x12 Dly212 Dly212

Delayed Mixer 4x2 Dly402 Dly402

Delayed Mixer 4x4 Dly404 Dly404

Delayed Mixer  4x Delayed Mixer 4x8 Dly408 Dly408

（ディレイドミキサー） Delayed Mixer 4x12 Dly412 Dly412

Delayed Mixer 4x16 Dly416 Dly416

Delayed Mixer 8x2 Dly802 Dly802

Delayed Mixer 8x4 Dly804 Dly804

 8x Delayed Mixer 8x8 Dly808 Dly808

Delayed Mixer 8x12 Dly812 Dly812

Delayed Mixer 8x16 Dly816 Dly816
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コンポーネント コンポーネントリスト コンポーネントアイコン DME32ディスプレイ

Compander Compander Compander

Compressor Compressor Compressor

De-Esser De-Esser De-Esser

Ducker Ducker Ducker

Expander Expander Expander

Dynamics Gate Gate Gate

（ダイナミクス） Stereo Compander StCompander StCompander

Stereo Compressor StCompressor StCompressor

Stereo De-Esser StDe-Esser StDe-Esser

Stereo Ducker StDucker StDucker

Stereo Expander StExpander StExpander

Stereo Gate StGate StGate

Reverb Hall RevHall RevHall

Reverb Room RevRoom RevRoom

Reverb Stage RevStage RevStage

Reverb Plate RevPlate RevPlate

Early Ref. EarlyRef EarlyRef

Gate Reverb GateReverb GateReverb

Reverse Gate ReverseGate ReverseGate

Mono Delay MonoDly MonoDly

Stereo Delay St_Dly St_Dly

Mod Delay Mod_Dly Mod_Dly

Delay LCR Dly_LCR Dly_LCR

Effect（エフェクト） Echo Echo Echo

Chorus Chorus Chorus

Flange Flange Flange

Symphonic Symphonic Symphonic

Phaser Phaser Phaser

Auto Pan AutoPan AutoPan

Tremolo Tremolo Tremolo

HQ Pitch HqPitch HqPitch

Dual Pitch DuPitch DuPitch

Mod. Filter ModFilter ModFilter

Dyna.Filter DynFilter DynFilter

Dyna.Flange DynFlange DynFlange

2-Band PEQ PEQ 2 PEQ 2

3-Band PEQ PEQ 3 PEQ 3

4-Band PEQ PEQ 4 PEQ 4

EQ（イコライザー）
6-Band PEQ PEQ 6 PEQ 6

8-Band PEQ PEQ 8 PEQ 8

7-Band GEQ GEQ 7 GEQ 7

15-Band GEQ GEQ 15 GEQ 15

31-Band GEQ GEQ 31 GEQ 31

コンポーネントネームリスト
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コンポーネント コンポーネントリスト コンポーネントアイコン DME32ディスプレイ

Fader 1 Fader 1 Fader 1

Fader 2 Fader 2 Fader 2

Fader（フェーダー）
Fader 4 Fader 4 Fader 4

Fader 8 Fader 8 Fader 8

Fader 12 Fader12 Fader12

Fader 16 Fader16 Fader16

HPF HPF HPF

Filter（フィルター）
LPF LPF LPF

BPF BPF BPF

Notch Notch Notch

Slot 1 In (1-8) Slot1 In(1-8) Slot1 In(1-8)

Input
Slot 2 In (9-16) Slot2 In(9-16) Slot2 In(9-16)

Slot 3 In (17-24) Slot3 In(17-24) Slot3 In(17-24)

Input/Output Slot 4 In (25-32) Slot4 In(25-32) Slot4 In(25-32)

（インプット／アウトプット） Slot 1 Out (1-8) Slot1 Out(1-8) Slot1 Out(1-8)

Output
Slot 2 Out (9-16) Slot2 Out(9-16) Slot2 Out(9-16)

Slot 3 Out (17-24) Slot3 Out(17-24) Slot3 Out(17-24)

Slot 4 Out (25-32) Slot4 Out(25-32) Slot4 Out(25-32)

2x
Mixer 2x1 Mix201 Mix201

Mixer 2x2 Mix202 Mix202

Mixer 4x1 Mix401 Mix401

4x Mixer 4x2 Mix402 Mix402

Mixer 4x4 Mix404 Mix404

Mixer 8x1 Mix801 Mix801

8x
Mixer 8x2 Mix802 Mix802

Mixer 8x4 Mix804 Mix804

Mixer 8x8 Mix808 Mix808

Matrix Mixer Mixer 12x1 Mix1201 Mix1201

（マトリックスミキサー） Mixer 12x2 Mix1202 Mix1202

12x Mixer 12x4 Mix1204 Mix1204

Mixer 12x8 Mix1208 Mix1208

Mixer 12x12 Mix1212 Mix1212

Mixer 16x1 Mix1601 Mix1601

Mixer 16x2 Mix1602 Mix1602

16x
Mixer 16x4 Mix1604 Mix1604

Mixer 16x8 Mix1608 Mix1608

Mixer 16x12 Mix1612 Mix1612

Mixer 16x16 Mix1616 Mix1616

Meter 1 Meter 1 Meter 1

Meter 2 Meter 2 Meter 2

Meter（メーター）
Meter 4 Meter 4 Meter 4

Meter 8 Meter 8 Meter 8

Meter 12 Meter12 Meter12

Meter 16 Meter16 Meter16

Gain Trimmer GainTrm GainTrm

Misc（その他） Oscillator Osillator Osillator

System Mute SysMute SysMute
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コンポーネント コンポーネントリスト コンポーネントアイコン DME32ディスプレイ

LCR LCR LCR

Pan Pan Pan

Pan（パン） Surround 2+2 Surr2+2 Surr2+2

Surround 3+1 Surr3+1 Surr3+1

Surround 5.1 Surr5.1 Surr5.1

Router 1x2 Rtr102 Rtr102

Router 1x4 Rtr104 Rtr104

1x Router 1x8 Rtr108 Rtr108

Router 1x12 Rtr112 Rtr112

Router 1x16 Rtr116 Rtr116

Router 2x1 Rtr201 Rtr201

Router 2x2 Rtr202 Rtr202

2x
Router 2x4 Rtr204 Rtr204

Router 2x8 Rtr208 Rtr208

Router 2x12 Rtr212 Rtr212

Router 2x16 Rtr216 Rtr216

Router 4x1 Rtr401 Rtr401

Router 4x2 Rtr402 Rtr402

4x
Router 4x4 Rtr404 Rtr404

Router 4x8 Rtr408 Rtr408

Router 4x12 Rtr412 Rtr412

Router 4x16 Rtr416 Rtr416

Router（ルーター） Router 8x1 Rtr801 Rtr801

Router 8x2 Rtr802 Rtr802

8x
Router 8x4 Rtr804 Rtr804

Router 8x8 Rtr808 Rtr808

Router 8x12 Rtr812 Rtr812

Router 8x16 Rtr816 Rtr816

Router 12x1 Rtr1201 Rtr1201

Router 12x2 Rtr1202 Rtr1202

12x
Router 12x4 Rtr1204 Rtr1204

Router 12x8 Rtr1208 Rtr1208

Router 12x12 Rtr1212 Rtr1212

Router 12x16 Rtr1216 Rtr1216

Router 16x1 Rtr1601 Rtr1601

Router 16x2 Rtr1602 Rtr1602

16x
Router 16x4 Rtr1604 Rtr1604

Router 16x8 Rtr1608 Rtr1608

Router 16x12 Rtr1612 Rtr1612

Router 16x16 Rtr1616 Rtr1616

Switch 1 Sw 1 Sw 1

Switch 2 Sw 2 Sw 2

Switch（スイッチ）
Switch 4 Sw 4 Sw 4

Switch 8 Sw 8 Sw 8

Switch 12 Sw 12 Sw 12

Switch 16 Sw 16 Sw 16

User Control（ユーザーコントロール） UserCtrl UserCtrl

User Module（ユーザーモジュール） UserModule UserModule
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DME32エラーメッセージ
DME32にエラーメッセージが表示されたら以下の表を参照して対策を施してくださ
い。

ジーセッメ 因原 策対
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MOR 。んせまいてれさ録登に
ュシッラフをムラグロプンョシーケリプア

MOR 。いさだくてし録登に

):DIyM(RREEDACSAC

23EMD とるれ入を源電に DI しクッェチを号番
がーラエ続接といなし致一が号番のこ。すま

。すまじ生

れさ続接で序順いし正がルブーケドーケスカ
。いさだくてし認確かるいて

!rorrEsserddAUPC
2HS 。たしまじ生がプッラトーラエ

!rorrEsserddAAMD

RREF/IEMD

の台数複 23EMD んせまきでが信通でムテスシ
てれ外が続接のルブーケドーケスカ。たしで

いないてっ入の源電かるい 23EMD まりあが
。す

のてべすし検点をルブーケドーケスカ 23EMD
。いさだくてし認確かるいてっ入が源電に

!rreetirW/daeRMARtxE
部外 MAR 生がーラエに中み込き書／み込み読

。たしまじ

!rremuskcehcMORhsalF
ュシッラフ MOR しまじ生がーラエみ込き書の

。た

!rreecivedMORhsalF
ラエのドーコスイバデはたまドーコーカーメ

。たしまじ生がー

!rorrEetirWMORhsalF 2HS 。たしまじ生がプッラトーラエ

!rorreetirwMORhsalF ュシッラフ MOR 。たしまじ生がーラエ去消の

!noitcurtsnIlagellI

2HS 。たしまじ生がプッラトーラエ
!tpurretnilagellI

!tolslagellI

!tseuqeRIMN

RRETUOEMIT

の台数複 23EMD るれ入を源電にムテスシ
、と NIEDACSAC し続接をルブーケに子端

た 23EMD の次は 23EMD 待を認確続接のらか
が認確のこ。すまち 01 いなれさ信受に内以秒

。すまじ生がーラエトウアムイタと

たし続接ドーケスカ 23EMD れぞれそは 01 以秒
べすたま。いさだくてれ入を源電で隔間の内

のて 23EMD ケスカ、とこるいてっなにンオが
をとこるいてれさ続接くし正がルブーケドー

。いさだくてし認確

!rotcevdetcepxenU
2HS 。たしまじ生がプッラトーラエ

!kaerBresU
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DME Managerエラーメッセージ
DME Managerにエラーメッセージが表示されたら以下の表を参照して対策を施して
ください。

ジーセッメ 因原 策対

esuacebelipmoctonnaC

onsniatnocnoitarugifnoc

!stnenopmoc

グィフンコいないてっ入のトンネーポンコ
。たしましとうよしルイパンコをンョシーレ

イパンコらかてし加追宜適をトンネーポンコ
。いさだくてしル

nahteromyalpsidtonnaC

!sretem23

23 しましとうよし示表をーターメるえ越を個
。た

はーターメるきで示表に時同 23 。すででま個

5rorrenepotropMOC
MOC まいてれさ用使でスイバデの別がトーポ
。す

MOC にフオをスイバデるいてし用使をトーポ
。いさだくてし

EMD 「の内ダルォフ ini.putes 開をルイァフ」
き MOC 。いさだくてし認確かいし正が定設

ばえとた 2MOC は合場るいてし用使をトーポ
「 2MOC 。いさだくてし定設に」

noitisoptnenopmoC

!rorre

てしとうよせさ示表をンョシーレグィフンコ
。たしまじ生がーラエ

、かく開度一うもをンョシーレグィフンコ
23EMD をンョシーレグィフンコ度一うもらか

。いさだくてし信受

ebtsumnoitarugifnoC

!gnivaserofebdelipmoc

ョシーレグィフンコいないてれさルイパンコ
。たしましとうよし存保をン

らかてしルイパンコをンョシーレグィフンコ
。いさだくてし存保

ebtsumnoitarugifnoC

!gnidneserofebdelipmoc

ョシーレグィフンコいないてれさルイパンコ
をン 23EMD 。たしましとうよし信送に

らかてしルイパンコをンョシーレグィフンコ
。いさだくてし信送度一うも

reganaMEMDdna23EMD

tonodsnoitarugifnoc

!hctam

reganaMEMD と 23EMD シーレグィフンコの
。んせまし致一がターデンョ

ョシーレグィフンコ、かるせさ致一をターデ
。いさだくてし信送度一うもをン

!dnuofton23EMD
reganaMEMD にきとたげ上ち立を 23EMD が

。たしでんせまれさ出検

reganaMEMD 、かるす用使をけだ 23EMD の
てしクッェチを続接 reganaMEMD さ動起再を

。いさだくてせ

!elifgnidaerrorrE

しまじ生がーラエてしとうこ開をルイァフ
保かるあで中用使にですはルイァフ象対。た

。すまりあが性能可いないてれさ存

確をかるいてれさ存保、か中用使をルイァフ
。いさだくてい開度一うもらかてし認

gniviecerrorrE

!noitarugifnoc

23EMD に中信受をンョシーレグィフンコらか
。たしまじ生がーラエ

23EMD 受度一うもらかてしクッェチを続接の
。いさだくてし信

gnidnesrorrE

!noitarugifnoc

23EMD に中信送をンョシーレグィフンコらか
。たしまじ生がーラエ

23EMD 送度一うもらかてしクッェチを続接の
。いさだくてし信

!elifgnitirwrorrE

しまじ生がーラエに中み込き書にルイァフ
書かるあで中用使にですはルイァフ象対。た

。すまいてれさ護保み込き

護保み込き書、かるす力入を名ルイァフの別
。いさだくてし存保度一うもらかてし除解を

egralootsignicapsdirG

!llamsootro

さ小かるぎすき大が隔間のドッリグたし定指
。すまぎす

。いさだくてし力入を隔間の内囲範な効有

!drowssaptcerrocnI 。すまいてっ違がドーワスパたし力入 。いさだくてし力入をドーワスパいし正

noitarugifnocoN

!detceles

よし信送にずせ択選をンョシーレグィフンコ
。たしましとう

し信送らかてし択選をンョシーレグィフンコ
。いさだくて

dilavninasi"ATADON"

!emanelif

「に名ルイァフ ATADON せまきで用使は」
。ん

「 ATADON さだくてし力入を前名の外以」
。い

!elifEMDatoN
EMD ましとうこ開をルイァフの外以ルイァフ
。たし

EMD 。いさだくてい開をみのルイァフ

!rorreputesretnirP

に中み込み読を報情プッアトッセータンリプ
設くし正がータンリプ。たしまじ生がーラエ
で用使がーバイラドな切適かいないてれさ定

。んせまき

さだくてしプッアトッセくし正をータンリプ
。い

DME Managerエラーメッセージ
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ジーセッメ 因原 策対

noitarugifnoc23EMDehT

.degnahcsahatad

morfatadevieceR

?23EMD

23EMD 変がターデンョシーレグィフンコで上
定設クッロクドーワばえとた。たしまれさ更

、りたし更変らかルネパトンロフを CP ドーカ
能可たしドーロをンョシーレグィフンコらか

。すまりあが性

［ KO てしクッリクを］ 23EMD コの新最らか
さだくてし信受をターデンョシーレグィフン

。い

sitnenopmocsihT

!detcetorp

よし集編をトンネーポンコたれさトクテロプ
。たしましとう

らかてし除解をトクテロプのトンネーポンコ
。いさだくてし集編

sinoitareposihT

!detcetorp
。たしましとうお行を作操たれさトクテロプ

noitarepO はたま tnenopmoC をトクテロプの
。いさだくてし作操らかてし除解

rofstnenopmocynamooT

!#23EMD

たし定指 23EMD を数大最がトンネーポンコの
。たしまえ越

スーソリてし除削をトンネーポンコの用使未
をトンネーポンコいし新らかてしや増を量容

。いさだくてし加追

rofeltitaretnetsumuoY

!noitarugifnoceht

しましとうよし信送をンョシーレグィフンコ
いてれさ択選がンョシーレグィフンコ、がた

。んせまいてれさ力入がルトイタかいな

ルトイタかるす択選をンョシーレグィフンコ
。いさだくてし信送らかてし力入を

rofeltitaretnetsumuoY

!eludomresueht

たしましとうよし存保をルーュジモーザーユ
。んせまいてれさ力入がルトイタ、が

。いさだくてし存保らかてし力入をルトイタ
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仕　様
サンプリング 内部 48kHz

周波数 外部 39.69～50.88kHz

シグナルディレイ
0.21ms（インプット1からアウトプット1へダイレク
トケーブル、fs＝48kHz）

メモリー
コンフィグレーション 2（A、B）

シーン コンフィグレーション1つに付き、99個

ディスプレイ 24桁×2行LCD バックライト付き

シーンナンバー 7セグメントLED×2

ワードクロック 48kHz、44.1kHz、LOCK

インジケーター
Emergency（緊急）モード EMERGENCY

その他
COMPONENT、PARAMETER、VALUE、PROTECT、
UTILITY、USER DEFINE

PCカードスロット PCMCIAタイプIIメモリーカード

電源 100V、50/60Hz

消費電力 40W

最大外形寸法（W×H×D） 480×141.5×375.2mm

重量 9.5kg

動作保証温度 10℃～35℃

保管温度 －20℃～60℃

電源コード長 2.5m

付属品
電源コード、CD-ROM（DME Managerプログラム）、　
9ピンD-subクロスケーブル、16ピンユーロブロックプ
ラグ、取扱説明書、ACプラグ変換アダプター

オプション MY8、MY4 mini YGDAI I/Oカード

コントロールI/O
入出力端子 フォーマット レベル 仕様コネクター

WORD CLOCK INPUT ―
TTL

BNC
75Ω（ON/OFF）

WORD CLOCK OUTPUT ― TTL BNC

MIDI IN MIDI ― DIN 5ピン

MIDI OUT MIDI ― DIN 5ピン

CASCADE IN ― ― ハーフピッチ50ピン

CASCADE OUT ― ― ハーフピッチ50ピン

USB USB ― USBタイプBオス

PC CONTROL ― RS232C/RS422 9ピンD-sub

COM ― RS422 9ピンD-sub

GPI IN（×16） ― 0～5V ユーロブロック

GPI OUT（×16） ― 0～5V ユーロブロック

GPI +V（×16） ― 6mA max ユーロブロック

SLOT（×4） mini YGDAI ― ―

仕　様
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コネクターピンアサイン

PCコントロール（RS232C）端子
ピン 名称 In/Out ピン 名称 In/Out

1 未使用 ― 6 DSR In

2 RxD In 7 RTS Out

3 TxD Out 8 CTS In

4 DTR Out 9 未使用 ―

5 GND ―

PCコントロール（RS422）端子
ピン 名称 In/Out ピン 名称 In/Out

1 未使用 ― 6 Rx+ In

2 Rx- In 7 RTS Out

3 Tx- Out 8 CTS In

4 Tx+ Out 9 未使用 ―

5 GND ―

CASCADE OUT端子
ピン 名称 ピン 名称

1 GND 26 GND

2 Bus 1～4 in+ 27 Bus 1～4 in-

3 Bus 5～8 in+ 28 Bus 5～8 in-

4 Bus 9～12 in+ 29 Bus 9～12 in-

5 Bus 13～16 in+ 30 Bus 13～16 in-

6 Bus 17～20 in+ 31 Bus 17～20 in-

7 Bus 21～24 in+ 32 Bus 21～24 in-

8 Bus 25～28 in+ 33 Bus 25～28 in-

9 Bus 29～32 in+ 34 Bus 29～32 in-

10 GND 35 GND

11 Sum 1～4 out+ 36 Sum 1～4 out-

12 Sum 5～8 out+ 37 Sum 5～8 out-

13 Sum 9～12 out+ 38 Sum 9～12 out-

14 Sum 13～16 out+ 39 Sum 13～16 out-

15 Sum 17～20 out+ 40 Sum 17～20 out-

16 Sum 21～24 out+ 41 Sum 21～24 out-

17 Sum 25～28 out+ 42 Sum 25～28 out-

18 Sum 29～32 out+ 43 Sum 29～32 out-

19 Wordclock out 44 Wordclock in

20 GND 45 GND

21 Control Rx+ 46 Control Rx-

22 Control Tx+ 47 Control Tx-

23 ID out 48 GND

24 ID out（GND） 49 GND

25 GND 50 GND
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CASCADE IN端子
ピン 名称 ピン 名称

1 GND 26 GND

2 Bus 1～4 out+ 27 Bus 1～4 out-

3 Bus 5～8 out+ 28 Bus 5～8 out-

4 Bus 9～12 out+ 29 Bus 9～12 out-

5 Bus 13～16 out+ 30 Bus 13～16 out-

6 Bus 17～20 out+ 31 Bus 17～20 out-

7 Bus 21～24 out+ 32 Bus 21～24 out-

8 Bus 25～28 out+ 33 Bus 25～28 out-

9 Bus 29～32 out+ 34 Bus 29～32 out-

10 GND 35 GND

11 Sum 1～4 in+ 36 Sum 1～4 in-

12 Sum 5～8 in+ 37 Sum 5～8 in-

13 Sum 9～12 in+ 38 Sum 9～12 in-

14 Sum 13～16 in+ 39 Sum 13～16 in-

15 Sum 17～20 in+ 40 Sum 17～20 in-

16 Sum 21～24 in+ 41 Sum 21～24 in-

17 Sum 25～28 in+ 42 Sum 25～28 in-

18 Sum 29～32 in+ 43 Sum 29～32 in-

19 Wordclock in 44 Wordclock out

20 GND 45 GND

21 Control Tx+ 46 Control Tx-

22 Control Rx+ 47 Control Rx-

23 ID in（GND） 48 GND

24 ID in 49 GND

25 GND 50 GND

コネクターピンアサイン
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DME32寸法図
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仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。
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プログラムチェンジアサイン表

margorP
egnahC

/enecS
noitargifnoC

margorP
egnahC

/enecS
noitargifnoC

margorP
egnahC

/enecS
noitargifnoC

1 44 78

2 54 88

3 64 98

4 74 09

5 84 19

6 94 29

7 05 39

8 15 49

9 25 59

01 35 69

11 45 79

21 55 89

31 65 99

41 75 001

51 85 101

61 95 201

71 06 301

81 16 401

91 26 501

02 36 601

12 46 701

22 56 801

32 66 901

42 76 011

52 86 111

62 96 211

72 07 311

82 17 411

92 27 511

03 37 611

13 47 711

23 57 811

33 67 911

43 77 021

53 87 121

63 97 221

73 08 321

83 18 421

93 28 521

04 38 621

14 48 721

24 58 821

34 68

プログラムチェンジアサイン表
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egnahClortnoC tinU tnenopmoC oN.buS retemaraP riaP

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

01

11

21

31

41

51

61

71

81

91

02

12

22

32

42

52

62

72

82

92

03

13

23

33

43

53

63

73

83

93

04

14

24

34

44

54

64
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MIDIデータフォーマット

1. 機能

1.1 PROGRAM CHANGE
Program Change Messageを受信すると、［Midi Program Change Assign Table］に従って、
SceneをRecallします。

Program Change Messageを送信する場合には、［Midi Program Change Assign Table］に
従って、Program No.を送信します。そのMemory No.が複数のProgram No.に割り当て
られている場合には、一番若いProgram No.を送信します。

1.2 CONTROL CHANGE
Control Change Messageを受信すると、［Midi Control Change Assign Table］に従って、
Parameterがエディットされます。

［Midi Control Change Assign Table］で設定されているパラメーターがエディットさ
れた場合には、そのcontrol cahnge no.でControl Change Messageで送信します。１つの
パラメーターが複数アサインされている場合には、一番若いControl No.で送信します。

1.3 PARAMETER CHANGE
各種parameterの設定値の変更を送受信します。送信は、［Param. change Tx］がONであ
れば、設定値を変更したときに行います。受信は［Param. Change Rx］がONであればい
つでも行います。

2. 本体の設定や操作

2.1 MIDI-SETUP

2.1.1 MIDI Channel
2.1.1.1 Transmit channel
送信に使用するMIDI channelを設定します。

2.1.1.2 Receive channel
受信に使用するMIDI channelを設定します。MIDI情報は、基本的にMIDI Channelが一
致しないと受信しませんが、OMNIがONになっている場合には、その限りではありま
せん。

2.1.2 ON/OFF
2.1.2.1 Program change
受信や送信の可・不可を設定します。また、OMNIをONにすると、MIDI channelの関わ
りなく受信を行います。ECHOがONの場合には、channelに関わらずECHOします。

2.1.2.2 Control change
受信や送信の可・不可を設定します。また、OMNIをONにすると、MIDI channelの関わ
りなく受信を行います。ECHOがONの場合には、channelに関わらずECHOします。

2.1.2.3 Parameter change
受信や送信の可・不可を設定します。ECHOがONになっていれば、channelに関わらず
ECHOします。

MIDIデータフォーマット



284 第17章　付　録

DME32―取扱説明書

はじめに�

各部の名称�
と機能�

コンフィグ�
レーション�
の構築�

Runモード�

ソフトウェア�
"DME Manager"�
のその他の機能�

コンポーネント�
ガイド―第1部�

コンポーネント�
ガイド―第2部�

フロント�
パネルの�
操作�

GPI�
インター�
フェース�

ワード�
クロック�

複数台の�
DME32�
システム�

I/O�
オプション�

MIDI

付 録�

PCカード�

DME�
Manager�
の概要�

操作の前に�

2.2 MIDI-Program change assign table
Program Change No.と、Scene no.との対応表で、自由に設定が可能です。

2.3 MIDI-Control change assign table
Control change no.と、パラメーターとの対応表で、自由に設定可能です。受信の際には
勿論、送信の際にも使用します。TX ONの場合には、アサインされているパラメーター
を変更したときに出力されます。

3. MIDI Format一覧

3.1 CHANNEL MESSAGE

command rx/tx function
----------------------+-----------+----------------------------------------
Bn CONTROL CHANGE rx/tx パラメーターのコントロール(Control Change

Assign Tableを使用)
Cn PROGRAM CHANGE rx/tx シーンメモリーの切り替え(Program Change

Tableを使用)

3.2 PARAMETER CHANGE

Parameter type rx/tx function
----------------------+-----------+----------------------------------------
0x00 rx/tx edit buffer (byte operation format)

4. MIDI Format 詳細仕様

4.1 CONTROL CHANGE (Bn)

《 受信 》
［Control Change RX］がONで、［Rx CH］が一致した場合に受信します。ただし［OMNI］
がONの場合、チャンネルに関わらず受信します。

［Control Change ECHO］がONの場合には、ECHOします。
［control assign table］の設定に従って、パラメーターを制御します。

《 送信 》
［Control Change TX］がONの場合、［control assign table］で設定されているパラメーター
を操作したときに、［Tx CH］のチャンネルで送信します。

［Control Change ECHO］がONの場合には、ランニング・ステータスを活かしながら、自
身の出力とマージします。

STATUS 1011nnnn Bn Control Change
DATA 0ccccccc cc Control No. ( 0-119)

0vvvvvvv vv Control Value (0-127)

control valueをパラメーター値に変換する計算式は以下の通り。

C = 128 (byte parameter)
  16384 (word parameter)

S = パラメーターの全可変ステップ数

C / S = X 余り Y
INT((Y+1)/2) = Z
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(MIDI DATA - Z) < 0 の場合 → param = 0
((MIDI DATA - Z)/X) > MAXの場合 → param = MAX
それ以外の場合 → param = INT((MIDI DATA -Z)/X)

4.2 PROGRAM CHANGE (Cn)

《 受信 》
［Program Change RX］がONで、［Rx CH］が一致した場合に受信します。ただし［OMNI］
がONの場合、チャンネルに関わらず受信します。

［Program Change ECHO］がONの場合には、ECHOします。
［Program change table］の設定に従って、Scene Memoryをリコールします。

《 送信 》
［Program Change TX］がONの場合、リコールしたときに［Program change table］の設定
に従い、［Tx CH］のチャンネルで送信します。
リコールしたmemory no.が複数のprogram no.に割り当てられている場合には、一番若
いprogram no.を送信します。

［Program Change ECHO］がONの場合には、ECHOします。

STATUS 1100nnnn Cn Program Change
DATA 0nnnnnnn nn Program No. ( 0-127)

4.3 PARAMETER CHANGE (byte operation for type 0x00:edit
buffer)

《 受信 》
［Parameter Change RX］がONで、［Rx CH］とSUB STATUSに含まれるDevice Channel
が一致した場合に受信します。

［Parameter Change ECHO］がONの場合には、ECHOします。
受信しだい、指定のパラメーターを制御します。

《 送信 》
［Parameter Change TX］がONで、［Control Assign Table］には設定されていないパラメー
ターを変更した場合、［Tx CH］のDevice Channelで送信します。

［Parameter Change ECHO］がONの場合には、メッセージをそのまま送信します。

STATUS 11110000 F0 System Exclusive Message
ID No. 01000011 43 Manufacturer's ID No.(YAMAHA)
SUB STATUS 0001nnnn 1n parameter change or response for request

n=0-15(Device Channel No.1-16)
GROUP ID 00111110 3E group ID (digital mixer)
MODEL ID 00000101 05 Device code (DME32)
PARAM TYPE 00000000 00 byte operation for edit buffer
DATA 0000aaaa dd1 parameter No.(H high order bit)

0000bbbb dd2 parameter No.(H low order bit)
0000cccc dd3 parameter No.(L high order bit)
0000dddd dd4 parameter No.(L low order bit)
0000eeee dd5 parameter value(H high order bit)
0000ffff dd6 parameter value(H low order bit)
0000gggg dd7 parameter value(L high order bit)
0000hhhh dd8 parameter value(L low order bit)

EOX 11110111 F7 End Of Exclusive

MIDIデータフォーマット
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用語集

ADATフォーマット―ADAT互換デジタルオーディオ機器で使われる標準のデジタル
オーディオ接続フォーマット。8チャンネルのデジタルオーディオがオプティカル
ケーブル・Tosリンク接続で転送されます。

Adjusting Gc―Gc（カットオフ周波数におけるゲイン）を調整できるフィルターで
す。Gc＝－3dBにするとButterworth filterになります。SLOP&TYPE に12dB/oct Adjusting
Gc、24dB/oct Adjusting Gc、24dB/oct Adjusting Gcを選んで、Gc＝－6dB にすると
Linkwitz-Riley filterになります。また、Gcを－3dBより大きくするとカットオフ周波数
付近がブーストされます。

AES/EBUフォーマット―AES（Audio Engineering Society）とEBU（European
Broadcasting Union）により規定されたデジタルオーディオフォーマットで、プロ機器
間でデジタルオーディオデータをやりとりするときに使用します。1系統の接続だけ
で2チャンネル分のデジタルオーディオ（左／奇数、右／偶数）を送信でき、通常XLRタ
イプの端子を使用します。

Bessel―位相特性を重視した特性で、減衰特性はButterworthより緩やかですが、方形
波を通過させた場合に波形の乱れがありません。

Butterworth―最も一般的な特性で、特に断わらないかぎり、フィルターというと
Butterworth特性を示します。通過域は平坦で、カットオフ周波数におけるゲインは
－3dBです。

Cableモード―各コンポーネントを結線するためのDME Managerのモード。

DSP（デジタルシグナルプロセッサー）―大量のデータを高速かつリアルタイムで処
理するために特別に設計されたチップ。デジタルオーディオデータを処理するのに最
適。

Editモード―コンフィグレーションを構築、編集するためのDME Managerのモード
です。オフラインでシーンの編集、チェックをするときにもこのモードを使います。

EMERGENCY（緊急）モード―このモードでは全てのDME32の出力をミュート（消
音）し、EMERGENCYインジケーターが点灯します。GPI入力の1つをEMERGENCY用
に割り当てでき、その入力がトリガーされるとEMERGENCY（緊急）モードになりま
す。

FS―サンプリング周波数の略語。

GPI（Genaral Purpose Interface：汎用インターフェース）―カスタムメイドのコントロー
ラーや外部機器からDME32の16のGPI入出力を使ってリモートコントロールできま
す。

Linkwitz-Riley―フィルターの次数は2の累乗で、LPFとHPFの出力を電圧合成した
とき、全帯域でゲインが0dBになるような特性です。Butterworthと同じように、通過域
は平坦ですが、カットオフ周波数におけるゲインは－6dBです。

MIDI（Musical Instrument Digital Interface）―電子楽器やオーディオ機器間でデータ転
送を行うための国際的に承認された標準規格。

PCMCIA（Personal Computer Memory Card International Association）―PCカードの標
準規格を決めている組織です。
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PCカード―パーソナルコンピューターや電子機器で使われる小型のクレジットカー
ド・サイズの機器です。PCカードには厚さにより3つのタイプがあります。一番薄いの
がタイプ1（通常メモリーRAMやメモリーROMに使われます）、次に薄いのがタイプ2

（FAX／モデムなどに使われます）、一番厚いのがタイプ3（ハードディスクドライブ用
に使われます）です。

RS-232C―シリアル機器の接続フォーマットで、約15mまでの送信が可能です。通常
は9ピンコネクターあるいは25ピンD-subコネクターを使用します。

RS-422―シリアル機器のバランス接続フォーマットで、約1kmまでの送信が可能で
す。RS-232Cに比べて高速のデータ転送が可能で信頼性があります。

Runモード―DME32システムをリアルタイムでコントロールするためのDME
Managerのモードです。コントロール内容はコントロールパラメーターの編集、シーン
の保存、呼び出し、コンフュグレーションの呼び出しです。

USB（ユニバーサルシリアルバス）―外部機器をコンピュータに接続するためのシリ
アルバスで、最大12Mbps速度でのデータ転送が可能です。

WC―Word Clock（ワードクロック）の略語。

オーバーサンプリング―量子化の誤差によるノイズを軽減するための技術で、オー
ディオは公称サンプリング周波数よりもかなり高いレートでサンプリングされます。

コンパイル―DME32が理解し動作できるようコンフィグレーション情報を翻訳処理
することで、コンフィグレーションはDME32に保存あるいは転送される前にコンパ
イルすることが必要です。

コンフィグレーション―DME32 のオーディオシステムを構築するコンポーネントや
結線の配置。DME32にはAとB、2つのコンフィグレーションが保存できます。

サンプリングレート―A/D変換中にアナログオーディオ信号がサンプリングされる
1秒あたりの回数。

コンポーネント―DME32のコンフィグレーション内のブロックは各コンポーネント
で構成されます。ミキサー、コンプレッサー、エフェクト、クロスオーバーなどの完全
なオーディオプロセッサーもあれば、フェーダー、スイッチ、パンコントロール、メー
ターなどのパーツもあります。User Module（ユーザーモジュール）を使いコンポーネ
ントをカスタマイズできます。

シーン―DME32のシーンはコンポーネントパラメーター設定をスナップショットと
して保持できます。最大99個のシーンを各コンフュグレーションに保存できます。

初期設定―工場から出荷されてから最初に装置の電源を入れたときの設定内容。「デ
フォルト設定」「工場出荷時設定」とも呼ばれる。

ファームウエア―読み出し専用メモリー（ROM）に保存されているソフトウエアです。
DME32 のシステムソフトウエアは再プログラム可能な特別なタイプのメモリー（フ
ラッシュROM）に保存されています。

ミニYGDAI（Yamaha General Digital Audio Interface）―ヤマハのデジタルMTR D24や
デジタルミキサー01Ｖ、そしてデジタルミキシングエンジンDME32で使われる第2世
代のインターフェースシステム。

ワードクロック―デジタルオーディオシステムに接続されているすべての機器の
データ処理回路を同期させるクロック信号。ワードクロックの周波数はサンプリング
レートと等しい。

用語集
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3-Way Crossover Processorコンポー

ネント ............................. 109
3-Way Crossoverコンポーネント . 98
4-Way Crossover Processorコンポー

ネント ............................. 114
4-Way Crossoverコンポーネント 101
44.1kHzインジケーター ................ 19
48kHzインジケーター ................... 19
75Ω ON/OFFスイッチ .................. 21

A
AC INソケット ......................... 12, 21
AD824/DA824コンバーター ........ 258
AD824コンバーター .................... 258
ADAT I/Oカード........................... 254
ADATフォーマット...................... 286
Adjusting Gc .................................. 95
AES/EBU I/Oカード .................... 254
AES/EBUフォーマット ............... 286
Alignコマンド .................... 37, 41, 50
「Alt」メニュー................................. 43
Auto Mixerコンポーネント ............ 92
Auto Panコンポーネント............. 157

B
Bessel .................................... 95, 286
BPFコンポーネント..................... 170
Bring to front .................................. 82
Butterworth ............................ 95, 286

C
Cableコマンド ................... 37, 41, 43
Cableモード..................... 24, 53, 286
CARDイジェクトボタン................ 20
CARDスロット ...................... 20, 224
CASCADE IN端子 ......... 22, 239, 277
CASCADE OUT端子 ..... 22, 239, 276
Cascadeコマンド .......................... 40
Cascadeコンポーネント ............... 94
Chorusコンポーネント ................ 153
Closeコマンド ............................... 36
Companderコンポーネント......... 127
Compileコマンド ............... 36, 41, 43
Component color ........................... 82
Component Listコマンド ......... 39, 41
COMPONENTキー／

インジケーター ................. 19
Componentメニュー...................... 39
Compressorコンポーネント........ 130
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L
LCRコンポーネント .................... 180
Linkwitz-Riley ......................... 95, 286
LOCKインジケーター.................... 19
LPFコンポーネント ..................... 169

M
Matrix Mixerコンポーネント........ 173
Maximizeボタン............................. 29
Meterコンポーネント .................. 176
MIDI
MIDI IN/OUT端子 ...................... 21
MIDI Setupパラメーター ........ 245
MIDI端子.................................. 244
MIDIデータフォーマット ........ 283
MIDIとDME32 ......................... 244
コントロールチェンジ

アサイン表.................. 280
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て ................................ 248
コンポーネントパラメーターと

パラメーターチェンジ 250
設定 ......................................... 245
定義 ......................................... 286
複数台システム ....................... 238
プログラムチェンジ

アサイン表.................. 279
プログラムチェンジへの

割り当て ..................... 246
MIDI IN/OUT端子........................... 21
MIDIコマンド ................................. 38
MIDI端子 ...................................... 244
MIDIデータフォーマット............. 283
MIDIとDME32 .............................. 244
Miscコンポーネント .................... 177
Mod Delayコンポーネント .......... 150
Mod Filterコンポーネント ........... 161
Modeメニュー ............................... 37
Moduleコマンド....................... 37, 41
Mono Delayコンポーネント ........ 148

N
Newコマンド ................................. 36
Notchコンポーネント .................. 171

O
Offline Edit ..................................... 78
Offline Editコマンド....................... 36
Openコマンド................................ 36
Oscillatorコンポーネント ............ 178
Outputコンポーネント................. 172

P
Panコンポーネント .... 180, 181, 183,

185, 187
Parameter Linkコマンド................ 39
PARAMETERキー／

インジケーター ................. 19
Pasteコマンド ......................... 37, 41
PC CONTROL RS232C/RS422

スイッチ ............................ 21
PC CONTROL端子 .................. 11, 21
PCMCIA ....................................... 286
PCカード
PCカードからの削除 .............. 228
PCカードからのロード ........... 227
PCカードとDME32 ................. 224
PCカードへの保存 .................. 226
挿入、取り出し ......................... 224
定義 ......................................... 287
フォーマット ........................... 225

PCカードからの削除 ................... 228
PCカードからのロード ............... 227
PCカードとDME32 ..................... 224
PCカードの挿入、取り出し .......... 224
PCカードのフォーマット............ 225
PCカードへの保存....................... 226
PCへの接続 ................................... 11
PEQコンポーネント .................... 164
Phaserコンポーネント ................ 156
POWERスイッチ ........................... 20
Print ................................................ 89
Printer Setupコマンド ................... 36
Printコマンド ................................. 36
Propertiesコマンド .................. 37, 41
Protectionコマンド ........................ 38
PROTECTキー／インジケーター . 19

R
［RECALL］キー ............................ 202
RECALLキー.................................. 19
Reverb Hallコンポーネント ........ 144
Reverb Plateコンポーネント ...... 144
Reverb Roomコンポーネント ..... 144
Reverb Stageコンポーネント ..... 144
Reverse Gateコンポーネント ..... 147
Routerコンポーネント................. 189
Run Mode Controller ..................... 69
Runコマンド ...................... 37, 41, 43
Runモード ....................... 24, 68, 287

S
Save Asコマンド ........................... 36
Saveコマンド ................................ 36
SCENE NO.インジケーター. 18, 201,

202
Scene Recall Only ....................... 205
SCENE RECALLテンキー............. 19
SLOT（スロット）1－4 .................... 22
Snap to grid（グリッドに揃える）.. 50
Spacing .......................................... 51
Stereo Companderコンポーネント 127
Stereo Compressorコンポーネント130
Stereo De-Esserコンポーネント 133
Stereo Delayコンポーネント ...... 149
Stereo Duckerコンポーネント .... 135
Stereo Expanderコンポーネント 137
Stereo Gateコンポーネント ........ 140
［STORE］キー.............................. 201
STOREキー ................................... 19
Surround 2＋2コンポーネント .... 182
Surround 3＋1コンポーネント .... 185
Surround 5.1コンポーネント ...... 187
Switchコンポーネント ................. 191
Symphonicコンポーネント.......... 155
System Muteコンポーネント ...... 179

T
Terminal Usage ........................... 217
Tileコマンド................................... 40
Title ................................................ 82
Tool Palette（ツールパレット）...... 43
Tool Paletteコマンド ..................... 38
Toolメニュー ................................. 38
Tremoloコンポーネント .............. 158

U
Undo .............................................. 50
Undoコマンド .......................... 37, 41
USB端子 .................................. 11, 19
User Control ................................ 192
Copy ........................................ 193
Delete ...................................... 194
Paste ....................................... 193
作成 ......................................... 192
保存 ......................................... 194

User Define Buttonコマンド ......... 38
［USER DEFINE］キー............ 88, 203
USER DEFINEキー／

インジケーター ................. 20
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Delete ...................................... 198
Load ........................................ 197
Save ........................................ 196
構築 ......................................... 195
削除 ......................................... 198
配線 ......................................... 196
保存 ......................................... 196
ロード ...................................... 197

UTILITYキー／インジケーター ..... 20

V
VALUEキー／インジケーター....... 20
Viewメニュー................................. 38

W
Width .............................................. 82
Windowメニュー............................ 40
WORD CLOCK 75Ω ON/OFF

スイッチ ............................ 21
WORD CLOCK IN端子 .................. 21
WORD CLOCK OUT端子 .............. 21
Word Clockコマンド...................... 38

Z
Zoomコマンド ............................... 38
「Zoom」メニュー............................ 52

ア
アップグレード.............................. 14
アナログI/O .................................. 254

エ
エフェクトコンポーネント ......... 144
エラーメッセージ ................ 272, 273

オ
オートミキサーコンポーネント .... 92
オーバーサンプリング ................. 287

カ
カーソル......................................... 33
カーソルキー ................................. 20
回転ノブ......................................... 34
カスケード ........................... 238, 239
接続例 ...................................... 240

カスケードコンポーネント ........... 94
カット ............................................ 50
カバー取り付け用のネジ穴 ........... 20

キ
キーボードのショートカット ........ 44

ク
グリッド................................... 30, 50

ケ
ケーブルツール.............................. 33

コ
構築
User Control ............................ 192
User Module ............................ 195
コンフィグレーション .............. 46

故障かな？と思ったら ................. 264
コネクターピンアサイン ............. 276
コピー ............................................ 50
Copy ........................................ 193
User Control ............................ 194

コントロール画面 .......................... 33
コントロールチェンジ
アサイン表 .............................. 280
設定 ......................................... 245
割り当て .................................. 248

コントロールチェンジアサイン表280
コントロールチェンジへの

割り当て .......................... 248
コンパイル ................................... 287
コンフィグレーション
PCカードからのロード ........... 227
PCカードへの保存 .................. 226
画面 ........................................... 28
画面のズーム ............................. 52
コンパイル ................................ 63
最小化........................................ 28
最大化........................................ 28
削除 ......................................... 228
終了 ........................................... 62
新規画面の開き方...................... 47
定義 ......................................... 287
開いている画面の選択 .............. 48
プリント .................................... 89
プログラムチェンジへの

割り当て ..................... 246
別名で保存 ................................ 62
保存 ........................................... 62
保存済の開き方 ......................... 47
呼び出し ............................ 76, 200
リストア .................................... 28

コンフィグレーション画面
画面内の各セクション .............. 31
セクションのサイズ変更........... 61
複数台のコンフィグレーション 60

コンフィグレーション画面の終了. 62
コンフィグレーションのコンパイル 63
コンフィグレーションの呼び出し 76,

200

コンポーネント.............................. 32
2-Way Crossover ...................... 96
2-Way Crossover Processor ... 104
3-Way Crossover ...................... 98
3-Way Crossover Processor ... 109
4-Way Crossover .................... 101
4-Way Crossover Processor ... 114
Auto Mixer ................................. 92
Auto Pan .................................. 157
BPF.......................................... 170
Cascade .................................... 94
Chorus ..................................... 153
Compander .............................. 127
Component List ......................... 42
Compressor ............................. 130
Crossover .................................. 95
Crossover Processor .............. 104
De-Esser ................................. 133
DELAY ..................................... 105
Delay ....................................... 122
Delay LCR ............................... 151
Delayed Mixer ......................... 124
Dual Pitch ................................ 160
Ducker ..................................... 135
Dyna Filter ............................... 162
Dyna Flange ............................ 163
Dynamics ................................. 127
Early Ref. ................................ 146
Echo ........................................ 152
Effect ....................................... 144
EQ ........................................... 164
Expander ................................. 137
Fader ....................................... 167
Filter ........................................ 168
Flange ..................................... 154
Gain Trimmer .......................... 177
Gate ......................................... 140
Gate Reverb ............................ 147
GEQ......................................... 166
HPF ......................................... 168
HQ. Pitch ................................. 159
Input ........................................ 172
LCR ......................................... 180
LPF .......................................... 169
Matrix Mixer ............................. 173
Meter ....................................... 176
Misc ......................................... 177
Mod Delay ............................... 150
Mod Filter ................................ 161
Mono Delay ............................. 148
Notch ....................................... 171
Oscillator ................................. 178
Output ...................................... 172
Pan ......... 180, 181, 183, 185, 187
PEQ ......................................... 164
Phaser ..................................... 156
Reverb Hall ............................. 144
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カスケード ................................ 94
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サイズ変更 ................................ 84
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パラメーターチェンジ .... 250
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カスタム化 ........................ 82

コンポーネントリスト ............. 39, 42

サ
削除
PCカードからの削除 .............. 228
User Control ............................ 194
User Module ............................ 198
配線 ........................................... 58
パスワード ........................ 87, 210
パラメーターのリンク .............. 80

サンプリングレート .................... 287

シ
シーン
オフライン編集 ......................... 78
定義 ......................................... 287
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保存 ................................... 72, 201
呼び出し ............................ 74, 202

シーンのオフライン編集 ............... 78
シーンの保存 ......................... 72, 201
シーンの呼び出し .................. 74, 202
シーン編集ドット .......... 18, 201, 202
仕様 .............................................. 275
ショートカットメニュー ............... 41
初期化 .......................................... 212
初期設定....................................... 287
シリアル接続 ................................. 11

ス
ズーム ............................................ 30
ステータスバー.............................. 27
スライダー ..................................... 34
スレッショルド............................ 214
スレッショルド値 ........................ 220

セ
設定 .............................................. 245
接続
カスケード .............................. 239
接続例 ...................................... 240
ワードクロック ............... 231, 233

接続例 .................................. 240, 259

ソ
操作の前に ....................................... 9
その他のコンポーネント ..... 177, 179

タ
ターミナルボタン ................ 218, 220
タイトル................................... 78, 82
タイトルバー ................................. 25
ダイナミクスコンポーネント ..... 127,

129, 131, 133, 135, 137, 139,
141

ツ
ツールバー ..................................... 26
追加
個別に配線 ................................ 53
コンポーネント ......................... 48
パラメーターをグループに

リンク ........................... 80
複数まとめて配線...................... 55

テ
ディスプレイ ................................. 18
テキスト入力欄.............................. 35
電源オン／オフ.............................. 12
電源コードの接続 .......................... 12
電池の電圧 ................................... 212

ト
特長 .............................................. 4, 6
トリガー....................................... 214

ニ
入出力ノード ................................. 32

ノ
ノード ............................................ 32

ハ
パスワード ..................................... 85
Component ................................ 85
DME32での削除 ...................... 210
DME32での設定 ...................... 205
DME32でのパスワードを

忘れた場合.................. 205
DME32での変更 ...................... 209
Off .............................................. 85
Operation ................................... 85
削除 ........................................... 87
設定 ........................................... 86
変更 ........................................... 87
忘れた場合 ................................ 87

パスワードによるプロテクト ........ 85
パスワードを忘れた
DME Manager ........................... 87

パスワードを忘れたら
DME32 .................................... 212

パラメーターのリンク ................... 80
パラメーターリンク ...................... 39
パラメーターをグループにリンク. 80

フ
ファームウエア............................ 287
ファームウェア............................ 212
複数台システム............................ 238
複数台システムでの注意 ............. 238
複数台のDME32システム ............ 238
プリント機能 ................................. 89
プログラムチェンジ
アサイン表 .............................. 279

プログラムチェンジアサイン表 .. 279
プログラムチェンジへの割り当て246
プロテクトシステムの一時解除 .. 208
フロントパネル.............................. 18
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YAMAHA [Digital Mixing Engine] Date: 1 May 2000

Model: DME32

 

MIDI Implementation Chart

 

Version: 1.0

Function... Transmitted Recognized Remarks 

 

Basic 
Channel

Default
Changed

1–16
1–16

1–16
1–16

Memorized

Mode
Default
Messages
Altered

X
X

**************

OMNI OFF/OMNI ON
X
X

Memorized

Note 
Number True Voice

X
**************

X
X

Velocity
Note On
Note Off

X
X

X
X

After 
Touch

Keys
Ch’s

X
X

X
X

Pitch bend X X

Control 
Change

0–119 O O Assignable

Prog
Change :True#

0–127
**************

0–127
X

Assignable

System Exclusive O O Parameter Change

System
Common

:Song Pos
:Song Sel
:Tune

X
X
X

X
X
X

System
Real Time

:Clock
:Commands

X
X

X
X

Aux
Messages

:Local ON/OFF
:All Notes OFF
:Active Sense
:Reset

X
X
X
X

X
X
X
X

Notes

Mode 1: OMNI ON, POLY
Mode 3: OMNI OFF, POLY

Mode 2: OMNI ON, MONO
Mode 4: OMNI OFF, MONO

O: Yes
X: No



●お客様ご相談窓口 : ヤマハプロオーディオ製品に対するお問合せ窓口

　ヤマハ・プロオーディオ・インフォメーションセンター
Tel: 03-5791-7678　Fax: 03-5488-5085（電話受付＝祝祭日を除く月～金／11:00～19:00）
E-mail: painfo@post.yamaha.co.jp

●営業窓口

PA営業部
☎ 011-512-6106 〒064-0810 札幌市中央区南十条西1-1-50
☎ 022-222-6214 〒980-0804 仙台市青葉区大町2-2-10
☎ 03-5488-5480 〒108-8568 東京都港区高輪2-17-11
☎ 052-232-5744 〒460-8588 名古屋市中区錦1-18-28
☎ 06-6647-8359 〒556-0011 大阪市浪速区難波中1-13-17
☎ 092-412-5556 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4
☎ 03-5488-5472 〒108-8568 東京都港区高輪2-17-11
☎ 053-460-2455 〒430-8650 浜松市中沢町10-1

●ヤマハ電気音響製品サービス拠点 : 修理受付および修理品お預かり窓口

北海道サービスステーション ☎ 011-512-6108 〒064-8543 札幌市中央区南十条西1-1-50　ヤマハセンター内
仙　台サービスステーション ☎ 022-236-0249 〒984-0015 仙台市若林区卸町5-7　仙台卸商共同配送センター 3F
首都圏サービスセンター ☎ 03-5762-2121 〒143-0006 東京都大田区平和島2-1-1 京阪トラックターミナル14号棟A-5F
浜　松サービスステーション ☎ 053-465-6711 〒435-0016 浜松市和田町200　ヤマハ(株)和田工場6号館2階
名古屋サービスセンター ☎ 052-652-2230 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2-1-2　ヤマハ(株)名古屋流通センター3F
大　阪サービスセンター ☎ 06-6877-5262 〒565-0803 吹田市新芦屋下1-16　ヤマハ(株)千里丘センター内
四　国サービスステーション ☎ 087-822-3045 〒760-0029 高松市丸亀町8-7　(株)ヤマハミュージック神戸　高松店内
広　島サービスステーション ☎ 082-874-3787 〒731-0113 広島市安佐南区西原6-14-14
九　州サービスステーション ☎ 092-472-2134 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4
本　社／CSセンター ☎ 053-465-1158 〒435-0016 浜松市和田町200　ヤマハ(株)和田工場6号館2階

※ 所在地・電話番号などは変更されることがあります。
※ 2001年5月現在

■保証書
この商品には保証書がついています。販売店でお渡ししてい

ますから、ご住所・お名前・お買上げ年月日・販売店名など所定
事項の記入および記載内容をおたしかめのうえ、大切に保管し
てください。

保証書は当社がお客様に保証期間内の無償サービスをお約
束するもので、この商品の保証期間はお買上げ日より1年です。

保証期間内の転居や、ご贈答用に購入された場合などで、記
載事項の変更が必要なときは、事前・事後を問わずお買上げ販
売店かお客様ご相談窓口、またはヤマハ電気音響製品サービス
拠点へご連絡ください。継続してサービスできるように手配いた
します。

■損害に対する責任
この商品（搭載プログラムを含む）の使用または使用不能に

より、お客様に生じた損害（事業利益の損失、事業の中断、事業
情報の損失、その他の特別損失や逸失利益）については、当社は
一切その責任を負わないものとします。また、如何なる場合でも、
当社が負担する損害賠償額は、お客様がお支払になったこの商
品の代価相当額をもって、その上限とします。

サービスについて
■調整・故障の修理
「故障かな?」と思われる症状のときは、この説明書をもう一度

よくお読みになり、電源・接続・操作などをおたしかめください。そ
れでもなお改善されないときには、お買上げ販売店へご連絡く
ださい。調整・修理いたします。

調整・修理にさいしては保証書をご用意ください。保証規定に
より、調整・修理サービスをいたします。また、故障した製品をお
持ちいただくか、サービスにお伺いするのかも保証書に書かれ
ています。

修理サービスは保証期間が過ぎた後も引き続きおこなわれ、
そのための補修用性能部品が用意されています。性能部品とは
製品の機能を維持するために不可欠な部品のことをいい、PA製
品ではその最低保有期間は製造打切後8年です。この期間は経
済産業省の指導によるものです。

■お客様ご相談窓口
ヤマハＰＡ製品にかんするご質問・ご相談は下記のお客様ご

相談窓口へ、アフターサービスについてのお問合わせはヤマハ
電気音響製品サービス拠点へおよせください。

北 海 道 営 業 所
仙 台 営 業 所
東 京 事 業 所
名 古 屋 営 業 所
大 阪 事 業 所
九 州 営 業 所
P A 営 業 課
P A 推 進 室
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